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1富士山研究 1
富士山森林限界における植生の地理的分布に関する
研究
富士山研究 3 　（重点化研究）
富士火山北麓における噴火実態の検証
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図 1　富士山高山帯における種の垂直分布
図 2　富士山火山防災マップにおける想定火口範囲と
雁ノ穴の位置
図 3　雁ノ穴付近の赤色立体地図
2富士山研究 4
富士北東麓における地下水涵養機構と深部地下水流動系の解明
図 4　富士北麓の地下水の水質組成図
図 5　富士北麓の星山期（古富士火山期）の堆積物
3富士山研究 ５ 　（重点化研究）
富士山火山防災のための火山学的研究─噴火履歴と噴火シミュレーション─
図 6　研究概要　各サブテーマの関連性
図 7　溶岩流シミュレーション
　　　メッシュサイズの検討結果
4富士山研究 6
富士山の火山噴出物に関するデータベースの構築
 
図 8　ボーリングコアの柱状図
　　　ａ）河口湖のKaw15-1 地点の柱状図　ｂ）Kaw15-1 Aの柱状図の拡大図　
　　　ｃ）柱状図における粒度表示の凡例
図 9　宝永噴火のテフラの粒度分布に関連するデータ
　　　デ ターベースに登録された宝永噴火 1 Aにおける等層厚線図全粒度分布
ａ）
ｂ） ｃ）
5基盤研究 1
衛星データを用いた富士山周辺の土地被覆変化把握に関する研究
図10　Hansen　森林変化図
図11　使用した森林率データ
　　　森林率： 0％（赤）～100％（緑）
6基盤研究 3
富士山北麓におけるニホンジカとニホンカ
モシカの分布および個体群動態
図13　御坂山地にてGPS標識を装着したカモシ
カの位置情報。300日間の推定位置分布
（上）、95％ MCP行動圏（中）、適応カー
ネル行動圏（下、淡色が95％、濃色が
50％）。いずれも画面中央下部の太実線
が 0 . 5 km。背景は国土地理院「河口湖東
部」25000分の 1地形図。
基盤研究 2
富士北麓の草原－森林移行帯に生育する種の分布
と生育地特性に関する研究
 
図12　青木ヶ原樹海でのマルチスケール観測体制の例
7基盤研究 4
広域的昆虫・クモ相調査による富士山の自然生態系の
保全生態学的研究
図14　各地点のチョウの種数．オレンジのバーは絶滅危惧種
を示す
基盤研究 6
富士山の環境保全を目的とした環境教育プログラムの構築
図15　生徒の感想文の内容に基づく共起ネットワ クー分析結果
8基盤研究10
山梨のジオ情報を利活用した地域環境特性に関する研究−暮らしやすい安全安心なまちづくりのために−
図16　甲府盆地南部代表的な表層地盤断面図
後藤ほか（2015）より
基盤研究12
富士山の古地磁気を用いた溶岩噴出年代の決定
図17　地点ごとの古地磁気方位
　　　色：西暦（高田ほか（2016）による推定値）、点：古地磁気方位の平均値、
　　　大小の円：古地磁気方位の信頼限界（α95）
9特別研究 1 （重点化研究）
富士山周辺における侵略的外来植物の広域分布推定に関する研究
  
図18　山梨県のアレチウリ分布図
　　　（出典　国土地理院基盤地図情報及び国土数値
情報）
図19　アレチウリの出現確率マップ
　　　（出典　国土地理院基盤地図情報及び国土数値
情報）
特別研究 2
富士五湖（特に河口湖）の水質浄化に関する研究II–ヘドロの堆積状況の面的把握
図20　河口湖底質の有機汚濁指標の過去との比較
10
特別研究 3 　（総合理工学研究機構研究）
富士山登山の安全確保に関する研究
図21　テストフライトで得られた画像合成画像
図22　2015年度調査で撮影した画像の合成画像
図23　同一地位点での 2時期画像の比較
図24　実験後の試験体の様子
11
特別研究 4 　（総合理工学研究機構研究）
雪崩発生条件の解明と観測機器の開発
図25　2016年に発生した雪崩の土砂流出地点
図26　2016年 2 月14日の雪崩
（ｃ）　空振のスペクトル解析結果
（ａ）　観測された波形 （ｂ）　地震動のスペクトル解析結果
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は　じ　め　に
富士山科学研究所では、富士山を中心とした研究に加えて、水資源の保全、外来種・有害鳥獣対策な
ど、全県的に対応が必要な環境課題などを研究する「研究」機能、県民や来訪者に対して富士山及び地
域環境に関する知識の普及や啓発、各種資料情報の収集・提供を行う「教育・情報」機能、さらに研究
成果等の発信や研究機関・研究者との連携を推進するための「広報・交流」機能の ３ つが相互に連携し
ながら、研究成果の見える、県民に開かれた研究所を目指しております。
このような中、「研究」機能においては、平成２８年度は、富士山に関する研究に対してプロジェクトチー
ムを構成し戦略的に取り組む「富士山研究」 ７ 課題、富士山及び富士山以外の地域環境に関する基礎的
な研究を推進する「基盤研究」１３課題、総合理工学研究機構が統括する他の研究機関との共同・連携研
究や県政上の喫緊かつ重大な課題に対応する研究に取り組む「特別研究」 ５ 課題の計２５課題を精力的に
進めてまいりました。これらの研究活動の成果については、学術雑誌での公表、各種学会での発表を行
うとともに、県の施策への反映、研究成果発表会の開催、研修会への講師派遣、ニューズレター等を通
じて、県民の皆様に提供していきます。
「教育・情報」機能においては、従来から実施している地域環境観察などの事業とともに、富士山に
関する研究内容等を取り入れた新たな教育プログラムの開発を進め、また、学校現場等における富士山
学習、火山防災学習等の支援を行っております。
「広報・交流」機能においては、広報分野では、富士山科学講座、研究成果発表会等の開催を通じ
て富士山の保存管理・活用等に関する研究内容・成果を広報し、加えて出版物による発信、出張講義、
ＨＰやＳＮＳを活用した発信を通じて教育事業等を積極的に広報いたします。
交流分野では、世界文化遺産・富士山に係る公開セミナーやシンポジウム等を一層充実させながら富
士山に関する専門研究機関として他の研究機関との連携を推進して参ります。
また、昨年 ６ 月には近隣に「富士山世界遺産センター」が新たにオープンしたところであり、当研究
所においても自然科学の分野から世界遺産登録への支援を行ってきたことから、「富士山世界遺産セン
ター」と連携を密にしながら、県民を始めとして多くの方々に富士山に関する様々な情報を発信してい
くこととしております。
本年報は、平成２８年度に実施してきた研究や事業について取りまとめ、 １ 年間の実績を報告するもの
であります。県民の皆様や関係の方々に御活用いただくとともに、忌憚のない御意見をいただければ幸
いです。
今後とも、県民ニーズに適合した研究や各種事業をより効率的、効果的に進め、より充実した研究機
関として環境保全の支援等に努めていく所存ですので、関係各位の御理解と御協力をよろしくお願い申
し上げます。
　　　平成２9年１２月
	 山梨県富士山科学研究所
	 所　長　　藤　井　敏　嗣
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1 　研究所の概況
1 － 1 　目　的
　富士山に関する当面の地域課題は、世界文化遺産に登
録された富士山の顕著な普遍的価値を「保存管理」し、
適正に「活用」していくための対策と、火山防災対策で
あり、これら地域課題に適切に対応していくためには、
第一に、富士山麓唯一の自然科学系の分野を研究する研
究機関として、「富士山包括的保存管理計画」に規定さ
れる環境変化、来訪者等による影響への対応、学術調査
の実施やその成果の公表など、富士山の保存管理と活用
について積極的に関わっていくことにより、富士山の適
切な保全に対応していくことである。
第二に、富士山火山防災対策について実施してきた国
際シンポジウムや、山梨・静岡・神奈川の三県で組織し
ている「富士山火山防災対策協議会」において、研究機
関として唯一コアグループに加わるなどの活動を一層強
化し富士山火山研究と情報発信拠点の役割を果たすこと
により、富士山の火山活動の観測と火山防災対策への対
応をしていくことである。
第三に、富士山を中心とした研究に加えて、水資源の
保全や外来種・有害鳥獣対策など、持続可能な社会の形
成に向けた県政を推進するうえで必要な山梨県の環境政
策への提言をしていくことである。
　富士山科学研究所には、研究所の大きな柱である「研
究」機能に加え、県民や来訪者に対して富士山及び地域
環境に関する知識の普及や啓発、各種資料・情報の収集・
提供を行う「教育・情報」機能、さらに研究成果の発信
や研究者・研究機関等との連携を推進するための「広報・
交流」機能を備えるものとし、３つの機能が相互に連携
しながら、研究成果の見える、県民に開かれた研究所を
目指す。
1 － 2 　機　能
1 － 2 － 1 　研究機能
　富士山の環境保全に関する研究、富士山火山及びその
防災対策に関する研究、富士山以外の県内の自然環境に
関する研究、富士山及びその他の地域環境と人間生活の
適切な関わりなどについての研究を行う。
　自然環境研究部：富士山を中心とした生物相の調査、
動植物の生態や生態系の維持に関する研究と長期的・広
域的なモニタリングを通じて、富士山の自然環境保全に
資する研究を行う。
　環境共生研究部：人と人をとりまく環境の関わりを明
らかにし、富士山をはじめとする山梨の環境と人の関わ
りの意義の評価や、よりよいあり方の提案をめざして研
究を行う。
　火山防災研究部：富士山における噴火災害を軽減する
ために、噴火履歴や予測に関する研究を行う。また、富
士山周辺の地下水や古環境に関する地球科学的研究を行
う。
1 － 2 － 2 　教育・情報機能
　教育：教育プログラムを活用して来訪者への環境教育
を行うとともに、富士山に関する研究内容等を取り入れ
た新たな教育プログラムの開発を進める。また、学校現
場等における富士山学習、火山防災学習等の支援を行う。
　情報：富士山や環境に関する情報を幅広く収集し、わ
かりやすく提供する。
1 － 2 － 3 　広報・交流機能
　広報：富士山の保存管理・活用等に関する研究内容・
成果や教育事業等を積極的に広報する。
　交流：世界文化遺産・富士山に係る公開セミナーやシ
ンポジウム等を一層充実させる。また富士山に関する専
門研究機関として、他の研究機関との連携を推進する。
1 － 3 　組　織
所　　長
副　所　長
特別研究員等
等員究研員客別特員究研員客
総務課 環境教育・交流部
自然環境
研究部
環境共生
研究部
火山防災
研究部
運営委員会
総
務
教
育
・
情
報
広
報
・
交
流
 
所内委員会
・倫理委員会
・動物実験倫理委員会
・動物飼育施設運営委員会
・共用研究備品管理委員会
・査読委員会
・ネットワーク管理委員会
・毒物・劇物及び特別管理産業廃棄物管理委員会
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価値評価に基づく保護と利用のための体制整備の提示
10 　山梨のジオ情報を利活用した地域環境特性に関する
研究─暮らしやすい安全安心なまちづくりのために─
11 　特定有機化合物放射性炭素年代測定法の富士山噴火
史への応用　
12　富士山の古地磁気を用いた溶岩噴出年代の決定　
特別研究
1  　富士山周辺における侵略的外来植物の広域分布推定
に関する研究　（重点化研究）　
2  　富士五湖（特に河口湖）の水質浄化に関する研究Ⅱ 
─ヘドロの堆積状況の面的把握─
3  　富士山登山の安全確保に関する研究（総合理工学研
究機構研究）
4  　雪崩発生条件の解明と観測機器の開発（総合理工学
研究機構研究）
5  　富士山の吉田口登山道における山小屋建築の意匠と
構成に関する研究
（重点化研究：県の科学技術基本計画等、県政上の重要
な課題に的確・迅速に対応するため、山梨県企画県民部
が重点化分野に集中的に投資する競争的研究予算に基づ
いて行う研究）
2 　研究活動
2 － 1 　研究概要
　富士山科学研究所は
（ 1 ） 研究フィールドの主体を富士山とし、富士山に関
する研究にプロジェクトチームを構成し、戦略的
に取り組む研究（富士山研究）
（ 2 ） 各研究員が各自の専門性を活かし、富士山及び富
士山以外の地域研究に関する基礎的研究（基盤研
究）
（ 3 ） 総合理工学研究機構が統括する多野県立試験研究
機関等との共同・連携研究や県政上の喫緊かつ重
要な課題に対応する研究（特別研究）
に取り組んでいる。
富士山研究
1  　富士山森林限界における植生の地理的分布に関する
研究
2  　環境の変化が急性高山病に及ぼす影響および血液生
化学的指標との関連　
3  　富士火山北麓における噴火実態の検証　（重点化研
究）
4  　富士北東麓における地下水涵養機構と深部地下水流
動系の解明　
5  　富士山火山防災のための火山学的研究─噴火履歴と
噴火シミュレーション─（重点化研究）
6  　富士山の火山噴出物に関するデータベースの構築
7  　リモートセンシングと地上探査を用いた富士山森林
限界の広域的構造と動態に関する研究　
基盤研究
1  　衛星データを用いた富士山周辺の土地被覆変化把握
に関する研究
2  　富士北麓の草原─森林移行帯に生育する種の分布と
生育地特性に関する研究
3  　富士山北麓におけるニホンジカとニホンカモシカの
分布および個体群動態
4  　広域的昆虫・クモ相調査による富士山の自然生態系
の保全生態学的研究
5  　血漿および細胞内のバナジウム結合タンパク質の分
析ならびにその特徴を明らかにするための基礎的研究
6  　富士山の環境保全を目的とした環境教育プログラム
の構築
7  　高所登山時に見られる低酸素・脱水状態が低温環境
にさらされた時の生体反応に与える影響に関する研究
8  　富士北麓地域における災害履歴とその住民の対応 
〜近世文書・聞き取り調査のデータベース化〜　
9  　富士山周辺の観光資源に対するステークホルダーの
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2 － 1 － 1 　富士山研究
富士山研究 1  
富士山森林限界における植生の地理的分布に関する研究
担当者
自然環境研究部：安田泰輔
共同研究者
静岡大学：増澤武弘
茨城大学：山村靖夫
杉田幹夫：自然環境研究部
研究協力者
静岡県くらし・環境部環境局自然保護課：酒栄勝哉
自然環境研究部：中野隆志
火山防災研究部：吉本充宏
研究期間　
平成28年度〜平成32年度
研究目的
富士山森林限界は標高や斜面方位によって様々な植生
が成立している。広範囲にわたる植生の地理的な分布は
気温や過去の雪崩といった物理的な環境条件の影響を受
けつつ、長期的な遷移過程の中で形成されていると考え
られる。
富士山の自然環境、ここでは植生に関してその保全を
進めていくためには、モニタリングが重要である。モニ
タリングは定期健康診断に例えられ、定期的な観測を通
じて植生変化とその機構解明に重要な役割を果たす。
本研究は富士山森林限界の植生の地理的分布と植生の
成立に関わる環境条件との関連性の解明を通じて、保全
に向けたモニタリングシステムを構築することを目的と
している。具体的には、
1 ． 植生の地理的な分布の把握：ベースラインデータ
の構築、地形や気象条件の把握
2 ． 植生の成立要因の解明：種の分布と環境条件の関
係、半島状植生の動態機構の解明
3 ． 植生モニタリングの手法開発と実施：画像情報を
活用した観測手法の検討、データベースの構築
を計画している。
本年度は森林限界上部の高山帯において植物種の垂直
分布を調査した。富士山ではこれまで各大学や研究機関
により長期的な植生調査が行われており、森林の群落構
造や樹種の生長、森林限界の変化について報告がなされ
ている。しかしながら、森林限界より高標高域の高山帯
に関して植生の垂直分布や山体方位による分布域の違い
など富士山の植生を理解する上で基礎的な知見は限られ
ている。
また、吉田口登山道八合目付近では外来植物の侵入が
確認されていること、御中道付近でもニホンジカが確認
され、植生への影響が懸念されていることなど、亜高山
帯から高山帯にかけて様々な環境変化が生じている。
これらの観点から富士山高山帯（森林限界上部から山
頂）での基盤となる植生の垂直分布を把握することを目
的として、山梨県富士山科学研究所、国立大学法人静岡
大学、静岡県の共同事業として富士山植生モニタリング
（2016年）を実施した。これは第 1 回目の調査であり、
2 回目、 3 回目と継続することで富士山の自然環境の解
明と保全に寄与すると期待される。
研究方法および成果
（ １）富士山における植生モニタリングの調査手法
富士山にある 4 つの登山道（富士宮口、御殿場口、須
走口、吉田口）において2016年 8 月24日から 9 月 3 日の
間に、計15名が参加し植生調査を実施した。各登山道に
おいて標高約2400m付近（森林限界上端）をスタート地
点として、標高100mごとに山頂まで植生調査を行った。
富士山の植生モニタリングでは長期、不特定多数の調
査者が参加することから、非破壊的方法で、かつ頑健な
データが求められる。そのため、共通フォーマットを作
成し、出現頻度の調査を行った。調査地点において、 1
㎡のコドラートをn個設置し、その中で植物種 i が k 個
出現したとする。このとき、出現率 p（Occurrence）
は以下の通り求められる：
pi=ki /n
ここで、pi は植物種 i の出現率、ki は植物種 i が出現
したコドラート数を示す。
調査地点数は富士宮口で13地点、御殿場口で16地点、
須走口で 9 地点、吉田口で17地点、計55地点である。
（ 2）富士山植生モニタリング（20１6年）の結果
全調査地点で確認された総種数は36種（不明種を除く）
であった。図 1 は種ごとの出現した標高範囲（最小標高
―最大標高）であり、全地点のデータから算出した。
種ごとに出現する標高範囲は異なるが、特徴的なグ
ループとして、富士山亜高山帯から高山帯へかけて出現
するイタドリ、フジハタザオ、ミヤマオトコヨモギ、コ
タヌキラン、オンタデ、イワツメクサ（図 1 の赤枠）で
ある。この種群は標高2400m付近から3500m付近まで幅
広い分布を示した。この中でイタドリとフジハタザオは
上限が約3000mと他 4 種と比較するとやや低い標高と
なっている。イタドリが生育できる標高は幅広いが、分
布の中心はより低標高であるため、標高3000ｍ付近が分
布の上限と考えられる。ミヤマオトコヨモギとコタヌキ
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ラン、オンタデ、イワツメクサは標高3200m以上まで生
育しており、イワツメクサは標高3500m付近まで出現し
ていた。このグループは富士山高山帯の代表的な植物種
であり、特にオンタデは比較的地上部が大型であり視認
性が高いことから、地球温暖化等の気候変動による生物
季節の変化や分布域の変化を把握するための、指標種の
候補と考えられる。
これら 6 種について、標高に対する出現率の変化を図
2 に示した。種ごとの分布特性として、イタドリは富士
宮口と吉田口で比較的多くみられたが、標高が上がるに
つれて出現率は急激に低下していた。フジハタザオはイ
タドリと同じく標高約3000m付近まで出現するが、出現
率は高かった。ミヤマオトコヨモギは御殿場口を除く他
の登山道で高い出現率を示し、標高約2500m付近から
3000m付近に分布が集中していた。コタヌキランは吉田
口登山道ではほとんど出現していないが、これより南西
部で出現する傾向があり、標高約3400mを上限として標
高が高くなるにつれて出現率が減少する傾向が見られ
た。また、登山道ごとに分布のピークがずれており、標
高だけでなく地質や地形の影響が考えられた。オンタデ
はいずれの登山道でも出現率が高く、特に標高3000m付
近に分布の中心があると見られた。イワツメクサは標高
3500m付近まで出現するが、全体としては一山型の傾向
が見られた。ただし、オンタデほど出現率は高くなく比
較的低密度で広く分布する傾向が見られた。
（ ３）今後の植生モニタリングのあり方
今後長期的なモニリングを行うことを考えると、調査
期間として 3 から 5 年に一度の間隔で行う必要がある。
今回の調査結果と人的な労働力を考慮すると、 4 年に一
度の追跡調査が理想的と考えられる。
今回の調査では標高に対する種の分布域が明らかにで
きた。この成果は富士山高山帯における植生変化を検出
する際の基盤として非常に重要な知見である。今後、地
質及び地形、気象条件等の環境条件から種の分布域を規
定する要因を明らかにすることで、垂直分布の形成要因
を明らかにすることが重要である。
今回行った調査手法は、出現頻度を用いた手法であり
在不在データであることから、調査者の違いや調査時期
に関わらず相互に比較可能なデータ形式となっている。
そして、調査地点ごとの特徴（たとえば十分な面積が得
られない等）に合わせて調査することができる。そのた
め、富士山高山帯を調査する際のフォーマットとして活
用することができる。
しかしながら、本調査手法には改善すべき点がある。
ひとつはこの調査手法は様々な地点での調査には適して
いるが、一方で、同一地点の調査が困難であり時間的な
変化を追跡することが難しい点である。本研究を計画す
るにあたり、当初は調査地点を杭等で固定し、長期間観
測する方法が検討されていた。この方法は長期的な生態
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図 1 　富士山高山帯における種の垂直分布
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図 2 　富士山高山帯における種の垂直分布
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学的野外調査では一般的に用いられる方法である。しか
し、植生の垂直分布を詳細に把握するためには多数の調
査地で多量の杭を設置しなければならず、多くの登山者
が往来し、登山道からの自然景観にも配慮する必要があ
る富士山ではこの方法の実施は困難だった。加えて、雪
崩が頻繁に発生することから毎年杭のメンテナンスが必
要となることもこの調査方法を見送った理由である。
もう一つの改善すべき点は調査者の立ち入りに関する
ものである。調査地に立ち入る際、地形が急峻で落石の
危険が生じる懸念があった。これは調査者だけでなく、
山小屋や登山者との事故を誘発するため避けなければな
らない。
今後、これらの課題を解決し、植生モニタリングを継
続していくことが求められる。具体的な手法の候補とし
て、デジタルカメラを用いた近接リモートセンシングが
有効と考えられる。たとえば小型ドローンやロングポー
ルを用いて上空からのデジタルカメラ撮影を行い、 3 次
元構造の復元とオルソ画像が取得できれば、非常に高解
像度の歪みのない画像が得られる。そして、調査地に極
力立ち入ることなく、安全な場所での現地調査の情報を
画像上に見て取れる植物体との情報をマッチングさせる
ことにより、種の在不在や投影面積、地形・地質の状況
をデータとして把握できるようになる。この方法では、
調査者及び山小屋、登山者との事故を防ぎ、かつ同一地
点を継続的に調査することを可能にする。
（ ４）まとめ
多くの関係者の甚大な努力により、貴重なデータが得
られ、富士山高山帯の植生モニタリングの基礎を構築す
ることができた。今後、より詳細な解析を通じて種の分
布を規定する環境条件の把握が求められる。また、今回
の調査方法は今後のモニタリングにおけるフォーマット
としても活用することができるだろう。一方で、長期的
な追跡が可能で、かつ安全性の高い調査手法の開発が重
要であるといえる。
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富士山研究　 2  
環境の変化が急性高山病に及ぼす影響および血液生化
学指標との関連
担当者
環境共生研究部：堀内雅弘・長谷川達也・宇野　忠・
　　　　　　　　半田陽子・遠藤淳子
信州大学：能勢　博
  （富士山科学研究所特別客員研究員）
研究期間　
平成26年度〜平成28年度
研究目的
山の天気が急変することはよく知られている。登山に
おいては、急激な気温低下が原因となる低体温症の予防
が重要だとされている。一方、登山では低温環境での運
動にも関わらず、長時間運動の影響から、脱水の危険性
も無視できない。さらに、高所（低酸素）環境下では、
大気圧の低下から、吸入酸素分圧が低下する。このこと
は、相対的に生体への酸素供給が不足するリスクを示し
ている。その結果、急性高山病の発症率が増大する。近
年の研究では、生体の酸素不足に加えて、脱水症状も急
性高山病症状を憎悪させることが報告されている。
今回、富士登山者を対象としたアンケート調査により、
年齢や性別、登山行程、口渇感、温冷感、温熱的快適感、
服装と急性高山病についての関連を調べた。また、登山
道中腹に設置した温湿度計での測定により急性高山病の
発生状況が温熱環境に影響を受けている可能性について
検討した。
研究方法
アンケート調査を行ったのは平成27年 8 月 6 日〜10
日、29日、平成28年 8 月 4 日〜 8 日、27日、28日の合計
13日間であった。調査場所を、富士山富士吉田口登山道
五合目・泉ヶ滝とし、午前中に下山して来る登山者を対
象にアンケート調査を行った（図 1 ）。調査対象者は
1810名であった。そのうち、アンケート記入に不備がみ
られたものを除いた1399名を分析対象とした（有効回答
率77.3％）。アンケート項目は年齢、性別、登山行程、
温冷感、温熱的快適感、着衣状態とVisual Analog Scale
（VAS）法による口渇感（喉の渇き具合）を設定した。
急性高山病症状についてはレイク・ルイーズの質問表を
用いて 1 ）頭痛、2 ）消化器症状、3 ）倦怠感／脱力感、
4 ）めまい／ふらつきの 4 項目について 0 〜 3 点の 4 件
法で回答を得た。12点満点のこの評点を高山病スコアと
して頭痛項目 1 点以上、かつ合計 3 点以上を急性高山病
発症者とした。また、登山者がさらされた温熱環境との
関連を検討するために標高約3000mに位置する山小屋に
温湿度データロガーを設置し、アンケート実施日の気象
データを測定した。アンケートの回答結果より、登山行
程の平均時間帯は前日午後 1 時〜下山日午前 9 時であっ
たため、この時間帯の平均気温、平均相対湿度を用いて
調査日を分類し、急性高山病発生状況を比較した。
研究成果
（ １）急性高山病発生要因の検討
今回の調査では1399名中467名（33.4％）が急性高山
病を発症していた（急性高山病発症者：高山病＋、非発
症者：高山病－、図 2 ）。
各アンケート項目間にて急性高山病発症者群と非発症
者群において対応のない t 検定、カイ二乗検定、マンホ
イットニーのU検定での統計解析を行った。その結果、
年齢、性別において両群の間に有意な差は認められず、
VAS法を用いた「登山時の口渇感」において、急性高
山病発症者が非発症者と比較して有意に喉の渇きを感じ
ていた（図 3 ）。高所登山は、低酸素低湿度環境下での
長時間の運動や呼吸数の増加、トイレ回避のための飲水
の控えなどの要因により体の水分バランスが脱水状態に
陥りやすい。今回の結果は、脱水状態が急性高山病発症
図 1 　富士吉田口・泉ヶ滝でのアンケート調査
図 2 　急性高山病発生状況とレイク・ルイーズ高山病ス
コア分布
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を引き起こす一つの要因である可能性を示唆している。
次に登山者を取り巻く温熱環境と急性高山病発生状況
の関連を明らかとするために、登山中と頂上滞在中にお
いて、どの程度の寒さ暑さを感じていたか（温冷感）と
その温冷感においてどの程度の快適、不快を感じていた
のか 7 段階評価で質問し解析を行った。その結果、急性
高山病発症者群は頂上滞在中に寒さを感じていた傾向に
あり、温熱的快適感において登山中と頂上滞在中とも有
意に不快に感じていたことが認められた（図 4 ）。また、
服装における回答から着衣の断熱・保温性の指標である
clo値を簡易的に概算し比較したところ、急性高山病発
症者群は最も寒い時に有意に高いclo値、すなわち暖か
い服装をしていることが示された（急性高山病者群1.43
±0.02clo、非急性高山病者群1.37±0.01clo、平均値±標
準偏差、対応のない t 検定、P＜0.05）。これらの結果は、
寒さや温熱的な快適感が急性高山病の発生に関与してい
る可能性を示唆しており、服装の工夫が急性高山病発症
の予防に重要であるといえる。
（ 2）温熱環境の違いによる急性高山病発生状況の比較
登山者がさらされた温熱環境と急性高山病発生状況の
関連を検討するために、平均登山行程時間帯の平均気温、
平均相対湿度によってそれぞれ寒冷日と温暖日、低湿日
と高湿日の 2 つのグループに分け、急性高山病発生状況
を比較した。寒冷日群と温暖日群それぞれの平均気温は
10.81±0.06℃と12.70±0.07℃、高湿日群と低湿日群の平
均相対湿度は92.58±0.55%と66.70±0.35％となり有意差
が認められた（平均値±標準偏差、対応のない t 検定、
P＜0.05）。カイ二乗検定による解析から、温暖日に比べ
寒冷日で有意に多くの急性高山病の発症者が認められ、
低湿日に比較し高湿日においても有意に多い急性高山病
の発症者が認められた（表 1 ）。
しかし、気温と湿度の傾向は各日で異なるため、次に
温暖高湿日群、温暖低湿日群、寒冷高湿日群、および寒
冷低湿日群の 4 つのグループに分けカイ二乗検定を行っ
た。温暖低湿日群は有意に急性高山病発症者が少なく、
寒冷高湿日群では有意に急性高山病発症者が多かった
（図 5 ）。これは、天気が良い日に急性高山病の発症率が
低く、天気が悪い日には急性高山病の発症率が増加して
いることを示しているように見える。しかし、標高の高
い単独峰である富士山では時間帯、場所によりこれらの
気象要因は目まぐるしく変わるため、一概に天気の良悪
によって急性高山病の発症が左右されるとは判別しがた
い。気圧変動の影響や天気に左右される可能性のある登
山行程、飲水摂食行動、着衣状態などとの関連を含めて
詳細に検討する必要があると思われる。
（ ３）まとめ
富士登山における急性高山病発症者は非発症者と比較
して喉の渇きを有意に感じていることが明らかとなっ
た。これは、脱水状態が急性高山病症状を増悪させると
図 3 　急性高山病罹患の有無における年齢と喉の渇きの
比較（対応のないｔ検定　＊：P<0.0５）
図 4 　高山病罹患の有無における登山中、頂上滞在中の
温冷感、温熱的快適感の比較（マンホイットニー
のU検定、▲：P<0.1，＊：P<0.0５）
表 1 　寒冷日と温暖日、高湿日と低湿日における急性高
山病発症者のカイ二乗検定（＊：P<0.0５）
図 ５ 　温湿度環境の違いによる急性高山病発生状況（カ
イ二乗検定，＊：P<0.0５）
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のこれまでの研究報告と合致し、長時間にわたる登山中
の飲水行動が急性高山病予防において重要であることが
明らかとなった。温冷感や温熱的快適感においては、急
性高山病発症者は寒さ、温熱的不快を感じている傾向に
あった。また、気温の低い日、湿度の高い日での急性高
山病発症が有意に多く認められ、急性高山病の発生状況
に個人の体温変動や周りの温熱環境が影響していること
が考えられる。今後の調査、研究によってこれらの要因
と急性高山病発症との関連が明らかとなることが期待さ
れる。
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富士山研究 3 　（重点化研究） 
富士火山北麓における噴火実態の検証
担当者
火山防災研究部： 吉本充宏・馬場　章・山本真也・
　　　　　　　　内山　高・常松佳恵
研究協力者
産業技術総合研究所： 石塚吉浩・中野　俊・高田　亮・
　　　　　　　　　　山元孝広
東京大学地震研究所：安田　敦
研究期間　
平成28年度〜平成30年度
研究目的
　平成26年10月に策定された「山梨県地域防災計画火山
編」では、現行の富士山防災マップに基づいて災害対策・
復興が計画されている。この防災マップに使用された火
山学的データはそれ以前の研究結果に基づいており、未
解明の噴火も多く存在した。そこで平成26年から重点化
研究として「富士山火山防災のための火山学的研究─噴
火履歴と噴火シミュレーション─」に従事し、研究項目
サブテーマ 1 ：「富士山の火山活動の解明」を進めてい
く中で、防災上の緊急性が高い課題がいくつか挙がって
きた。
　本研究では富士山の火山噴出物でも防災上の緊急性が
高いと判断された噴出物を試掘・トレンチ掘削の手法を
用いて地質調査し、給源火口の特定や分布域を解明する
ことを目的とした。同時に、これまで定性的な噴火堆積
物の識別手法に対し、分析機器を用いた定量化手法を検
討する。これらを基に、ハザードマップ改訂に必要な基
礎資料を提供する。
研究項目
　本研究では、以下の 3 つの研究項目をおこなう。
【調査項目 1 】雁ノ穴丸尾溶岩流の火口位置の特定
・火道（岩脈）位置から割れ目火口の北限の解明
・雁ノ穴周辺の溶岩・火山灰層序の再検討
【調査項目 2 】富士北麓に堆積した降灰の実績調査
・ 未解明の火山噴出物を抽出し、富士北麓地域の地表踏
査、掘削装置による試掘から分布域・給源火口の特定
・ 機器を用いた色調・形状・粒径・発泡度などの定量化
【調査項目 3 】富士北麓に到達したとされる火砕流の認定
・上中丸遺跡近郊の再調査
このうち本年度は【研究項目 1 】についてトレンチ調
査及び分析を実施した。
調査の目的と概要
富士吉田の市街地の南側で東富士五湖道路の富士山側
（山頂から北北東11km）に「雁ノ穴」と呼ばれる小高い
丘の頂部に縦穴が空いている地形がある（図 1 ）。この「雁
ノ穴」の南方100mの地点には、雁ノ穴丸尾溶岩の噴出
口として考えられている南北方向に延びる直線上の割れ
目地形が存在する（図 2 ）。これらの地形については、様々
な解釈がなされている（千葉、2014など）。本調査では、
割れ目地形が噴出口であることを確定すること、またそ
の北限と南限を確認することを目的として掘削調査を実
施した。掘削箇所は、北限と考えられる場所 1 カ所（地
点 1 ）、南限と予想される場所 2 カ所（地点 2 ・ 3 ）に
おいて、幅約 1 m×長さ約 5 m、掘削深度 2 〜 3 mで割
れ目地形に直行方向に掘削した（図 2 ）。
調査結果
掘削の結果、地点 1 および地点 2 では、地表面に雁ノ
穴丸尾溶岩が露出し、割れ目地形と平行かつ地表に対し
て垂直な岩脈に漸移する（図 3 、 4 、 5 ）。この岩脈は
地表付近では漏斗状に広がっている。また、岩脈は大室
スコリアや忍野スコリア等の降下スコリア層を分断す
る。地点 1 における岩脈は、厚さ約110cmで、降下スコ
リア層と接している面には 5 mm程度の急冷縁を持ち、
その内側は緻密な溶岩となり、中心部は破砕した溶岩が
充填している。緻密な溶岩部には、最外面から数cmの
部分に側面に平行に気泡濃集層が存在する。これらの産
状から岩脈とそこから噴出した溶岩であると判断でき
る。地点 3 では溶岩及び岩脈は確認できなかった（図 6 ）。
その結果、少なくとも地点 1 〜地点 2 の間は火口である
と考えられ、高田ほか（2016）が想定した雁ノ穴丸尾溶
岩の火口範囲が妥当であると判断される。また、雁ノ穴
丸尾溶岩下位の土壌層中から採取された炭質物の年代測
定 を 実 施 し た 結 果、1685  ±20ybp（ 暦 年 校 正 値
327-409calAD（89.4%））の値が得られた。この年代値
も中野ほか（2007）で報告されている年代値と整合的で
ある。
また、本掘削調査によって、大室スコリア層をはじめ
として複数の降下スコリア層が観察された。その中には、
これまで給源が特定されていない忍野スコリア（中野ほ
か、2007）と特徴が一致するスコリア層が確認された。
各々の地点での層厚は、地点 1 で約20cm、地点 2 ・ 3
で約30cmである。層厚の変化を中野ほか（2007）の報
告事例と比較すると、山頂方向に向かって層厚が厚くな
る傾向が示された。その結果、忍野スコリアの給源火口
はより山体側にある可能性が示唆された。
引用文献
高田亮・山元孝広・石塚吉浩・中野俊（2016）富士火
山地質図（第 2 版）．産業技術総合研究所地質調査総合
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センター．
千葉達朗（2014）ジラゴンノ露頭と雁ノ穴火口．地質と
調査140．31-36．
中野俊・高田亮・石塚吉浩・鈴木雄介・千葉達朗・
新井健一・小林淳・田島靖久（2007）地質調査研
究報告，57、11/12,387-407.
図 1 　富士山火山防災マップにおける想定火口範囲と
雁ノ穴の位置
図 2 　雁ノ穴付近の赤色立体地図
図 3 　掘削調査の様子（地点 1 ）
図 4 　地点 1 における供給岩脈
図 ５ 　地点 2 における供給岩脈
図 6 　地点 3 の掘削状況
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富士山研究 4  
富士北東麓における地下水涵養機構と深部地下水流動
系の解明
担当者
火山防災研究部：内山　高・山本真也・笠井明穂・
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研究協力者
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都留文科大学COC推進センター：内山美恵子
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研究期間
平成28年度〜平成30年度
研究目的
日本の地下水はその地質分布と気候帯に起因して、ミ
ネラル分の程よい含有量と豊富な水量を誇ることから海
外でも注目されている。ことに近年はミネラルウォー
ター産業が勢いを増す中、富士山が世界文化遺産登録で
注目されると共に富士山麓でも海外企業を中心とした地
下水大規模開発が懸念される。また、水資源環境の保全
や管理の面からも、地下水流動のより詳細なフローパス
を把握することが求められる。前年度までの総合理工学
研究機構研究で、富士北麓の地下水流動の大きな系は明
確になったが、一方で地下水涵養標高の推定には既存
データでは不十分であること、地下深部の地下水流動が
十分把握できなかったことなどが問題点として挙げられ
た。
上記の課題を解決するために、富士北麓の地下水・湧
水の起源すなわち、正確な降水涵養標高、降水タイプを
水安定同位体比等の分析から解明する。また、従来の地
下水管理では十分解明出来なかった深部地下水流動系
（星山期火山噴出物等）の鉛直及び水平的な構造を解明
することを目的とする（図 1 ）。
研究方法
上記の目的を達成するために下記の目標（サブテーマ）
を立てた。
①地下水浸透ラインの推定のための研究
　富士山頂および複数標高の降水試料を収集し、それ
らについて水素・酸素の安定同位体比を分析し、地下
水涵養高度線の見直しを行う。
　湧水は安定同位体比等と主要イオンおよび微量元素
の分析を定期的に実施する。また、湧水量観測を行う。
② 被圧地下水研究：星山期火山性堆積物中の地下水挙動
の把握のための研究
　水理地質踏査と既存ボーリングなどの地下地質資料
収集を実施し、帯水層と湧水地点の分布を把握する。
富士山北東麓エリアを中心とした複数標高の地下水試
料を収集し、それらについて湧水試料と同項目の同位
体比分析と水質分析を実施する。
③星山期堆積物中の地下水循環系の評価
研究成果
今年度は既往研究のまとめと下記の調査・分析を実施
した。
（ １）浸透ライン研究　
・水質と水の由来
富士北麓の地下水と湧水の代表である忍野八海の涵養
源を把握するために、富士北麓の地表水、地下水、富士
山の積雪の水素・酸素安定同位体比および主要イオンと
微量元素を測定した（図 2 ）。
既往の研究で報告されている富士山の降水と標高の近
似直線（地下水涵養線　図 3 ）を用い、平均涵養標高の
推定を行った結果、湧水群の平均涵養標高は1250m以下
であり、湧水標高（930m 〜940m）に近い値も示した。
（ 2）被圧地下水研究
・星山期火山性堆積物の解明
富士北麓地域の水資源用データの検討に当たって、学
術ボーリングの資料と合わせて、計173本のデータを分
析し、代表的な地下地質断面図にまとめた（図 4 ）。
（ ３）まとめ
・水の由来
忍野八海の湧水の水安定同位体比を分析し、湧水の降
水涵養標高の推定を行った。また、水質組成について既
往研究とあわせて、今回分析結果をまとめた結果、北麓
の地下水・湧水は大部分浅層地下水・河川水に分類でき
ることが判明した。一部地下水には深部水からの影響が
見られた。
・星山期火山性堆積物
富士北麓地域の学術ボーリング資料と合わせて、計
173本のデータを分析し、代表的な地下地質断面図をま
とめた。約8,000年前の溶岩層が富士宮期のものと推定
された。
なお、ボーリング柱状図等のデータの収集については、
山梨県地質調査事業協同組合にご協力いただいている。
30
図 1 　研究サブテーマの関係 図 2 　富士北麓の地下水の水質組成図
図 3 　既往の地下水涵養高度線
　　　　　安原ほか（2007）より
図 4 　富士北麓の星山期（古富士火山期）の堆積物
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富士山研究 ５ 　（重点化研究） 
富士山火山防災のための火山学的研究─噴火履歴と噴
火シミュレーション─
担当者
火山防災研究部：内山　高・吉本充宏・山本真也・
　　　　　　　　常松佳恵・馬場　章・笠井明穂・
　　　　　　　　野澤すみれ・蓮尾麻由子・渡邊　学
研究協力者
北海道大学：橋本武志
防災科学技術研究所：藤田英輔
東京大学地震研究所：金子隆之
国立保健医療科学院：石峯康浩
京都大学：柴田知之
産業技術総合研究所： 高田　亮・山本孝広・中野　俊・
石塚吉浩・宝田晋治
研究期間
平成25年度〜平成29年度
研究目的
富士山では2000年末の深部低周波地震の増加以来、気
象庁や東京大学地震研究所、防災科学研究所などの機関
によって様々な観測研究が進められている。当研究所で
も、富士山の火山噴出物の特性に関する火山地質学的研
きないため、噴火に際して即時に対応できるハザード
マップの整備が急務である。またこのハザードマップを
行政担当者ならびに地域住民が使いこなすためのスキル
も必要であるため、教育も不可欠となっている。
富士山の火山防災のための研究は、平成26年度県の重
要かつ迅速な対応が必要な施策に位置づけられている。
本研究では、富士山の噴火災害を軽減するために、富士
山の過去 1 万年の噴火履歴の地質学的・岩石学的解明と
その成果に基づいた噴火シミュレーションを行う。
また、富士山噴火に関する監視･観測体制の強化と情
報の共有化も求められていることから、研究成果と火山
活動観測に基づいて、火山災害軽減のための予測手法を
確立する。さらに火山防災対策情報の発信および災害知
識の普及･啓発活動の拠点作りや仕組みについて検討す
る。
研究方法
本研究は目的を達するために次の研究項目サブテーマ
1 〜 4 を設けて行っている。
（ １）サブテーマ １　富士山の火山活動の解明
富士山の詳細な噴火史について、特に過去 1 万年間の
火山噴出物を調査し、火口位置と噴火履歴を明らかにす
る。
究や火山活動に関連す
る地下水変動観測を主
とする火山観測等に関
して、平成14年度以降
研究を行ってきた。さ
らに防災および防災情
報の発信、防災教育の
普及啓発等もあわせて
継続的に行っている。
このような背景の中
で、環境科学研究所を
富士山科学研究所に改
変・再編するに伴い、
火山防災研究が研究所
の主要研究課題になっ
た。
しかし、富士山は我
が国最大の活火山であ
るため、全貌の解明に
は至っていない。さら
に、最新の研究から富
士山の噴火は多様であ
り事前に火口も特定で 図 1 　研究概要　各サブテーマの関連性
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（ 2）サブテーマ 2　富士山の火山観測と噴火時観測手
法の確立
活火山としての富士山の現状を把握するために、地下
水観測による噴火予知手法を開発するとともに、共同研
究機関と連携して低周波地震動などの常時火山活動観測
を行っている。
（ ３）サブテーマ ３　火山災害を軽減するための予測手
法の確立
火山災害を軽減するための予測手法の確立として、サ
ブテーマ 1 と 2 の成果を利活用して、噴火シナリオの構
築を行う。これを基として溶岩流･火砕流の流下シミュ
レーションによる到達予想手法や降灰シミュレーション
による降灰量予想手法の確立を行う。
（ ４）サブテーマ４　火山防災情報の発信および防災教育
サブテーマ 1 〜 3 までの研究成果を基として（図 4 ）、
火山防災情報の発信拠点としての情報発信の仕組みの構
築および拡充を行っている。
各サブテーマ毎の関連性について、図 1 に示す。
研究成果
今回はサブテーマ 2 富士山の火山観測と噴火時観測手
法の確立、サブテーマ 3 火山災害を軽減するための予測
手法の確立に関する結果を報告する。
（ １）サブテーマ 2　富士山の火山観測と噴火時観測手
法の確立
・地下水変動観測
火山噴火に関連するどのような前兆現象を捉えられる
ように、地下水位観測点を富士北麓 4 カ所で観測を行っ
ている（図 2 ）。現在のところ、火山活動等に関連する
変動は見られない。
・自動震源決定
現在研究所で受信している火山観測データ（地震波形）
から遠隔地で起こった地震震源や低周波地震動と富士山
の火山活動に関する地震波との判別が難しいという課題
が残っていたが、富士山の火山活動に関する地震波の震
源が決定できるよう自動震源決定システムを調整中であ
る。
（ 2）サブテーマ３　火山災害を軽減するための予測手
法の確立
・ 溶岩流のシミュレーションにおけるメッシュサイズの
検討
ハザードマップの作成の際などに、シミュレーション
を行う場合、標高データにはどの程度の解像度が必要か
検討を行った。以下は24時間分のシミュレーション結果
（メッシュサイズ毎）と実際の剣丸尾第一溶岩流の分布
を比較した。
メッシュサイズが細かい方が谷に沿って流れやすく流
下距離は長い。しかし占める面積は全体では小さくなる
（図 3 ）。
・火山岩塊シミュレータBallistaの開発
火山岩塊（大きな噴石）の噴出にともなう火口周辺で
の災害状況を事前にシミュレーションできるように、簡
易版の火山岩塊シミュレータBallistaの開発を行った（図
4 ）。
図 2 　地下水位観測点位置図
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図 3 　溶岩流シミュレーション
　　　上図；メッシュサイズの検討結果
　　　下図；溶岩流の流走時間と面積の関係
図 4 　シミュレータBalistaの開発
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富士山研究 6  
富士山の火山噴出物に関するデータベースの構築
担当者
火山防災研究部：常松佳恵・内山　高・吉本充宏・
　　　　　　　　　山本真也・馬場　章
研究協力者
産業総合技術研究所：石塚吉浩・中野　俊・高田亮・
　　　　　　　　　　山元孝広
東京大学地震研究所：安田　敦・金子隆之
日本大学：金丸龍夫
研究期間　
平成27年度〜平成29年度
研究目的
2000年の低周波地震の発生以降、来るべき噴火に備え
て富士山の噴火履歴の研究、地質図の作成、ハザードマッ
プの整備が行われてきた。これらの研究により富士山の
火山噴出物の様々なデータが複数の機関によって取得さ
れてきている。これらのデータは噴火履歴を詳細に解明
し、将来の噴火に向けて数値シミュレーションを行う際
などに重要な基礎データであるが、現状では既存のデー
タが散在しており、簡単に使用できる状態ではない。一
方で、噴火による被害の軽減には、詳細な噴火履歴から
構築された噴火シナリオを用いた噴火の推移を予測する
ことや噴火発生時に迅速にシミュレーションを用いて噴
出物の分布を精度良く予測することが求められている。
火山防災研究部では、平成26年度から平成29年度にか
けて重点化研究として「富士山火山防災のための火山学
的研究─噴火履歴と噴火シミュレーション─」を行って
いるが、そのシミュレーションや噴火の長期予測に使用
する入力値等のデータを整備することが必要である。
よって、富士山の噴火予測に重要となる噴出物の基礎
データを整備し、データベース化することを目的とする。
研究方法
（ １）既存データの収集
これまで報告された溶岩流、降下火砕物、火砕流堆積
物等について、基礎データを文献などから収集する。
（ 2）未測定項目の測定
各種噴出物に関しての基礎データのうち未測定の項目
については、新たに野外調査を行い、試料採取および各
種分析を行ってデータを補充する。
（ ３）データベースの構築
　収集された既存のデータに新たに取得されたデータを
加えてデータベースを構築する。
研究成果
（ １）富士五湖のボーリングコア情報
2015年度にベルギーのリエージュ大学やゲント大学、
日本では東京大学大気海洋研究所、産業総合技術研究所
などの研究機関との共同研究により、本栖湖・西湖・河
口湖における掘削調査を行い、コアを得た。このコアか
ら放射性炭素年代法により、最近8000年間程度の堆積物
が採取できたことが明らかとなっている。コア中には、
富士山や富士山以外の火山から飛来したと考えられる火
山灰層が複数確認されている。コアの採取場所は地図情
報として、コアの層厚、産状等の情報をデータベースに
追加した。また、これらを自動的に柱状図として描くプ
ログラムを作成した。このようなコアの情報は、噴火履
歴の解明に大いに貢献することが期待される。今後は噴
出物の同定を行い、陸上だけでは分かりにくい詳細な噴
火史の解明を行っていく予定である。
図 1 ：ボーリングコアの柱状図
　　　ａ）河口湖のKaw1５－ 1 地点の柱状図
　　　ｂ）Kaw1５－ 1 Aの柱状図の拡大図
　　　ｃ）柱状図における粒度表示の凡例
ａ）
ｂ） ｃ） 略称 意味
cl 粘土
s シルト
vfs 極細粒
fs 細粒
ms 中粒
c 粗粒
vcs 極粗粒
g 礫
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（ 2）複数文献から得られるデータの統合
噴火予測のシミュレーションに必要なデータの整備を
行った。Miyaji et al.,（2011）や高橋ほか（2007）およ
び富士火山地質図第 2 版（産総研,2016）を追加した。
これらの情報を組み合わせることにより、テフラの拡散
や溶岩流の拡がりのミュレーションが可能となる。
Miyaji et al.,（2011）は宝永噴火の推移をA〜Qに分
類した。このうち 1 Aの噴火によるテフラの層厚と等層
厚線図をMiyaji et al.（2011）からデータベースに登録
した。（図 2 ａ））
　また、図 2  ｂ）にはMiyaji et al.,（2011）から取得し
てデータベースに登録した各測定地点の粒度分布を示
す。この各地点の粒度分布を平均化して噴出物全体の全
粒度分布を求めた（図 2 ｃ））。全粒度分布は火口から噴
出した際のテフラの粒度分布であるとみなすことができ
るため、これをテフラのシミュレーションにおける入力
条件として用いる。
　今後は火山防災研究部で行っている重点化研究「富士
山火山防災のための火山学的研究」でこれらのデータを
生かしたシミュレーションを行っていきたい。
図 2 ：宝永噴火のテフラの粒度分布に関連するデータ
ａ） データベースに登録された宝永噴火 1 Ａにおける等
層厚線図
ｂ） 宝永噴火 1 Ａにおける火口から12.7km、34.7km、
64.2km地点の粒度分布のヒストグラム（Miyaji et 
al., 2011）。等層厚線図上の数字はその地点におけ
る層厚（cm）を表す。サイズの単位Φはφ＝－log 2D
（Ｄは粒子の直径、単位：mm）で表される。
ｃ） データベースに登録された各地点の粒度分布からボ
ロノイ分割を用いた平均化手法（Biass and Bona-
donna, 2014）を用いて求められた全粒度分布の表
とヒストグラム。
ａ） ｂ）
ｃ）
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富士山研究 7  
リモートセンシングと地上探査を用いた富士山森林限
界の広域的構造と動態に関する研究
担当者
自然環境研究部：中野隆志・安田泰輔・前田沙希・
　　　　　　　　　勝俣英里
　
研究協力
茨城大学：堀　良通・山村靖夫
東邦大学：丸田恵美子
静岡大学：増沢武弘
研究期間
平成25年度〜平成28年度
研究目的
富士山は、歴史の新しい火山であること、独立峰であ
ること、標高が著しく高いことなど日本の他の山岳に比
べて異なった地史や地形等をもつ。それを反映し、富士
山に見られる自然生態系や植生は、他の山岳と異なって
いる。富士山の自然は、学術的に重要であるばかりでは
ない。富士山の文化や芸術の礎となっていることや、観
光客に大きなインパクトを与える環境資源であることな
どから山梨県民の大きな財産であり、次世代に引き継い
でいくことも我々の世代の重要な使命である。
富士山の森林限界から上部はスコリア荒原が広がって
おり、現在カラマツなどの先駆樹種がスコリア荒原に定
着し、森林限界が上昇している過程にあるといわれてい
る。五合目付近のスコリア荒原上の草本群落、カラマツ
等が矮性化したクルムホルツ、天然のカラマツ林などは
他の山岳に類を見ない富士山を特徴づける植生である。
また、富士山の森林限界は、現在平衡状態に無く上昇
中であることが知られている。田中ら（2006）は、富士
山北斜面において森林限界を形成する半島状の斜面上部
に突き出した植生を調査し、生育する樹木の年齢を半島
の先端部から下部まで測定した。その結果、対象とした
半島状の植生では、年平均標高で約0.8m植生が拡大し
ている事が分かった。Sakio and Masuzawa（2012）に
よる富士山南斜面宝永第二火口外側斜面における研究で
は、1978年までは標高で年平均約0.8m、1978-1999年で
は年平均約1.0mで森林限界が上昇していることが示さ
れた。これらの研究は北斜面、南斜面の一部で行った研
究であり、両斜面の平均的森林限界の上昇速度としてと
らえることはできない。
また田中（2000）は、同じ半島状の植生の調査から、
カラマツは主に尾根部、ダケカンバは主に谷部に生育す
ること、さらに遷移が進んだ半島の下部ではシラビソが
多く出現する事を明らかにした。しかしながら、これは
富士山の森林限界付近の限られた場所での研究であり、
富士山の森林限界の構造を広域的に明らかにした訳では
ない。さらに、富士山の北斜面と南斜面では、植物の分
布や植生が異なる事が報告されている。
そこで本研究では、富士山北斜面と南斜面において広
範囲での森林限界の構造と動態を解明するために、次の
2 つのサブテーマを設定し研究を行うこととした。 1 ）
衛星写真や航空写真を用いたリモートセンシングによる
富士山森林限界の動態の解明。 2 ）富士山森林限界付近
の地形と植生の関係に関する研究。
研究成果
１ ）衛星写真や航空写真を用いたリモートセンシングに
よる富士山森林限界の動態
富士山北斜面の一部および南斜面の一部について、
1975年と2002年の空中写真をオルソ化し、 5 m× 5 mの
メッシュにわけた。さらにメッシュごとに植被率で 5 段
階にわけ、2002年から1975年の差分を取ることで、27年
間の植被面積の変化を抽出した。
結果については、昨年度の年報に報告した。
2 ）富士山森林限界付近の地形と植生の関係
森林限界における森林構造の広域的な分布状況を把握
するために、地上探査を行った。地上部探査はGPS
（Garmin社　GPSMAP60CSx）を携帯し、位置情報を測
定するとともに、その地点の森林を優占樹種により、 8
つのタイプ（ダケカンバ林、カラマツ林、シラビソ林、
ダケカンバ－カラマツ林、ダケカンバ－シラビソ林、カ
ラマツ－シラビソ林、ダケカンバ－カラマツ－シラビソ
林、その他の林分（その他の林））に分類した。調査地
点は、地図上で50mメッシュで分割し、各メッシュにお
いて少なくとも 1 地点以上地上探査を行った。また、
50mメッシュ内で異なる樹種構成の林分が有る場合はそ
れらについても同様に調査を行った。各調査地点で得ら
れた緯度経度情報は平面直角系（Ⅷ系）へ変換し解析に
用いた。また、ダケカンバが生育している場合、ダケカ
ンバの平均の胸高直径（DBH）を測定し、10㎝以下、
10〜20㎝、20〜30㎝、30㎝以上の 4 つのサイズに分類し、
記載した。
調 査 地 点 は1411地 点 で あ っ た。1411地 点 中1191
（84.4％）地点でダケカンバが確認された。優占種によ
る分類では、ダケカンバ林に438地点（36.7％）が分類
された。また、カラマツ林には387地点（32.5％）が分
類され、これら 2 つの森林タイプで69.2％を占めていた。
また、ダケカンバ–カラマツ林が190地点（13.5％）であり、
遷移初期種のカラマツ、ダケカンバが優占する地点は全
体の82.7％を占めていた。シラビソ林は141地点（10.0％）、
ダケカンバ－シラビソ林は66地点、カラマツ－シラビソ
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林は96地点、ダケカンバ－カラマツ－シラビソ林は44地
点、その他の林分は50地点であった。シラビソを含む林
分が少なかったのは、森林限界が遷移初期に出現する種
であるカラマツとダケカンバから構成されるため、遷移
後期の種であるシラビソが少なかったためであると考え
られた。
次に、遷移初期に出現するダケカンバとカラマツの分
布の違いを見るために分類木を用いた解析を行った。植
生型としてダケカンバが優占する林とカラマツが優占す
る林にわけ植生型を目的変数とし、説明変数として斜面
傾斜量（S）、地上開度（Φ）、斜面方位（As）を説明変
数として解析を行った。傾斜量は周りとの標高の差を表
すもので、値が大きいほど急傾斜、値が小さいほど緩傾
斜を示す。開空度は、対象地が周りに比べて高いか低い
かを示すもので、値が大きいほど凸地形（尾根地形）値
が低いほど凹地形（谷地形）を示す。斜面方位は、標高
の変化割合が最大となる方位とし 0 が北を、マイナスの
場合には東を、プラスの場合には西を示すようにした。
斜面方位と地上開度を説明変数として用いた結果か
ら、北西向きの斜面にはカラマツ林が成立する傾向があ
ることが明らかとなった。さらに北から北東向きの斜面
では、谷部にダケカンバ林が成立し尾根部にカラマツ林
が成立する傾向があることが明らかとなった（図 1 ）。
　さらに、斜面傾斜量と地上開度を説明変数として用い
た結果から、緩傾斜地にはカラマツ林が成立する傾向が
あること。さらに急傾斜地の尾根部にはカラマツ林が、
谷部ではダケカンバ林が成立する傾向があることが明ら
かとなった（図 2 ）。
　以上のように、森林限界でカラマツ林が成立するかダ
ケカンバ林が成立するかは、その場所の地形がどのよう
になっているかが重要であることが明らかとなった。
図 1 　植生型と地形の関係：斜面方位および地上開度と
植生型の関係
図 2 　植生型と地形の関係：傾斜量および地上開度と植
生型の関係
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2 － 1 － 2 　基盤研究
基盤研究 1  
衛星データを用いた富士山周辺の土地被覆変化把握に
関する研究
担当者
自然環境研究部：杉田幹夫・安田泰輔
研究期間　
平成27年度〜平成29年度
研究目的
富士山は観光客や登山者に人気があり、これまでも環
境保全対策などが課題となっていたが、世界文化遺産登
録に伴い、登山者等による自然生態系へのインパクトの
継続的な評価が求められている。
富士山周辺の自然環境の保全を確実なものとするため
には、動植物の生育・生息地などの土地被覆状況を正確
に把握し、継続的なモニタリングを基礎として環境変化
を検出する必要がある。このためには、広範囲の土地被
覆情報を短時間に的確に把握することが可能なリモート
センシング技術の利用が有効である。近年、衛星観測デー
タは、空間・時間・分光の各分解能が高まり、非常に詳
細なスケールから地球規模に至る環境観測が可能になっ
ている。土地被覆状況の把握とモニタリングには、狭域
から広域までマルチスケールでのアプローチが欠かせな
いが、この点においてもリモートセンシング技術は極め
て有効である。
土地被覆分布の特徴およびその変化の傾向は、例えば
植生遷移や生態系の面的把握に直結するため、自然環境
モニタリングにおいて重要な指標である。また、富士山
の普遍的な価値としての景観維持、富士山を眺望する視
点場の維持においても、土地被覆情報を正確に把握する
必要性が高い。
本研究では、富士山周辺の土地被覆の現状とその変化
を面的に定量的に捉え、自然環境モニタリングの基礎
データとして提供することを目的とする。
研究方法および成果
世界が直面している地球温暖化や生物多様性減少など
の環境変化に対応するため、地球上の森林の減少や劣化
をタイムリーに正確に把握する目的で、人工衛星による
観測データを活用した森林分布データセットの開発が進
展している。近年では、メリーランド大学グループや
JAXAなどにより25〜30ｍの分解能を有するデータセッ
トが公開されている。データセット開発者は世界全体で
は高精度で森林分布を推定できたと報告している。その
分解能は地域レベルの調査に十分利用可能であるため、
本研究では、全球森林率データの地域レベルでの精度検
証を行った。
検証対象は、メリーランド大学Hansen教授が中心と
なって公開している全球森林変化図データセット（図 1 ）
から、Landsat時系列データを解析して作成された2000
年時点の森林率データ（GFC）である。このデータは
30m四方内の高さ 5 m以上の植生被覆率を 1 ％単位で記
録している。
検証には、2001年に実施された青木ヶ原周辺の航空機
LiDAR計測から得られた 1 m分解能の樹冠高分布デー
タ（LiDAR）を用いた（図 2 ）。比較参照用にJAXAで
作成された日本域高解像度土地利用土地被覆図データ
（ALOS）も用いた。これはALOS（だいち）衛星デー
タから作成された2006〜2011年の平均的状況を示す土地
被覆図で、その分解能は10mである。LiDARは 5 m以上
を樹木と判定し、その30m四方内の被覆率を計算した。
ALOSは、11の分類項目を森林・非森林に再分類し、
30m四方内の森林被覆率を計算して用いた。GFC、
LiDAR、ALOSの三者（図 3 ）の間で、30m分解能での
図 1 　Hansen森林変化図
図 2 　航空機LiDAR計測（2001年）から求めた樹高分布
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森林率の一致度について、散布図、RMSEなどにより検
討し、階級分けした森林率の一致率評価を行った。ここ
で、精度評価指標としてRMSE（Root Mean Square 
Error,  平 方 根 平 均 二 乗 誤 差 ） お よ びMAE（Mean 
Absolute Error, 平均絶対誤差）などを採用した。また、
一致率評価において一致精度の表現にKappa係数を採用
した。Kappa係数は、偶発的な一致を考慮した一致度の
指標で、リモートセンシングによる精度検証では頻繁に
用いられる。
対象地域は大部分が常緑林で覆われているため、森林
率の分布図として見ると相互に似たマップ表現となる
図 3 　使用した森林率データ
森林率： 0 ％（赤）～100％（緑）
が、森林率が小さい箇所の分布に相違が見られた。これ
は、GFCが年間で最も森林率が高い状態を集約したデー
タであるのに対し、LiDARは本来地形を調べるべく冬
季に計測されたデータであることなどが影響していると
考えられる。使用した 3 種の森林率の頻度分布はいずれ
も 0 ％近傍と100％近傍に集中し、中間の森林率の箇所
が少なく、森林率値の直接比較は困難であるが、森林率
の精度評価結果はRMSEで20〜25％程度、MAEで12〜
15％程度であった（表 1 ）。この結果をもとに森林率を
2 階級（森林・非森林）と 5 階級（20％等分）に分割し
た場合、その一致率は約85％（ 2 階級）、約55％（ 5 階級）、
となり、Kappa係数は約0.5（ 2 階級）、約0.2（ 5 階級）
の結果であった（表 2 、表 3 ）。
表 1 　森林率精度評価結果
推定 基準 RMSE（%） MAE（%）
Hansen LiDAR 24.5 14.5
ALOS LiDAR 25.1 12.1
Hansen ALOS 20.4 12.4
表 2 　分割数 2 階級（森林・非森林）の場合の森林率
階級一致率
推定 基準 一致率（%） Kappa係数
Hansen LiDAR 85.2 0.4755
ALOS LiDAR 85.4 0.4413
Hansen ALOS 92.8 0.5624
表 3 　 分割数 ５ 階級（20%等分）の場合の森林率階級
一致率
推定 基準 一致率（%） Kappa係数
Hansen LiDAR 55.1 0.2054
ALOS LiDAR 73.8 0.2779
Hansen ALOS 58.8 0.1373
　表 3 の中で最良の組み合わせ（ALOS－LiDAR）の一
致度は70％を超えており、一定の信頼性が得られること
が確認された。この検証結果から、地域レベルにおいて
は、全球森林率から数段階で評価した森林被覆度には高
い信頼性が期待できるが、森林率の定量評価は依然困難
な状況にあると考えられる。
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基盤研究 2  
富士北麓の草原─森林移行帯に生育する種の分布と生
育地特性に関する研究
担当者
自然環境研究部：安田泰輔
共同研究者
信州大学：渡邉　修
JIRCAS：川村健介
研究期間　
平成27年度〜平成30年度
研究目的
富士山及びその周辺地域には多様な群落や生態系が成
立しており、それぞれが独自の種構成や種数、群落構造
など生態的な特徴を有することがこれまで多くの研究成
果から示されている。しかし、異なる群落や生態系が隣
接する移行帯については生態的な特徴が把握されておら
ず、知見が限られている。一般的に移行帯は、局所的な
範囲で光条件や温度条件など環境条件が大きく変化する
ため、両群落とは異なる群落構造や移行帯に特徴的な種
が生育する傾向がある。そのため、移行帯の生態的な特
徴を明らかにし、富士山の自然環境保全に反映させるこ
とが重要である。
草原環境は富士山を代表する生態系の 1 つである。移
行帯の生態的特徴を把握する上で、移行帯に生育する種
の分布と生育地特性を把握することは最も基礎的な情報
である。本研究は、草原-森林移行帯に生育する種の分
布と生育地特性を解明し、富士山の自然環境保全に資す
る基礎データ及び知見を提供することを目的としてい
る。具体的には、 1 ．林縁構造と物理的環境条件の関係
解明と 2 ．物理的環境条件と草本植物の分布の関係解明
を行い、林縁構造の観点から種の分布と生育地特性の解
明を試みる。
昨年度は研究を実施する上で基礎となるUAV（無人
航空機、ドローン）による植生モニタリングと画像分類
手法に関する研究を実施し、その有用性が確かめられた。
本年度は植生モニタリングを着実に実施できるよう撮影
方法と様々な空間スケールでの観測体制構築に向けた研
究を実施した。
（ １）撮影モデルの検討
UAVを用いて植生モニタリングを行うとき、同一地
域を継続的に撮影することとなる。このとき、毎回撮影
条件を揃え、均質なデータ（画像）を取得することが求
①　 離発着地点の確保に関して、UAVはGPS情報によ
り機体の位置を特定しているため、GPS信号が得ら
れやすいよう南方が開けている場所を離発着地点と
することが望ましい。また離発着時に危険性が伴う
ため周囲を視認できるようある程度開けた場所を確
保することが望ましいと考えられる。
②　 撮影高度に関して、どのような植生をどの程度の解
像度で把握したいかによって撮影高度は変わってく
る。これはカメラ性能（解像度）によっても変わる
ため一概に決定することは難しいが、高度50ｍ〜
100ｍの範囲では 1 ピクセル約 1 cm 〜 2 cm程度の
高解像度画像が得られ、植物種の判別が可能であっ
た。低空で撮影することでより高解像度となるもの
の、周辺の樹木への衝突の危険性が増加することや、
画像枚数の増加に伴い解析時間が増大するため、お
およそ高度50ｍ〜100ｍの範囲が妥当と考えられた。
③　 移動範囲に関して、法令上、視認可能な範囲となっ
ていることから、目視できる範囲となる。
上記の撮影モデルはこれまでの研究過程を通じて、想
定されたものである。気象条件や使用するUAV、カメ
ラ性能、対象とする植生によって、撮影モデルを改良し
つつ運用することとなる。
撮影の前に、地形や植生高を把握することは非常に重
図 1 　植生観測における撮影モデル
められる。そのため、安全性を確保しつつ、均質なデー
タが得られるようにフライト方法や撮影方法の基準化を
行った。具体的には、許可を得た上で草原環境と青木ヶ
原樹海、富士山五合目でUAVによる観測を実施してお
り、以下の撮影モデルが妥当と考えられた（図 1 ）：
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要である。特に富士山のような斜面を観測する場合は入
念なフライト計画が求められる。一般的には、UAVを
水平に移動させながら撮影を実施する。急斜面では、水
平に移動させると、当然斜面に激突することが起こりう
る。このような危険を回避するため、斜面に沿って上昇
させながら撮影を行う、もしくは、斜面から十分に離れ
た範囲で水平移動させ、その後、上昇させてから水平移
動に移るといった階段状のフライトが想定される。
（ 2）マルチスケール観測体制の検討
植生の構造や動態の解明に向けて、現地での野外調査
による生態学的研究や衛星画像・空中写真といった広域
スケールの画像情報を用いたリモートセンシング分野の
研究手法が取り入れられてきた。空間的なスケールから
みると、UAVによる観測は局所的な人による野外調査
と広域的な衛星画像・空中写真の中間的なスケールにあ
り、それらを相互に関連付けることで様々な空間スケー
ル、つまりマルチスケールでの植生観測が可能となる。
図 2 には青木ヶ原樹海におけるマルチスケールでの植生
観測体制の例を記載した。広域的なスケールとして、こ
こでは航空機による撮影を想定した。撮影される空中写
真はUAVだけでは困難な、青木ヶ原樹海全体を捉える
ことができる。一般的には 5 年もしくはそれ以上の間隔
で撮影されることから、長期的な植生変化を捉えること
ができるだろう。中域的なスケールとしてドローン
（UAV）による観測が位置付けられる。空中写真と比べ
小規模な面積であるが、高解像度画像が得られ、複数回
の観測が可能である。そのため、樹木マップの作成や樹
木の生長・枯死、季節変化といった生態に関わる情報を
評価することができるだろう。局所的なスケールとして、
調査者による野外調査が位置付けられる。樹木 1 本ごと
に胸高直径等を計測する毎木調査を実施することで、空
中からの観測では得られない樹種の構成や遷移機構の解
明などが期待される。
富士山において、このようなマルチスケール観測は始
まったばかりであり、今後解析技術の発展と機材の発達
に伴って、有用な情報が得られるようになると期待され
る。
図 2 　青木ヶ原樹海でのマルチスケール観測体制の例
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基盤研究 3  
富士山北麓におけるニホンジカとニホンカモシカの分
布および個体群動態
担当者
自然環境研究部：小平真佐夫・勝俣英里
環境教育・交流部：中野隆志
研究期間　
平成28年度〜平成29年度
研究目的
富士北麓に同所的に生息するニホンジカ（以下シカ）
およびニホンカモシカ（以下カモシカ）の個体群動態モ
ニタリングを実施し、経年的な増減傾向を把握する。両
種の分布、行動圏を解析し、種間関係を考察する。
研究方法
（ １）林道カウント調査　
5 月、 7 月、 9 月、11月に富士林道と軽水・鳴沢林道
（調査距離27.3km）において実施してきた夜間調査を継
続し、シカとカモシカの目撃数、その内訳（オス・メス・
0 才子）と位置を記録する。 5 月、11月には試験的に北
東部の滝沢林道（調査距離10km）で同様の調査を行う。
（ 2）カメラトラップ・糞塊調査
上記カウント調査の前後 2 週間を対象に、林道沿いほ
ぼ 2 km置きに設置した調査区（10m×20m）で自動撮
影と糞塊数計数を行う。 3 つの密度指標（対応区間のカ
ウント調査目撃数、カメラトラップ撮影枚数、糞塊数）
の相関を探る。
（ ３）テレメトリー調査
同所的に生息するシカとカモシカに発信機を装着し、
行動圏、生息地利用など時間的・空間的な 2 種のすみわ
け有無を調べ、生存率・出生率推定につながるデータを
蓄積する。H28年度は主にわなを用いてカモシカメス成
獣10頭を目標に捕獲努力を続ける。捕獲個体は外部計測、
血液サンプル採取、耳タグと発信機を装着して放獣する。
放獣以降は月に 1 回程度電波追跡によって位置を推定
し、GPS首輪の場合はデータをダウンロードする。死亡
の場合は極力早く確認に向かい、死因推定と発信機回収
を行い、年齢推定のため切歯を採取する。出産期以降に
接近し、出産の有無を確認する。発信機は 1 年間の装着
を目標とする。H29年度は捕獲努力と電波追跡を並行し
て行う。
結果
（ １）林道カウント調査　
4 期合計 8 夜で合計186頭（平均8.5頭/10km）のシカ
を目撃した（表 1 。H26、H27年はそれぞれ193頭・8.8
頭/10km、228頭・10.4頭/10km）。過去調査と比較し、
年 変 動・ 月 変 動 に 有 意 差 は な か っ た（ 2 -way 
ANOVA）。内訳として、メス成獣が多い半面（53.2％）
幼獣が少ない（3.8％）傾向にあり、過去の調査と同様
であった。
表 1 　富士北麓におけるカウント調査で確認したシカ
の頭数（平成28年、数値は調査 2 夜の平均）。F、
M、Y、UKはそれぞれ、メス成獣（満 1 才以上）、
オス成獣、幼獣（ 1 才未満）、性齢不明。「頭
/10km」は林道10kmあたりの目撃数。
5 月 7 月 9 月 11月 年平均 合計
F 18 14 13 4.5 49.5
M 1 0 1.5 3 5.5
Y 1.5 0.5 1 0.5 3.5
UK 9.5 4 11.5 9.5 34.5
計 30 18.5 27 17.5 93 186
頭/10km 11.0 6.8 9.9 6.4 8.5
　滝沢林道では 5 月、11月それぞれ 2 夜での総目撃数が
17頭、10kmあたりで4.25頭と従来のルートより低密度
であり、またメス成獣と幼獣の目撃がそれぞれ35.3％、
5.9％と同様の傾向にあった。
　カモシカの今年度の目撃は 0 頭であった（H26、H27
はそれぞれ 2 頭、 1 頭）。
（ 2）カメラトラップ・糞塊調査
4 回の調査で656枚のシカを撮影し、212回分の糞塊を
数えた。対応する目撃指標（C）、糞塊数（D）、撮影枚
数（E） 3 者の関係は、いずれも相関が低かった（図 1 ）。
これはH27年調査と同様の結果である。
図 1 　 3 つの密度指標の関連性。C、D、Eはそれぞれ
カウント調査目撃数、糞塊数、撮影枚数。年間デー
タを合算して比較。
（ ３）テレメトリー調査
富士山北麓に隣接する御坂山地においてカモシカ 2 頭
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を捕獲し、メス亜成獣（S02）にGPS、オス幼獣（S03）
にVHFの発信機を装着した。S02、S03ともに大きな動
きはなく、電波追跡による推定位置は捕獲地点周辺にと
どまった。GPS個体（S02）については300日間、 1 時間
おき測位の設定で測位努力数7200回に対し5947回の測位
（ 2 次元測位を含む）に成功し、測位成功率83％を得た（図
2 ）。推定行動圏面積は、95％ MCP（最小外郭法）で0.99
㎢、適応カーネル法（95％、50％）ではそれぞれ、0.82、
0.15㎢（複数多角形の合計面積）が得られた。
　当該地域はシラベ・アカマツ造林地に囲まれた、面積
1 ㎢に満たない二次混交林で、同個体はほぼこの二次林
内で年間行動を完結していた。これは季節移動をしない
定着型ニホンジカの年間行動圏に比較してやや小さい。
調査年度にこの個体は出産しておらず、この生息地で子
育てに必要十分かどうかは不明である。なお、この個体
のGPS標識は、このデータ回収を最後に通信不能となり、
1 年後に設定したタイマー脱落の作動有無も不明であ
る。
図 2 　御坂山地にてGPS標識を装着したカモシカの位
置情報。300日間の推定位置分布（上）、9５％
MCP行動圏（中）、適応カーネル行動圏（下、淡
色が9５％、濃色が５0％）。いずれも画面中央下部
の太実線が0.５km。背景は国土地理院「河口湖東
部」2５000分の 1 地形図。
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基盤研究 4  
広域的昆虫・クモ相調査による富士山の自然生態系の
保全生態学的研究
担当者
自然環境研究部：大脇　淳・中野隆志
研究協力者
ふじのくに地球環境史ミュージアム：岸本年郎
研究期間　
平成28年度〜平成30年度
研究目的
生物多様性の保全は、国際的にも重要な課題となって
いる。日本最高峰の富士山では、幅広い標高帯と様々な
土地利用によって、多様な植生が成立している。また、
富士山には特異な生態系や数多くの絶滅危惧種が存在す
るため、富士山は山梨県だけでなく、日本の生物多様性
を保全する上でも極めて重要な地域である。しかし、富
士山は日本有数の観光地であり、自然環境に対する開発
の圧力も弱くはない。また、20世紀中頃以降、自然と人
との関わり方は大きく変化しており、これも自然環境に
大きな影響を与えている。以上のような状況を考えると、
富士山に存在する様々な植生のうち、生物多様性が高く、
絶滅危惧種が多く生息する植生や地域を解明すること
は、富士山の自然環境の保全と活用の両立や生物多様性
の保全を図る上で不可欠である。
本研究では、富士北麓の山地帯から高山帯に存在する
様々な植生で昆虫類を調査し、絶滅危惧種や地理的分布
域の狭い種も考慮して、昆虫類の多様性と植生との関連
性を解明することを目的とする。本年度は山地帯のみを
調査したため、その結果を報告する。標高1800m以上の
亜高山帯から高山帯は来年度調査する予定である。
研究方法および成果
（ １）調査地および調査対象生物
調査地は、山中湖周辺から本栖湖周辺の東西30kmの
範囲にある標高900mから1600mの山地帯に設置した。
調査した植生は、カラマツ植林、シラビソ植林、アカマ
ツ林、落葉広葉樹林、樹海（青木ヶ原の天然林）、植林
伐採地、草原の 7 タイプである。
調査対象生物は、チョウ、地表性甲虫（オサムシ科、
ゴミムシダマシ科、シデムシ科、センチコガネ科、コガ
ネムシ科ダイコクコガネ亜科）、地表性クモ類、カミキ
リムシ科である。チョウは、各調査地点に200mの調査
ルート（主に林道に設置）を設置し、観察されたチョウ
の種と個体数を記録した。地表性甲虫・クモ類は各調査
地点に 5 つのピットフォールトラップを、カミキリムシ
科は各調査地点にマレーゼトラップを一基設置し（図
1 ）、捕獲された種と個体数を記録した。なお、調査地
点数は、チョウは合計23地点、地表性甲虫・クモ類とカ
ミキリムシ科は合計28地点である。チョウの調査は、
2015年 6 〜10月と2016年 4 〜 5 月、地表性甲虫・クモ類
は2016年 5 〜 9 月、カミキリムシ科は2016年 6 〜 8 月に
実施した。
（ 2）チョウの調査結果
チョウは合計54種641個体が観察され、草原と植林伐
採地で特に種数が多かった（図 2 ）。環境省のレッドリ
ストに記載されている種は 6 種観察されたが、これらも
草原と植林伐採地のみに出現した（図 2 ）。一方、樹海
やアカマツ林（図 2 のPIF 2 とPIF 4 は林齢100年以上）
ではチョウの種数は少なかった。
森林に着目すると、落葉広葉樹林はミドリシジミ類な
図 1 　ピットフォールトラップ（手前の白いもの）とマ
レーゼトラップ（奥のテント状のもの）
図 2 　各地点のチョウの種数．薄いグレーのバーは絶滅
危惧種を示す
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ど年 1 化・木本食のチョウの重要な生息環境になってい
たが、植林地においても林道の開空度を増加させると
チョウの種数、個体数が増加した。植林地ではチョウの
多様性が著しく減少すると考えられているが、林道での
高い開空度は、植林地でもある程度チョウの多様性を増
加させるため、チョウの保全に有効であることが示唆さ
れた。
（ ３）地表性甲虫・クモ類の調査結果
オサムシ科は41種611個体、ゴミムシダマシ科は 4 種
181個体、シデムシ科は 3 種335個体、センチコガネ科は
2 種39個体、コガネムシ科ダイコクコガネ亜科は 4 種
177個体、地表性クモ類は85種1034個体が捕獲された。
明るい環境（植林伐採地と草原）と森林で種構成は明確
に異なり、明るい環境を好む種と森林を好む種に分かれ
た。
種数の多かったオサムシ科とクモ類に着目して植生タ
イプ間の種数を比較したところ、オサムシ科ではチョウ
のようにアカマツ林や樹海で種数が特に少ないという傾
向は見られなかった（図 3 a）。オサムシ科では、林齢
100年以上のアカマツ林や200年以上の樹海といった老齢
林のみに分布する種が見つかり、チョウでは見抜くこと
が出来なかった老齢林の重要性が示された。一方、クモ
類では、植林伐採地と草原で種数が多くなり（図 3 b）、
チョウと似た傾向を示した。
（ ４）カミキリムシの調査結果
カミキリムシ科は22種55個体が捕獲された。多様性の
解析に十分な個体数は捕獲されなかったが、明るいカラ
マツ植林地では、山梨県と静岡県にしか分布しないトウ
カイヒメハナカミキリが捕獲された。
まとめと今後の検討事項
本研究より、チョウの保全には草原だけでなく植林伐
採地も重要であることが明らかになった。植林伐採地は
林業が成り立たないと作り出されない環境であるため、
健全な林業経営は一部の草原性の絶滅危惧種のチョウに
とってプラスとなっている。一方、チョウにとって、針
葉樹の多い老齢林（100年以上のアカマツ林や樹海）は
重要ではなかったが、オサムシ科については、そのよう
な老齢林にのみ出現する種が見られ、老齢林の重要性が
確認された。したがって、生物多様性の保全を考える際
には、単一の分類群のみを調査するのではなく、複数分
類群に基づいて慎重に評価する必要がある。本研究から
は、草原、植林伐採地、落葉広葉樹林は少なくともチョ
ウやクモ類の多様性や絶滅危惧種の保全に重要であり、
老齢林はこの地域のオサムシ科の多様性を維持する上で
不可欠であった。植林地は、既に天然林から大きく環境
が改変されている土地であるが、林道を明るく保つこと
によって、生物多様性の保全を図ることができると考え
られた。一方、カミキリムシについては、多様性の解析
に耐えうる十分な個体数が捕獲されなかった。この結果
から、今回のトラップの個数と設置期間ではカミキリム
シを多く捕獲することは困難であることが示唆されたた
め、カミキリムシを対象とする研究では花のスイーピン
グや材の見回りといった異なる手法を導入するか、ト
ラップの個数や設置期間を増やす必要があるかもしれな
い。
来年度は、標高1800m以上の亜高山帯から高山帯を調
査するが、これら高標高域の生物群集が今年度調査した
山地帯の生物群集とどの程度異なるか評価することに
よって、富士山の生物多様性の存在様式や保全重要地域
について、より包括的な知見が得られるだろう。
図 3 　植生タイプごとのオサムシ科（a）とクモ類（b）
の種数
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基盤研究 ５  
血漿および細胞内のバナジウム結合タンパク質の分析
ならびにその特徴を明らかにするための基礎的研究
担当者
環境共生研究部：長谷川達也・遠藤淳子
研究協力者
労働安全衛生総合研究所：三浦伸彦
研究期間
平成28年度〜平成30年度
研究目的
富士山の地下水には微量元素バナジウムが他の地域に
比べ多く含まれている。富士北麓地域は水道の原水とし
て富士山の地下水を用いている。従って、この地域の住
民は水道水から毎日バナジウムを摂取し続けている。
我々は以前の研究において、この地域住民の血液サンプ
ル中のバナジウム量を測定した。その結果、血液の成分
である赤血球において、バナジウムが対照地域（水道水
にバナジウムが含まれない地域）の住民と比べ有意に高
いことを報告した。しかしこれまでに、バナジウム摂取
に起因すると考えられる健康被害は知られていない。こ
れは、体の中に入ったバナジウムは臓器中で毒性を示さ
ない形に代謝された後、体内に蓄積し、時間の経過と共
に排泄されるためと考えられる。しかし、そのメカニズ
ムについては研究が行われていない。
一般にミネラルと呼ばれる金属元素は吸収され血液に
入ると、血漿中の輸送タンパク質と結合する。その後、
一部は赤血球に取り込まれ、また一部は輸送タンパク質
と結合した状態で肝臓などの各種臓器に運ばれる。例え
ば、血漿中においては、鉄の輸送タンパク質としてトラ
ンスフェリン、銅の輸送タンパク質としてセルロプラス
ミンが知られている。特に、トランスフェリンは鉄以外
にバナジウムやアルミニウムとも結合できることが報告
されている。しかし、血漿中で、鉄に比べてバナジウム
の濃度は 1 /100程度であり、バナジウムの方が鉄よりト
ランスフェリンとの親和性が100倍以上高いとは考えに
くい。従って、実際ヒトの体の中でバナジウムの輸送に
トランスフェリンが働いているか疑問がある。また、赤
血球をはじめとして各種臓器中でバナジウムがどのよう
なタンパク質に結合して蓄積しているかについては、ほ
とんど知られていない。そこで、本研究では血漿中での
バナジウム輸送タンパク質、および各種臓器中でのバナ
ジウム結合（蓄積）タンパク質に関して検討を行う。
研究方法
バナジウム結合タンパク質を精度良く分析するために
は二つの分析操作をハイフネーション技術によりオンラ
インで接続したシステムの構築が必要である。第一番目
の操作は数多くのタンパク質を含むサンプルから、タン
パク質の特性を利用して順番に並べ替える作業である。
この作業は高速液体クロマトグラフィー（HPLC）で行
う。第二番目の操作は、順番に並べたタンパク質のどれ
にバナジウムが含まれているかを調べる作業である。バ
ナジウムを含むタンパク質がバナジウム結合タンパク質
となる。バナジウムの測定はICP-質量分析装置（ICP-
MS）で行う。しかし、タンパク質の分離に適した条件
とバナジウムの測定に適した条件が異なる。そこで、詳
細な条件検討を行い、二つの分析条件を許容できるシス
テムを構築した。
バナジウム結合タンパク質のサンプルとして、バナジ
ウムを投与したマウスの肝臓の可溶性画分を用いた。す
なわち、ICRマウス（オス、 5 週齢）にメタバナジン酸
アンモニウム300μmol/kgを皮下投与し、 6 時間後に摘
出した肝臓の20％ホモジネート溶液を遠心分離して可溶
性画分を調製した。また、この可溶性画分を分子量5,000
で分ける限外ろ過膜を用いてろ過し、低分子-可溶性画
分サンプルとした。
研究成果
　バナジウムを投与したマウスの肝可溶性画分を分析シ
ステムで測定した結果のクロマトグラムを図 1 に示す。
図 1 　肝可溶性画分中のバナジウム結合タンパク質の分析
　　　A：バナジウムと280nmの吸光度の測定結果
　　　B：亜鉛と280nmの吸光度の測定結果
A
B
47
Aはバナジウムと、タンパク質の指標として280nmの吸
光度を測定した図である。図 1 Aに示すごとく、280nm
の吸光度で測定したタンパク質のピークはリテンション
タイム18分、34分、56分など数多く認められた。バナジ
ウムのピークは18分、27分、34分の 3 つが認められた。
これらの結果から、タンパク質は数多く存在するが、バ
ナジウムが結合しているのは少なくとも 3 つであること
が示された。図 1 Bはバナジウムの代わりに亜鉛を測定
した結果である。亜鉛はリテンションタイム20分前後に
しか認められていない。従って、亜鉛を含むタンパク質
は30分以降には存在しないことがわかった。
　図 2 は可溶性画分を分子量5,000で分ける限外ろ過膜
を用いてろ過したろ液を分析した結果である。ろ液中に
は分子量5,000以上のタンパク質は存在しない。図 1 Aで
認められたリテンションタイム20分前後のバナジウムの
ピークが図 2 Aでは認められていない。従って、この消
失したバナジウム結合タンパク質の分子量は5,000以上
であることが考えられた。リテンションタイム27分、34
分に認められたピーク（図 1 A）は、限外ろ過を行った
サンプルでも認められている（図 2 A）。従って、これ
らのタンパク質の分子量は5,000以下であることが示唆
された。亜鉛のピークは全く認められなくなった（図
2 B）。
　今回の検討ではタンパク質を分子量の違いで分離する
カラムを用いて分析を行った。今後、分離に用いるカラ
ムの特性を変え、肝臓および血漿中のバナジウム結合タ
ンパク質の解析を行い、生体内でのバナジウムの挙動や
蓄積に関する検討を行う予定である。
図 2 　低分子－肝可溶性画分中のバナジウム結合タンパク
質の分析
　　　A：バナジウムと280nmの吸光度の測定結果
　　　B：亜鉛と280nmの吸光度の測定結果
A
B
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基盤研究 6  
富士山の環境保全を目的とした環境教育プログラムの
構築
担当者
環境共生研究部：本郷哲郎
研究協力者
東京大学：濱　泰一
研究期間　
平成27年度〜平成28年度
研究目的
富士山の世界文化遺産登録継続には、人と自然が共生
する形で地域が保全されることが重要である。それには
人々の協力が不可欠であるとともに、環境教育が大きな
役割を果たすと考えられ、地域に根ざした環境教育に必
要な要件を整理すること、富士山周辺地域における教育
ニーズを把握することなどが必要となってくる。本研究
では、富士山の環境保全を目的とした環境教育プログラ
ムを作成するとともに、その評価手法の検討を行うこと
を目的とする。この目的を達成するために、①環境保全
を目的とする環境教育プログラムから、地域に根ざした
環境教育に必要な構成要素を抽出する、②統計的手法を
用いて構成要素を構造化する、③プログラムを提供する
対象のニーズを把握する、④環境教育プログラムのモデ
ルプランを作成、試行し、評価手法の検討を行うことと
する。
研究方法および成果
昨年度、既存の環境教育プログラムの全体像を把握す
るために、環境教育学会の学会誌『環境教育』通番 2 号
から45号（1991-2010）に記載された248文献について、
目的、方法、対象、内容等の構成要素の整理を行った。
その結果、知識・関心を高めることを目的にした環境教
育プログラムが多かった一方、環境に配慮した行動を促
すことを目的としたプログラムでは、どのように行動に
つながるのかが具体的に説明された有効なものは少な
かった。また、富士山の環境保全に対する意識の把握を
目的に、富士河口湖町の小中学校の児童・生徒を対象に
質問紙調査を実施した。その結果から、環境保全に対す
る意識を高め、行動を促すためには、富士山で起きてい
る社会的ジレンマ課題（その解決にあたって立場の異な
るものの間で合意形成を図ることがむずかしい課題）に
ついて討論し、自分の生活を見直すきっかけとなるよう
な環境教育プログラムが有効と考えられた。
環境教育のフレームワークを示したベオグラード憲章
では、環境教育の目標として環境に配慮した行動を促す
ことが求められている。また、環境への配慮を深め行動
につなげるうえで大切なことは、環境保全に対する価値
観（環境問題に対する道徳的価値観）を身につけること
であるとされている。
そこで富士山周辺で起きている環境問題を社会的ジレ
ンマの視点で捉え、それを解決する拠り所となる「道徳
的価値観」の考え方を伝える環境教育プログラム「富士
山のより良い姿」を作成し、小学校で試行することとし
た。プログラム内容を表 1 に示す。
授業は2016年11月10日（木） 2 、3 校時（各45分）に、
山梨県鳴沢村立鳴沢小学校 6 年生（30名）に対して実施
した。授業目標は「環境問題は社会的ジレンマの結果起
時間 (分) 授業内容 具体的な内容
7 自己紹介、及び授業の主旨と授業の流れについての説明
2校時 20 富士山の現在の環境に関する説明 問題が起きていることを印象づける（富士山のより良い姿を考える前提）
6 問題の共有化 生徒の意見を聞きながら、生徒が暮らす地域のことだということを整理する
45分 4 問題を解決する手段の例示
8 例示した解決手段に対する意見の収集 質問紙に記入
休憩 20 質問紙のデータをExcelに入力、次の時間にその結果を使う 入力は生徒に手伝ってもらう
質問結果の状況をスライドで見せながら、大まかな様子を解説する。
「問題に対応をする際、気をつけてほしいこと」について解説をすることを伝える。
問題が起きて対応をする際、気をつけてほしいことの解説
（環境問題の原因についての解説） 共有地の悲劇の説明と社会的ジレンマの解説。
問題が起きて対応をする際、気をつけてほしいことの解説
3校時 （気をつけることの提示と解説） 2校時の質問紙に回答する際、「気をつけてほしいこと」を考えたか聞く。
45分
今日の授業を解説しながら、ふりかえる。
必要なことは記述式プリントに記入させる。
授業のまとめと連絡
「「富士山のより良い姿」がどのような姿になるのかは、
みんなの考え方で変わる」ことを伝える
プリントに記載をしながら授業をふりかえる
8
10
10
5
富士山北麓地域で起きている事例を付加しつつ、
「気をつけてほしいこと（5項目）」を1つずつ解説する。
社会的ジレンマ事例についての議論
人々の生活と町の景観が対立する事例１、及び、チョウの生息環境と森林の
発達が対立する課題２を使い、対立を解決方法させる方法について話し合い、
（別の）質問紙に解決方法に対する意見とその意見をまとめる際、
「気をつけてほしいこと」をきちんと考えたかを記述させる
一番良い方法は提示できないが、
どのようなことに気をつければよいかは提示できることを説明する。7
5
例示した解決手段に対する意見の提示とその見直し
表 1 　「富士山のより良い姿」の主な授業内容
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こっていることを理解し、それに対処する考え方を具体
的な事例を通して身につける」こととした。この目標を
達成するために、昨年度の『環境教育』の文献調査で把
握した環境教育プログラムの中から、構成要素として「態
度・行動（目的）」「教室内での学習（方法）」等を含む
ものを参考にし、プログラム作成にあたっては以下のよ
うな工夫を行った。
① 　基本的にはスライドショーを使い、授業を進める。
その中で、意見を出す、プリントへ記入する、議論
を行う等の作業を入れる。
② 　富士山の環境問題の提示により、児童が議論をす
る際、必要な知識（レディネス）をそろえる。
③ 　②で提示された環境問題の解決法についての意見
をアンケートで集約する。休憩時間に児童にアン
ケートデータの入力をさせること、その結果を使っ
て休憩後の授業を始めることで、話し合いの契機を
作る。
④ 　「社会的ジレンマ」という難しい言葉を使い、環
境問題の原因を印象づけ、同時に対処法の定着を図
る。
⑤ 　「より良い姿」というのは、考え方の問題であり、
唯一無二の姿を示すことは適切ではないことを伝え
る。そのために、葛藤場面がある事例を用意して、
児童たちに話をさせ、道徳的価値観の考え方を身に
つけさせる。
⑥ 　ふりかえりでは、デブリーフィングの手法（キー
ワードの記述）を活用する。
授業終了後、児童による自由記述の感想文、授業の参
観者の意見、授業時のビデオなどの分析を行った。
授業の参観者からは、授業の流れや目標を達成するた
めの授業内容の工夫については概ね良い評価が得られ
た。ビデオによる確認でも、参観者の評価書に記載され
た事項について児童たちの様子から確認され、評価は信
頼できると考えられた。ただし、社会的ジレンマの理論
的説明は難しく、小学生向けの授業では必ずしも入れる
必要はないのではという意見もあった。
児童の感想文では、30名中11名から「社会的ジレンマ」
という言葉が抽出された（表 2 ）。社会的ジレンマの「対
処法」や、「生命」「立場」といった対処をする際のキー
ワード、「考える」といった言葉を含めると、授業目標
に関する内容を表す言葉が21名から抽出された。また授
業の中で説明した身近な環境問題については印象が強
かったようで、それに関する言葉は25名から抽出された。
また、抽出された言葉の連関性について分析した結果を
示す図 1 を見ると、「社会的ジレンマ」と「考える」は
強く結びついていた。このような結果が得られたことか
ら、授業目標はある程度達成できたものと判断された。
ただ、図 1 では、右下にある「平等」「立場」「尊重」
といった環境問題に対処する考え方が、直接的には「社
会的ジレンマ」などと結びついていなかった。これは、
社会的ジレンマの理論面の話が難しかったこと、議論す
る事例を 2 つ示したが、ひとつずつについて十分考える
時間がとれなかったことが原因と考えられた。事例 1 は、
人々の生活と町の景観が対立する内容で、児童に富士山
の景観について考えることを期待した事例だったが、景
観の悪化につながるような課題が、日常の生活の中から
は具体的に浮かばなかったようであった。一方、事例 2
はチョウの生息環境と森林の発達が対立する事例であっ
たが、これについては、児童の意見の中にいろいろな主
体のことを考えた発言が見られ、提示する事例としてよ
り適切であったと考えられた。
社会的ジレンマを解決するための道徳的価値観の考え
方を身につけることが、確実に行動につながるかどうか
についてはさらに調査が必要だが、道徳的価値観は一度
高い段階になると後退することはないとされている。こ
のような環境教育プログラムをいくつか重ねていくこと
で、環境に配慮する行動を促すことが期待できると考え
る。
対処法 考える 富士山 自然 ゴミ
生命 考えた より良い 動物
環境問題 立場 姿 植物
公平 サル
考え方 クマ
11 15 9 19 15 10
28
授業目標に関する内容 授業で出てきた内容
社会的
ジレンマ
21 25
表 2 　生徒の感想文の中に記載されていた内容と回答者数
図 1 　生徒の感想文の内容に基づく共起ネットワーク分析
結果
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基盤研究 7  
高所登山時に見られる低酸素・脱水状態が低温環境に
さらされた時の生体反応に与える影響に関する研究
担当者
環境共生研究部：宇野　忠・堀内雅弘・遠藤淳子・
　　　　　　　　半田陽子
研究期間
平成27年度〜平成29年度
研究目的
富士山の世界文化遺産登録に伴い、富士山の観光的利
用は加速すると考えられる。「富士登山」はその最たる
ものの一つであり、年間30万人前後の人々が山頂を目指
し、入山している。しかし、富士登山には様々なリスク
がつきまとう。代表的なものとして「高山病」が挙げら
れる。高山病は標高2,500m以上で発症する頭痛、吐き
気などの症状であるが、その発生機序は詳細は未だ明ら
かとなっていない。登山者が安全で快適に富士山の登頂
を目指し、富士山への訪問に対する満足度を上げるため
には、高山病予防に対する啓蒙が必要であり、そのため
の知見の蓄積が求められている。
急性高山病の発生機序は、多くの要因が複雑に絡み
合っていると考えられている。そのひとつに激変する寒
暖差などの環境要因に生体が適応できず、脱水や低体温
症などから引き起こされる可能性が考えられる。また、
高山病に関するこれまでの研究はヒト被験者を使用した
フィールド調査、実験室内研究が主であり、これらの手
法では、より詳細な生体内の反応をみることは難しい。
高所の特徴である低酸素環境下での生理機能を解明する
ためには動物モデルを使用した実験による基礎的なデー
タの収集が必要不可欠である。
これまでに我々が行った富士登山者に対する調査研究
において、高山病スコアが高い被験者は舌下温度が登山
中に低下する傾向があった。また、温冷感申告にて寒さ
をより感じ、喉が有意に渇いているとの結果が得られた。
また、既往研究から高所登山時の低酸素環境は利尿を促
進し、低湿度環境下での長時間の登山運動は発汗、呼吸
促進に伴い脱水状態に陥りやすい。以上のことから、高
所登山での環境温度の低下に伴う体温の変動と脱水状態
が低酸素曝露に起因する急性高山病の発症に関係してい
る可能性が考えられる。しかし、脱水状態と低酸素曝露
の生体影響について報告はされているが、これらに加え
て寒冷環境曝露によってもたらされる影響についての報
告はあまり見られない。
本研究では、富士登山者の安全で快適な登山を目指し、
高山病の発生機序解明につながる基礎的知見を実験動物
による実験系により提出することを本研究の目的とす
る。そのために高所登山時に見られる寒冷環境、低酸素
曝露、脱水状態によって生体機能、特に体温調節反応が
受ける影響について動物モデルを使用し明らかとする。
研究成果
実験動物はラットwistar系オス、体重270g 〜320gを
使用した。本年度は酸素濃度を標高4,000ｍ前後に対応
する約12％低酸素環境として実験を行った。環境温度条
件は常温環境24℃、低温環境 6 ℃とし、曝露を行った時
の体温調節反応や血液性状などの生体反応の測定を行っ
た。予め手術により腹腔内へ体温測定用テレメトリーセ
ンサーを埋め込み、十分回復した状態で低酸素常温環境
と低酸素低温環境に24時間曝露し、自由行動下での深部
体温の変動と動物が動いた回数である行動量を一分毎に
測定した（図 1 ）。
低酸素環境に曝露されることにより深部体温の低下が
両群ともに観察されるが、低温環境下では顕著な体温低
下が見られ、長時間の曝露による低下傾向に個体による
違いが観察された。今後、熱産生反応や放熱反応、血液
性状などの生体反応の変化を含め、サンプル数を増やし
低酸素、低温環境曝露による影響を明らかとしていく。
また、脱水動物モデル作成のため24時間、48時間絶水
した時の血液性状、血漿浸透圧の測定を行った（図 2 ）。
ヘマトクリット値、血漿浸透圧の変化から48時間の絶水
が脱水モデルとしての条件であることが確認できた（図
2 ）。今後、低酸素環境下における寒冷に対する反応と
脱水状態の関連を明らかとする予定である。
図 1 　腹腔内テレメトリー センサーによる自由行動下でのラッ
ト深部体温と行動量の変化（n= 3 ）
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図 2 　24時間、48時間の絶水による血液性状の変化
（n=4,Scheffeの多重比較＊：P<0.0５）
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基盤研究 8  
富士北麓地域における災害履歴とその住民の対応～近
世文書・聞き取り調査のデータベース化
担当者
環境共生研究部：小笠原　輝
富士河口湖町役場：杉本悠樹
富士吉田市立ふじさんミュージアム：篠原　武
研究期間　
平成27年度〜平成29年度
研究目的
2011年 3 月に起こった東日本大震災以降、災害とその
記録や人間の記憶について改めて見直されることになっ
ており、その発生直後の 7 月に我が国では「東日本大震
災からの復興の基本方針」を定め、そのなかでは、災害
の記録と伝承の重要性が指摘されている。また、2016年
に策定された『「復興・創生期間」における東日本大震
災からの復興の基本方針』には、「国立国会図書館東日
本大震災アーカイブ（ひなぎく）」との連携、県及び市
町村等による震災・復興記録の収集・整理・保存の支援
等を通じて、被害や「減災」の考え方等を含めた多様な
教訓を次の世代に伝えるとともに、今後の防災・減災対
策に活用することや、災害の教訓を踏まえ、自然災害等
の危険に際して自らの命を守り抜くための「主体的に行
動する態度」や、支援者となる視点から「安全で安心な
社会づくりに貢献する意識」を高める防災教育のさらな
る充実を盛り込んでいる。
富士山麓地域では、春先などに融雪が原因の全層雪崩
を伴った土石流「雪代」が発生し、人間の居住域にも被
害が及ぶことがある。この雪代災害は、火山の噴火より
も高頻度に住民に被害を与えてきた、富士山が及ぼす災
害である。
本研究では、現代からさかのぼるかたちで昭和期の災
害記録について聞き取り調査を行う。また、明治大正期
〜江戸期までの災害の実態、記録、文書を読み解き、さ
らにデータベース化することを目指し、この地域の災害
履歴を明らかにすることを目的とする。雪代災害への市
民への啓発を行い、その結果として減災に結びつけてい
くための基礎的資料となりうる。
研究方法および成果
山梨県富士吉田市において、人間の居住域に到達した
雪代の災害記録は、最も古いもので『勝山記』に1545年
に雪代が集落まで到達し被害を与えたことが記されてい
る。近年では1961（昭和36）年 4 月、1977（昭和52）年
3 月に雪代が発生し、市街地の築堤、橋梁、道路、建物
等に被害を及ぼしている（表 1 ）。その間、およそ10〜
50年に一度の間隔で市街地にも被害を及ぼす雪代が発生
している。
（ １）昭和期の雪代災害に対する聞き取り調査
　最後に市街地において雪代災害が起こったのは1977年
であり、40年経過していること、昭和期に起こった雪代
災害は過去のものからみてそれほど大規模なものではな
く、限定的な地域に起こっていることから市民の記憶か
らも消去されつつある。そこで、被害が生じた地域の住
民を中心に、雪代災害時の社会情勢、災害の場所や状況、
音や匂いなど五感に感じる記憶について聞き取りを行っ
た。こうした災害と人間との対応の詳細は身近な災害史
を知り、その災害についてよく考え備え減災を図る上で
有用な情報となりうる。
　これまで、1961年の雪代災害で被害を受けた下吉田地
区において聞き取り調査を行い、情報を収集した。その
結果、当時は行政からは雪代に対しての注意喚起がな
かったこと、雪代被害が発生する直前の夜には川を岩が
流れていく轟音を聞いたこと、土石の流入の程度、土石
の流入原因、土石のにおい、子供達の対応や当時の築堤、
などの情報を得た。今後はこれらの聞き取り調査をさら
に進展させる。1977年の雪代についての聞き取り調査で
は、築堤の損壊などの被害を及ぼした地域には、その当
時住宅がほとんどなかったことなどから、災害の記憶を
もっている話者に出会うことはできなかった。
（ 2）雪代災害の記録探索と古文書の精読
　主に大正期以前の雪代災害の実態を把握するために過
去の文献や古文書等の文献を調査した。そのうち、明治
期から昭和にかけての雪代災害について、山梨県立図書
館などに所蔵される新聞記事の検索・解読を行なった。
その結果、これまでに報告されていなかった雪代に関す
る新聞記事を得ることができ（表 1 ）、被害地とその状
況などの分析を行っている。また、富士吉田市などがこ
れまで行ってきた伝説や昔話の聞き取りをまとめた冊子
などから雪代に関するものを検索して、その情報と地図
と照らし合わせるなどの作業を行なっている。
　今後は、1961年の雪代災害の写真の場所の特定を行う
ことや、近世までの古文書の検索・収集、明治期以後の
行政文書の検索を行い、それぞれの雪代災害のより詳細
な分析を行うとともに、データベース化や住民に提示で
きる方法の検討を行っていく予定である。
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表 1 　市街地まで被害がおよんだ雪代の発生年表（明治以降）
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基盤研究 9  
富士山周辺の観光資源に対するステークホルダーの価
値評価に基づく保護と利用のための体制整備の提示
担当者
環境共生研究部：菊池佐智子・遠藤淳子・半田陽子
環境教育・交流部：本郷哲郎
研究協力者
岩手大学農学部：山本清龍
研究期間　
平成27年度〜平成29年度
研究目的
富士山北麓地域に点在する構成資産・要素の保存や活
用、周辺環境の保全に対する意識・取り組みを将来に継
承するためには、それらに関わる人間（ステークホル
ダー）と富士山との持続可能で良好な関係構築を目的と
した各種戦略・方法が必要である。
研究方法および成果
基礎研究（地域特性を考慮した自然公園の空間的利用
区分に関する研究）において、2013年に実施したアンケー
ト調査のデータを以下に示す視点で分析し、来訪者特性
の把握を試みた。
（ １）富士登山や五合目観光に訪れた来訪者の特性把握
調査は、2013年 8 月 8 日から11日の 4 日間実施し、富
士登山や五合目観光を目的とした登山者や観光客（以下、
来訪者）を対象に、調査票を直接配布、回答させ、その
場で回収する方法を採用した。調査項目は、「属性」、「旅
行前の準備と行程」、「世界遺産」、「旅行中の配慮」、「今
回の旅行で重視したこと」、「価値をまもる仕組み」、「自
然と文化」、「旅行の感想・満足」の 8 つの大設問からな
るA 4 版 3 ページの調査票を使用した。
調査票は、 4 日間で484名（ 8 日104名、 9 日135名、
10日130名、11日115名）から回収できた。これらのデー
タから、基本属性の「年齢」、「性別」、「住所」、「訪問回
数」が未記入であったデータを外した445名（ 8 日94名、
9 日122名、10日122名、11日107名）を有効回答として、
分析に使用した。
ここでは、紙幅の関係から、分析結果をすべて紹介す
ることは難しいため、主要な結果をまとめて報告する。
・ 富士山五合目の来訪者は、観光近郊に居住する20代の
若年者で、旅行先を「行き先（地名）」から決定した
短期宿泊型の旅行者が多かった（図 1 、図 2 参照）。
・ 彼らは、富士山の世界文化遺産登録を知っていたが、
それは、今回の旅行の来訪理由ではなかった（表 1 参照）。
・ 富士山の世界文化遺産登録は知っていて、その文化と
自然には非常に関係があると理解しているものの、そ
れら文化や自然に対する興味関心の程度、解説ツアー
への参加意向は低いことが示された。
（ 2）青木ヶ原樹海利用者の満足度
青木ヶ原樹海の利用者の属性、行動を把握するため、
散策やトレッキングの利用ルートの途中に 4 つの調査地
点（西湖野鳥の森公園、竜宮洞穴の入口脇ベンチ、富岳
風穴から200m程度離れた地点、大室山付近の車輌進入
防止ゲート付近）を設定した（図 3 参照）。この 4 地点
において、利用者が集中する夏期の連続する 4 日間（2013
年 8 月 8 日〜11日）に面接方式のアンケート調査を実施
した。被験者は、青木ヶ原樹海を訪れた18歳以上の日本
人（以下、利用者）とし、調査票には年齢や性別等の属
性のほか、富士山と青木ヶ原樹海に対する認識、富士山
北麓での行動特性、自然環境に対する評価、今回の旅行
における満足度等を尋ねた。
回収した調査票のうち、調査地点および配布日時が不
明なもの、年齢、性別、居住地、青木ヶ原樹海訪問回数
が未記入のデータを除外した638名を有効回答として、
分析に使用した。
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2
2
7
14
71
110
238
0 50 100 150 200 250
7泊8日
不明
4泊5日
3泊4日
2泊3日
日帰り
1泊2日
（回答数）
図 2 　旅行全体の日数（N=444）
表 1 　富士山の世界文化遺産登録認知と来訪理由
世界文化遺産への登録
知っていた 知らなかった 計
富
士
山
五
合
目
を
訪
れ
た
理
由
契機になって
いる
132
（29.7）
2
（0.4）
134
（30.1）
関係ない 304（68.3）
0
（0.0）
304
（68.3）
計 436（98.0）
2
（0.4）
438
（98.4）
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ここでは、紙幅の関係から、分析結果を全て紹介する
ことは難しいため、総合満足度、混雑不快感と関係のあ
る利用者属性、富士山と青木ヶ原樹海に対する認識の結
果を紹介する。
利用者属性を説明変数、総合満足度もしくは混雑不快
感を目的変数とした重回帰分析（減少法）を行ったとこ
ろ、総合満足度を目的とした重回帰分析では、「性別」
の標準化偏回帰係数が0.17（P=6.63×10- 4 ＜0.01）を示し、
男性は女性よりも総合満足度を高く評価していることが
明らかになった（表 2 参照）。混雑不快感を目的変数と
した重回帰分析では、「日付」の標準化偏回帰係数が0.20
（P=8.03×10- 4 ＜0.01）を示し、平日（木・金）よりも
週末（土・日）の混雑不快感が高く評価されたことが示
唆された（表 3 参照）。
「富士山の世界文化遺産登録の認知」、「青木ヶ原樹海
を訪れた理由」、「富士山の文化と自然の関係」を説明変
数、総合満足度もしくは混雑不快感を目的変数とした重
回帰分析（減少法）を行ったところ、総合満足度を目的
変数とした重回帰分析では、「富士山の文化と自然の関
係」と「青木ヶ原樹海を訪れた理由」の標準化偏回帰係
数がそれぞれ0.61（P=1.15×10- 3 ＜0.01）、0.01（P=0.02
＜0.05）を示し、富士山の世界文化遺産登録が青木ヶ原
樹海を訪れた理由になっている利用者、「富士山の文化
と自然の関係」を理解していている利用者は、総合満足
度が高いことが示された（表 4 参照）。混雑不快感を目
的変数とした重回帰分析では、「富士山の文化と自然の
関係」の標準化偏回帰係数が0.00（P=0.04＜0.05）を示し、
「富士山の文化と自然の関係」を理解している利用者は、
混雑を不快と感じていないことが明らかとなった（表 5
参照）。
図 3 　調査票を配布した調査地点 4 箇所の位置図
表 2 　利用者属性と総合満足度の重回帰分析
R 修正R R 2 修正R 2 ﾀﾞｰﾋﾞﾝ・ﾜﾄｿﾝ比 AIC
0.22 0.20 0.05 0.04 1.60 216
要因 平方和 自由度 平均平方 F値／P値
回帰変動 32.38 3 10.78 6.24／3.83×10- 4
誤差変動 663.69 384 1.73
全体平均 696.03 387
表 3 　利用者属性と混雑不快感の重回帰分析
R 修正R R 2 修正R 2 ﾀﾞｰﾋﾞﾝ・ﾜﾄｿﾝ比 AIC
0.19 0.18 0.04 0.03 1.70 859
要因 平方和 自由度 平均平方 F値／P値
回帰変動 133.12 2 66.56 7.32／7.55×10- 4
誤差変動 3,499 384 9.09
全体平均 3,632 387
表 4 　富士山と青木ヶ原樹海に対する認識と総合満足
度の重回帰分析
R 修正R R 2 修正R 2 ﾀﾞｰﾋﾞﾝ・ﾜﾄｿﾝ比 AIC
0.20 0.19 0.04 0.04 1.56 217
要因 平方和 自由度 平均平方 F値／P値
回帰変動 28.38 2 14.19 8.19／3.28×10- 4
誤差変動 670.45 387 1.73
全体平均 698.83 389
表 ５ 　富士山と青木ヶ原樹海に対する認識と混雑不快
感の重回帰分析
R 修正R R 2 修正R 2 ﾀﾞｰﾋﾞﾝ・ﾜﾄｿﾝ比 AIC
0.11 0.09 0.01 0.01 1.68 870
要因 平方和 自由度 平均平方 F値／P値
回帰変動 40.99 1 40.99 4.42／0.04
誤差変動 3,595 388 9.27
全体平均 3,636 389
引用文献
菊池佐智子・山本清龍・本郷哲郎（2016）：世界遺産
登録直後の富士山五合目の意識調査─地域資源の活用に
向けた現状把握─，都市計画報告集，No.15，40-45．
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基盤研究10 
山梨のジオ情報を利活用した地域環境特性に関する研
究－暮らしやすい安全安心なまちづくりのために－
担当者
火山防災研究部：内山　高・吉本充宏・山本真也・
　　　　　　　　常松佳恵・馬場　章・笠井明穂・
　　　　　　　　野澤すみれ・蓮尾麻由子・渡邊　学
研究協力者
山梨大学：後藤　聡
大阪市立大学：三田村宗樹
都留文科大学：内山美恵子
福島大学：柴崎直明
研究期間　
平成25年度〜平成28年度
研究目的
東北地方太平洋沖地震では甚大な津波被害の他に、多
大な地質・地盤災害がもたらされた（図 1 ）。これを受
けて内閣府では南海トラフ沿いでの連動型巨大地震を想
定し、被害想定が見直された。山梨県でも、国の被害想
定地震の見直しにより、この南海トラフ巨大地震等によ
る被害想定を見直し、くわえて富士山噴火が想起される
ことから、これらの災害を減じる方策が立てられている。
県民の安全・安心な暮らしや県土の適正な利用に資す
ることを目的に、ジオ情報（地質地盤情報）のデータベー
スを構築し、これを利用して、山梨県下各地域の地域環
境特性について解析した。
研究方法
本研究は目的を達するために次の目標を設けて行っ
た。
（ １）ジオ情報の収集とデータベース化
・各種ジオ情報データの収集とデータベース化
データベース化に当たって使用したシステムは、国立
研究開発法人防災科学技術研究所と産業技術総合研究所
により、科学技術振興費重要課題解決型研究「統合化地
下構造データベースの構築」の一環として開発、公開さ
れたシステム（下記ソフトウェア）を使用した。
〇防災科学技術研究所関係ソフトウェア
　　ボーリング柱状図表示システム
　　ボーリングデータ品質確認システム
〇産業技術総合研究所関係ソフトウェア
　　ボーリング柱状図入力システム
　　ボーリング柱状図土質名変更システム
　　ボーリングデータバージョン・変換システム
　　ボーリング柱状図解析システム
・収集ジオ情報
ジオ情報の収集に関しては、地盤工学関係は山梨県建
築士会編集委員会・同青年部会編（1992）「山梨の地盤
調査図Ⅲ」を用いた。および新・関東の地盤（地盤工学
会関東支部編（2015）から編集した。地下水関係は、山
梨県（2011、2012）と富士北麓市町村による水井戸工事
報告書を用いた。
（ 2）地域環境特性の解析
地域環境特性の解析について、上記の情報および自然環
境に関する情報の収集と、災害履歴および水文研究調査
から解析、分析を行った。
（ ３）山梨地域環境特性の情報の評価と公開
目標 1 と 2 を総合して、地域環境特性の評価方法と表現
手法の検討し、情報の開示、公開を行う予定である。
研究成果
ここではこの 3 年間の研究成果の概略について述べ
る。
（ １）ジオ情報のデータベース化
山梨県の公的機関等で実施した地盤ボーリングに地下
水、学術ボーリングの資料を加え、おおよそ3,200本の
図 1 　歴史地震による甲府盆地の液状化痕（右図）
　　　青色部分が噴砂痕
図 2 　ボ リーング柱状図入力システム
　　　デ ター入力画面の 1 例
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データを収集した（図 3 ）。
なお、ボーリング柱状図等のジオデータの収集につい
ては、山梨県地質調査事業協同組合にご協力いただいた。
（ 2）ジオ情報から見た地域環境特性の解析
データベース化されたジオ情報や既存のデータを基
に、甲府盆地の微地形と地盤構成について、検討した。
このうち甲府盆地における微地形区分について解析し
た結果を図 4 に示す。図 5 に甲府盆地南部の代表的な表
層地盤の地質断面図を示す。これらのうち図 4 の青色部
は低湿地帯で、図 5 （青色部）は地盤耐力の低い軟弱な
地盤地帯で、甲府盆地北部中央および南東部笛吹川沿い
に分布していることが判明した。
図 3 　データベース化した山梨県下の地盤等ボ リー
ングの位置図
図 4 　甲府盆地の微地形区分
　　　甲府盆地流域圏情報の収集
　　　国土地理院 1 /2５,000図甲府（明治M44年発行以
下同）、甲府北部（M43）、石和（M44）、塩山（M44）、
河口湖西部（M44）、韮崎（M44）、小笠原（M43）、
鰍沢（M43）、市川大門（M44）を用いた。
図 ５ 　甲府盆地南部代表的な表層地盤断面図
　　　後藤ほか（201５）より
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基盤研究11 
特定有機化合物放射性炭素年代測定法の富士山噴火史
への応用
担当者
火山防災研究部：山本真也・内山　高・吉本充宏・
　　　　　　　　常松佳恵・馬場　章
東京大学大気海洋研究所：横山祐典・宮入陽介・
　　　　　　　　　　　　　山根雅子
海洋開発研究機構：大河内直彦・菅　寿美
研究期間　
平成28年度〜平成30年度
研究目的
火山の噴火履歴の解明は、中長期的な噴火予測や実効性
の高い火山災害対策を策定する上で欠かせない。噴火年
代の推定には放射性炭素（14Ｃ）年代測定がしばしば用
いられるが、火山噴出物直下に炭質物が産出しない場合
も多い。そこで本研究では、富士山周辺の土壌・湖沼堆
積物中の有機化合物（例えば陸上植物に由来する高分子
の炭化水素や脂肪酸、アルコール）を対象に14Ｃ年代測
定を行い、同手法を富士山噴火史の解明に応用する上で
必要な基礎的情報を得ることを目的とする。
研究方法および成果
（ １）富士山の火山噴出物直下の堆積物中に含まれる有
機化合物組成及びその含有量の把握　
今年度の研究では、富士山北麓の火山噴出物直下の火
山灰土壌や湖底堆積物を採取し、試料中に含まれる有機
化合物の特徴やその含有量を調べた。その結果、いずれ
の試料からもＣ24-Ｃ30脂肪酸が主要な化合物として検出
された（図 1 ）。これらは陸上植物由来の有機化合物で
ある。また、富士五湖の堆積物からは植物プランクトン
由来の短鎖脂肪酸やフィトールも検出された。これら化
合物の堆積物 1 g当たりの含有量は、土壌で0.5ngCから
1 ngC、湖底堆積物で 1 ngCから 6 ngCであり、年代測
定を行うためには、土壌試料で約100g、湖底堆積物で
約20gが必要であると推定された。
（ 2）有機化合物の起源や堆積過程が１４C年代に与える
影響の検討
今年度の研究では、有機化合物の起源や堆積過程が
14Ｃ年代に与える影響を調べるため、グラブ採泥器を用
いて河口湖の湖底表層堆積物（表層約10cm）を採取し、
脂肪酸の14Ｃ年代測定を行なった。脂肪酸の単離・精製
に は、 海 洋 開 発 研 究 機 構 のHPLCシ ス テ ム を 用 い、
HPLCで分離できなかったＣ28脂肪酸についてはさらに
尿素アダクト法を用いて精製を行なった（図 2 ）。単離
した化合物（Ｃ16、Ｃ24、Ｃ26、Ｃ28、Ｃ30脂肪酸）は、東
京大学大気海洋研究所の加速器質量分析装置にて年代測
定を行ない、このうちC28脂肪酸について年代値が得ら
れた。得られたＣ28脂肪酸の年代値は、292±43yrBPで
あり、同一試料の全有機炭素の14Ｃ年代（712±25yrBP）
に比べ約400年若い年代値が得られた。このことは、化
合物レベルの測定により実際の堆積年代により近い年代
が得られる可能性を示している。一方、Pb,Cs年代測定
か ら 推 定 さ れ る 試 料 採 取 地 点 近 傍 で の 堆 積 速 度
（0.32cm/yr；山本ほか、未公表データ）を考慮すると、
測定試料は現世の堆積物であり、今後、得られた年代値
が実際の堆積年代より古い年代を示す要因を特定し、よ
り実際の堆積年代に近い年代を示す化合物の探索を進め
る必要がある。
図 1 　富士山周辺の堆積物中に含まれる脂肪酸の分析結果
図 2 　HPLCを使った有機化合物（脂肪酸）の単離・精製
結果
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基盤研究12 
富士山の古地磁気を用いた溶岩噴出年代の決定
担当者
火山防災研究部：馬場　章・吉本充宏・内山　高・
　　　　　　　　山本真也・常松佳恵・笠井明穂・
　　　　　　　　野澤すみれ
研究協力者
日本大学：金丸龍夫
東京大学地震研究所：金子隆之・安田敦
研究期間　
平成27年度〜平成29年度
研究目的
富士山の将来の噴火による災害を軽減するには、過去
にいつ、どこで、どのような噴火が起こったかを明らか
にすることが重要である。富士山では、近年噴火履歴の
研究が進み、溶岩の分布域や火山噴出物の層序、放射性
炭素年代法（C14法）や古文書による年代値などがまと
められている。一方で、いまだ噴出年代が明らかになっ
ていない噴出物も多く、過去2200年間でも42回の噴火の
うち13回の噴出年代が明らかになっていない。
本研究では、年代が確定していない噴出物の噴出年代
を決定するため、新たに古地磁気を応用した方法を導入
し、次に挙げる研究項目を実施する。
（ 1 ） 年代既知の溶岩が保持している岩石磁気方位を測
定し、富士山周辺域の古地磁気方位のデータベー
スを作成する。
（ 2 ） 既存の地球磁場の変遷データベースと照合し、年
代未詳の溶岩の噴出年代を明らかにする。
研究方法および成果
本年度は研究項目（ 1 ）（ 2 ）を検証するため、富士
山周辺の溶岩32層84地点において655試料を定方位サン
プリングした。得られた試料から古地磁気方位の測定を
おこなうため試片に整形し、478試片の測定をおこなっ
た。また、測定精度を検証するため、日本大学へ30試片
の古地磁気方位の測定を委託した。
（ １）古地磁気方位
古地磁気方位測定は、スピナー磁力計（ASPIN）・交
流消磁装置（DEM-95C）を用いて段階交流消磁実験を
おこなった。段階交流消磁実験は、試片ごとに 0 〜
120mTまでの 6 〜14ステップをおこなった。地点ごと
に測定値（N= 6 〜18）を平均化すると精密度係数（k）
200以上、信頼限界（α95）3.00以下の信頼性を満たし
ている。火山地質図第 2 版（高田ほか，2016）で推定さ
れた溶岩の年代値に基づき地点ごとに測定値を座標で示
すと、年代ごとの古地磁気方位は近似しており、連続的
な地磁気変化が認められる（図 1 ）。
（ 2）岩石の化学組成
富士山山麓域の地質調査から採取した240試料の全岩
化学組成分析をおこなった。測定方法は外西ほか（2015）
に記述されている 5 ： 1 ガラスビード法に基づき、東京
大学地震研究所のZSXPrimusⅡ蛍光X線分析装置を用い
て分析した。分析結果は、K2O,TiO2量が伊豆大島など
近隣の火山に比べ高く、これまでに報告されている分析
値（藤井，2007）と同様の傾向を示す（図 2 ）。
（ ３）今後の課題
研究項目（ 1 ）の基礎データは蓄積されてきたが、先
行研究の推定年代と異なる結果も得られている。溶岩の
噴出年代を詳細に明らかにするためには、先行研究によ
る層序、C14法や古文書による年代値に古地磁気方位、
岩石学的特徴を加味した検証がさらに必要である。
図 1 　地点ごとの古地磁気方位
　　　色：西暦（高田ほか（2016）による推定値）、点：古
地磁気方位の平均値、大小の円：古地磁気方位の
信頼限界（α9５）
図 2 　伊豆弧の火山岩のSiO2－K2O図（藤井，2007）
　　　 ＋：本研究による富士火山、○：富士火山、斜線
入り□：伊豆大島、●：東伊豆単成火山群、▲：
八丈島東山
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2 － 1 － 3 　特別研究
特別研究 1 （重点化研究） 
富士山周辺における侵略的外来植物の広域分布推定に
関する研究
担当者
自然環境研究部：安田泰輔
研究協力者
信州大学：渡邉　修
JIRCAS：川村健介
研究期間　
平成27年度〜平成29年度
研究目的
富士山周辺及び山梨県内において、侵略的な外来植物
の侵入が確認されている。これらの外来植物は短期間で
大繁茂することがあり、在来植物との競合や駆逐による
生態系の改変や農林水産業への被害も指摘されている。
侵略的外来植物に対する防除計画立案と実施のために
は河川や農耕地、道路といった土地利用に外来植物の分
布情報を組み合わせたGIS（地理情報システム）が有効
である。これは現状を把握しつつ、生育地特性の解明や
将来的な侵入予測の基礎となる。また実際の駆除活動に
おける駐車場や動線の確保など活動の支援ツールとして
も有用である。
本研究は侵略的外来植物の全県的な分布状況を明らか
にし、駆除活動を支援することを目的として、1.広域的
な分布調査方法の開発と検討、2.分布調査の結果に基づ
く侵入予測（潜在的な分布域の推定）を行っている。対
象種は侵略的外来植物の中でも富士山周辺に多いアレチ
ウリ（Sicyos angulatus　特定外来生物）、オオキンケイ
ギク（Coreopsis lanceolata　特定外来生物）、オオハン
ゴンソウ（Rudbeckia laciniata　特定外来生物）、オオ
ブタクサ（Ambrosia trifida）を選定した。
昨年度は広域的な分布状況を調査する手法として、
オーディオマッピング法の有効性を検討した。その結果、
アレチウリやオオキンケイギク、オオブタクサが県内に
広く分布している現状が明らかとなった。
本年度はアレチウリを対象として、追加調査を実施し、
より広域的な分布状況を把握するとともに、侵入予測に
関する予備的解析を実施した。
研究方法および成果
調査方法
平成27年度に引き続き、広域的な分布調査を実施した。
調査は前年に検討したオーディオマッピング法を用い
た。これはアクションカメラ（動画撮影用）とGPSを車
載し、走行中に発見されたアレチウリを音声にて記録す
る方法である。野外調査終了後に音声の記録時刻とGPS
時刻を照合し、分布位置を特定した。2016年は 6 月から
10月にかけて、計 9 日間野外調査を実施した。2015年と
2016年の両データを用いて、アレチウリの全県的な分布
図を作成した。また、県全域を500m×500mのメッシュ
に分割し、メッシュ単位でアレチウリの出現の有無と生
育地特性との関連性を解析した。
（ １）アレチウリの分布状況
野外調査の結果、アレチウリは全県的に広く分布して
いることが明らかとなった（図 1 ）。これまで県内にお
けるアレチウリの分布は一部で記録されているだけであ
り、甲州市の重川や富士河口湖町の河口湖周辺などで
あった。昨年からの調査により、県内におけるアレチウ
リの発見地点数（のべ）は2015年は247地点、2016年は
440地点であり、当初の予想を上回る侵入が確認された。
市街地の河川及びその周辺での侵入が顕著であり、笛
吹川沿いや金川（笛吹市）では大規模な繁茂が見られる
場所もあった。アレチウリは大量の種子を生産し、土壌
中で数年に渡って休眠状態で生き続けることが知られて
いる。そのため、一度繁茂した場合には土壌中に大量の
種子が蓄積されている可能性があり、繁茂抑制のために
は長期的な取り組みが求められる。
また、市街地から離れた山間部でも発見され、八ヶ岳
山麓や甲府市の荒川ダム内などでも生育が見られた。
図 1 　山梨県のアレチウリ分布図
（出典　国土地理院基盤地図情報及び国土数値情報）
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どのようにしてこれらの地域に侵入したのか？、その
侵入ルートや原因はわかっていない。しかし、山間部で
も侵入し得るため、現在比較的アレチウリの侵入が少な
い地域では定期的なモニタリングを行い、侵入の抑制を
図ることが望ましい。
（ 2）侵入予測に関する予備的解析
分布状況の把握に加えて、侵入し得る地域を推定する
ことは外来植物の侵入抑制において重要な情報となる。
これまで得られたアレチウリの発見地点の情報に基づ
き、RandomForests（RF）法を用いて、アレチウリの
出現確率を推定した。
この解析には在＝生育しているメッシュ（在メッシュ）
と不在＝生育していないメッシュ（不在メッシュ）の両
方のデータが必要であるが、生育していないメッシュは
不明であることから、調査メッシュで発見されなかった
メッシュを不在として扱った。分布を規定する環境条件
としてメッシュごとの最大標高、年降水量、森林割合、
河川長を説明変数として用いた。
推定に関して、ランダムに在メッシュと不在メッシュ
それぞれ100メッシュを選択し、RF法による出現確率の
推定を行った。これを1000回繰返し、メッシュごとの平
均値を求め、アレチウリの出現確率マップとした（図 2 ）。
その結果、河川周辺で出現確率が高いと推定され、森
林割合が多い山間部は出現確率が低いと推定された。 
これは野外調査における観察結果及び分布調査の結果と
一致する傾向だった。また、平均的な正答率は82.5％と
比較的高い正答率だった。
出現確率の分布状況をみると、河川に沿って出現確率
の高い状態が続いていることがわかる。たとえば、釜無
川や笛吹川、富士川、大月市を流れる笹子川など、これ
ら河川沿いは出現確率が高く、連続している。このこと
はアレチウリが生育しやすい環境が連続的にあり、今後
アレチウリの分布が拡大しやすい地域と考えられる。
今回得られた結果は500ｍメッシュでの解析結果であ
り、より詳細な土地利用状況は含まれていない。そのた
め、予備的な解析に留まっている。アレチウリの生育条
件をより精査し、信頼性の高い出現確率の推定を行う予
定である。
（ ３）まとめ
全県的な調査から、すでに多くの場所でアレチウリが
侵入している実態が明らかとなった。また予備的な解析
ではあるものの、多くの場所で高い侵入可能性が示唆さ
れた。このことは、将来的に様々な場所でアレチウリの
侵入と繁茂が起こりうることを示唆する。
アレチウリが大繁茂すると、たとえ小面積であっても
駆除に多大な労力を必要とする。そのため、侵入初期段
階からの駆除（たとえば、抜き取りや刈取り）が望まし
い。また、いつでも侵入する可能性があることから、定
期的な監視やモニタリングが重要である。
アレチウリは農業被害だけでなく、たとえばスズメバ
チが訪花することや種皮にトゲがあり、皮膚に刺さると
いった人間生活への影響も懸念される。そのため、これ
ら対策を講じ、各地域で繁茂を抑制することが望ましい
と考えられる。
図 2 　アレチウリの出現確率マップ
（出典　国土地理院基盤地図情報及び国土数値情報）
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特別研究 2  
富士五湖（特に河口湖）の水質浄化に関する研究II 
–ヘドロの堆積状況の面的把握
担当者
火山防災研究部：山本真也・内山　高
金沢大学：長尾誠也・宮田佳樹・落合伸也
研究協力者
QuakeRecNankai Team：Marc De Batist, Evelien 
Boes, Helmut Brückner, 藤原治, Ed Garrett, Vanessa 
M.A.Heyvaert, Aurélia Hubert-Ferrari, Laura Lamair, 
宮入陽介, Koen De Rycker, 宍倉正展, 横山祐典
研究期間
平成28年度〜平成30年度
研究目的
河口湖では、「30〜50年前に比べ環境（水質や底質、
水辺の生態系等）が悪化している。」との地元住民の声
があり、これ以上環境が悪化しないよう対策を講ずる要
望が出ている。先行研究により、湖底の一部へのヘドロ
の堆積と底質の有機炭素量の増加が明らかにされたが、
全湖的なヘドロの分布状況や底質汚濁の要因の特定には
至らなかった。こうした背景から、本研究では河口湖に
おける底質汚濁の現状を面的に把握し、過去35年間の底
質汚濁の変遷とその要因を明らかにすることを目的とす
る。
研究方法および研究成果
（ １）底質の物理的、化学的性状並びにヘドロの分布状
況の把握
今年度の研究では、底質の物理的、化学的性状ならび
にヘドロの分布状況を明らかにするために、エクマン
パージ採泥器を用いて河口湖の底質を22地点で採取し、
環境省（2012）により含水比・強熱減量を測定した。そ
の結果、全体として船津湖盆＞中央（東）湖盆＞西湖盆
の順で含水比、強熱減量の値が高くなる傾向が見られ、
底質への有機物の集積が示唆された。また得られた結果
を、過去の調査結果と比較したところ、堆積物中の有機
物量を示す強熱減量の値は1981年や1993年の調査時に比
べ増加しており、特に西湖盆で上昇幅が大きいことが明
らかとなった。
（ 2）底質の堆積年代の推定とヘドロの堆積速度の解明
①　 210Pb,137Cs年代測定：底質の堆積年代と堆積速度
を明らかにするために、船津湖盆で採取されたグ
ラビティーコア試料（KAW14- 7 A）の210Pb,137Cs
年代測定を金沢大学のGe半導体検出器により行
なった。その結果、表層下 8 - 9 cmの層で137Csの
最大値（137Csの大気放出量は1962-62年がピーク）
が見られ、210Pbによる年代推定値（1966.9年〜
1960.5年）と一致した。また表層では2011年の福
島第一原発事故起源の134Csが確認され、その堆積
速度は0.045g/㎠ /yrと推定された。
②　 過去100年間の底質汚濁指標（強熱減量）の変遷：
近年の底質への有機物の集積の要因を明らかにす
るために、環境省（2012）により前述のコア試料
（KAW14- 7 A）の含水比、強熱減量の測定を行
なった。その結果、強熱減量の値は1880年代から
1950年代前半にかけほとんど変化（15%前後）が
見られなかったが、1955年から80年にかけ増加傾
向が見られ、湖周辺での人為活動の影響が示唆さ
れた（図 2 ）。また、富士河口湖町で下水道の共
用が開始された1986年以降、強熱減量（LOI）の
値は一時的に低下するものの1990年頃から再び増
加傾向にあった（図 2 ）。このことは、1960年代
に富栄養化の要因とされた湖への生活雑排水の流
入以外にも負荷源が存在することを示唆してお
り、今後その要因の特定が必要である。
図 1 　河口湖底質の有機汚濁指標の過去との比較
図 2 　河口湖船津湖盆における過去100年間の底質汚濁指
標の変遷
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特別研究 3 　（総合理工学研究機構研究） 
富士山登山の安全確保に関する研究
担当者
火山防災研究部：吉本充宏・馬場　章・内山　高
自然環境研究部：安田泰輔
環境教育･交流部：奥矢　恵
森林総合研究所：大地純平
研究協力者
防衛大学：　山田浩之准教授
研究期間　
平成28年度〜平成30年度
研究目的
富士山では年間30万人もの登山者が頂上を目指してい
る。これらの登山者には、落石、落雷など自然の脅威が
待ち構えており、富士山では落石や落雷での災害が後を
絶たない。一方、富士山は活火山であるため、噴火発生
時の噴石や火山弾等による災害も想定しなければならな
い。さらに、御嶽山の2014年噴火災害の事例を受けて、
登山者の安全確保を行い、安全な登山を提供することが
求められている。富士山における落石・落雷災害や噴火
災害における登山者の安全確保を行うためには、（ 1 ）
登山道の安全確保、（ 2 ）山小屋の安全確保、（ 3 ）登山
者への情報発信と普及啓発などが課題として挙げられ
る。特に、（ 1 ）では、突発的な噴火の際には、従来の
登山道、下山道以外の避難ルートを使用することも想定
されるため、その避難ルートの安全確保も必要となり、
これらの危険箇所を抽出することが重要である。（ 2 ）
では、新たな避難施設を建設するには時間・費用ともか
かるため、現在の山小屋を一時避難所として活用するこ
とが望まれる。そのため、現在の山小屋の安全を強化す
る必要があり、低コストな強化素材や工法などの探索が
必要である。また（ 3 ）では避難ルートや避難施設の効
率的な情報発信を行い、登山者への周知が求められる。
本研究では、これらの課題に対応するために、上記 3 つ
の研究テーマを設定し、富士山における安全な登山環境
を保つための方法論を検討する。
研究方法
　本研究課題では、上記を目的として、以下の 3 つの研
究調査を行う。
【研究テーマ 1 】登山道の安全確保に関する調査研究
1.1　UAVを使用した危険箇所の抽出
1.2　踏査による登山道沿いの危険箇所の抽出
【研究テーマ 2 】山小屋の安全確保に関する調査
2.1　山小屋の構造に関する調査（耐久構造の調査）
2.2　衝撃実験による強化素材の探索
2.3　素材を組み合わせた低コストな山小屋の建築法
の探索
2.4　 世界遺産としての景観に配慮した山小屋の改修
方法
【研究テーマ 3 】登山者への危険情報の配信と普及啓発
3.1　情報発信の仕組み作り
3.2　人為落石を防ぐための普及啓発
3.3　危険箇所マップの作成　
　
研究成果
（ １）【研究テーマ １】UAVを使用した危険箇所の抽出
方法の確立
登山道の安全確保を目的に、研究期間内に落石等の危
険箇所を抽出するため、UAVによる画像撮影や地上踏
査による浮き石・危険箇所の観測を実施し、撮影画像等
から危険箇所を抽出し、画像解析による浮き石の動向の
解析手法を確立する。
平成28年度はUAVを使用した危険箇所の抽出方法の
確立を実施した。本計画を実施するにあたり、UAVと
高解像度デジタルカメラを導入した（図 1 ）。UAV及び
カメラの主要なスペックは以下の通りである。
●機体：SUAV（アミューズワンセルフ社、大阪）
●ペイロード：約 3 kg
●フライト時間：約25分
●フライト方法：手動、自律飛行可能
●カメラ：Sonyα 7 RII（35mmフルサイズ、有効画
素数4240万画素7952*5304）
●レンズ：E-mount 35mm FULL-FRAME 28mm
今年度は、富士山での運用条件等を検討するため、関
係機関の許可のもと、富士山 5 合目からのテストフライ
トを実施した。フライトは2016年10月19日、午前 9 ：00
から午後 1 ：00までの間に実施した。離着陸地点は標高
図 1 　今年度導入したUAV
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約2300m地点であり、斜面に沿って標高約2650mまで
フライトを行った。富士山は地形の起伏が大きいため、
斜面に沿ったフライトコースを設定しつつ、斜面への激
突を回避するよう高度100mを維持するコースとした（図
2 、赤線）。高度100mを維持した状態で、カメラ（Sony
α 7 RII）とレンズ（28mm）を使用した場合の撮影条
件は以下のようになる。
UAVの高度と移動速度
対地高度：100m
UAV水平移動速度：4.3m/sec
カメラとレンズのパラメータ
センサーサイズ：35.9mm×24.0mm
レンズ焦点距離：28mm
画角：水平65.3255°、垂直46.3972°
解像度（pixel）：7360×4912
撮影範囲と地上解像度
撮影範囲：水平128.2m、垂直85.7m
地上解像度概算：17.4mm×17.4mm
移動幅：38.5m（sidelap70%）
撮影インターバル：3.0sec
この撮影条件下でテストフライトを実施し、撮影後、
PhotoScan Professional（AgiSoft社）にてオルソ画像お
よびDSM画像を作成した。
その結果、地上解像度 1 pixel＝10.2mm×10.2mmとい
う高解像度の画像が得られた。このことは上空100mか
ら10cm程度の物体が十分に認識可能であることを示す
（図 3 ）。また、撮影した画像を合成した結果、標高
2300m付近の森林から標高約2400m付近の森林限界、よ
り高標高域を連続して捉えることができた（図 4 ）。
これらの画像を精査した結果、雪崩の痕跡や植物の生
育状況や枝の生長方向、野生動物の足跡などが記録され
ていた。そのため、危険箇所の推定だけでなく富士山の
生態系の監視にも応用できると考えられる。
また、 2 時期の画像比較から土砂移動などが検出可能
か検討した。2015年 9 月（図 5 ）と2016年10月の合成画
像の比較から土砂移動の検出に成功した（図 6 ）。一方
で富士山は広範囲かつ撮影条件が整う時間が限られてい
るため、撮影調査の効率化や工夫が必要であり、数値地
図を使用して 2 時期の差分を取るためには、同一画像を
一致させるための技術の開発が必要である。今後は富士
山北側斜面でのUAVでの空撮を実施し、地形数値モデ
ルの作成を検討し、数値モデルの比較から土砂移動量の
推定を目指す。
図 2 　テストフライト経路
図 3 　テストフライトで得られた画像
図 4 　テストフライトで得られた画像合成画像
65
（ 2）【研究テーマ 2】山小屋の安全確保に関する調査
平成27年度、県の世界遺産富士山課が「富士山吉田口
山小屋の整備ガイドライン」をまとめた。ここでは、一
時避難の場所として木造の山小屋を活用するために、内
閣府による「活火山における退避壕等の充実に向けた手
引き」に準じたこぶし大（10cm）程度までの噴石を想
定し、短期・中長期に分けて対策が検討されている。本
調査では、短期的な対策として「山小屋の現状の把握」、
中長期的な対策として「屋根等の強化のための手法検討」
を行う。
2.1　山小屋の現状の把握
短期的な対策としてまず考えられるのは、各山小屋建
物の現状の把握である。同一の山小屋内においても、場
所に応じて落石・噴石に対するリスクには高低があると
考えられ、これらを予め把握することで、対策の検討や
避難誘導に役立つと考えられる。
そこで、現在、吉田口登山道で営業を行う16軒の山小
屋に許可を得て内部視察を行った。結果、① 2 階建ての
部分をもつ山小屋　②平屋建てで広範囲に天井等の造作
をもつ山小屋　③平屋建てで一部に天井等の造作をもつ
山小屋　の 3 タイプが見られ、これらが混在している山
小屋も見られた。①・②は屋根に加えて 2 階床あるいは
天井等の造作があることで 2 重構造になっており、 1 階
や天井等の造作の下はリスクが低く、さらにその下に 2
段ベッドがある場合、 2 段ベッドの下段は最もリスクが
低いと言える。③は大半が屋根のみの 1 重構造であるが、
視察によって 2 段ベッドを備えていることが確認でき
た。 2 段ベッドも含めれば、各山小屋には、複層の防御
が可能なスペースがあった。
しかし、こうしたスペースに対して、外壁や窓ガラス
が直接面している場合はリスクが高まる。内部から壁仕
上げを行う、あるいは飛散防止フィルムを張る等の対策
を講じることでリスクを低減することは可能だが、窓ガ
ラスに面している場合はよりリスクが高まるとの認識が
必要である。並行して、ヘルメットやゴーグル等の避難
グッズをリスクの低いスペースに保管する等の対策も考
えられる。
2.2　 屋根等の強化のための手法検討：衝撃実験による
スギ板の強度試験
山小屋の屋根構造の落石や噴石などの岩石の衝突に対
する強度を明らかにするために、富士山の山小屋で使用
されている杉の野地板を用いた屋根構造に噴石を模した
飛翔体を衝突させる実験を実施した。衝突実験は、防衛
大学校所有の圧縮空気によって飛翔体を噴射させる高速
投射型衝撃破壊試験装置を使用した（図 7 ）。
本実験では、飛翔体に火山岩の標準的な密度に近い値
を持つビトリファイド砥石（2421㎏ /m³）を用いた。想
定する噴石の大きさがこぶし大であることから直径
90mm、質量2.66kgの飛翔体を使用した（図 8 ）。飛翔
体の速度は10m/s 〜100m/sの範囲で行った。屋根構造
に関しては、2.1の調査によって富士山の山小屋で標準
的な仕様とされているものを参考に作成した。杉板の厚
さ15mm、幅150mmのものを45mm×90mmの垂木で固
定し、600mm四方とした。屋根構造と同様にするため、
表面には防水シート（厚さ約 1 mm）、ガルバリウム鋼
板（厚さ約0.4mm）を貼り、N50の釘で固定した（図 9 ）。
衝突実験における速度、衝突エネルギー、貫通の有無
の結果をまとめたものを表 1 に示す。この際、貫通しな
かったものを○、貫通したものを×と定義する。No.3で
は、貫通することなく、No.4では、貫通した飛翔体は試
験体のすぐ後ろに落下していたことから、衝突エネル
ギー1200〜1500J付近が貫通と不貫通の境界となること
がわかった（図10）。この結果から、厚さ15mmの杉板
を使用した屋根の場合、こぶし大ぐらいの岩石が時速
100kmで衝突しても貫通しない結果が得られた。
図 ５ 　201５年度調査で撮影した画像の合成画像
図 6 　同一地位点での 2 時期画像の比較
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図 7 　防衛大学所有の高速投射型衝撃破壊試験装置。圧
縮空気によって飛翔体を噴射させる。
図10　実験後の試験体の様子
表 1 　衝突実験の結果
図 9 　実験に使用した杉板を使用した試験体
図 8 　実験に使用した飛翔体
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特別研究 4 　（総合理工学研究機構研究） 
雪崩発生条件の解明と観測機器の開発
担当者
火山防災研究部：吉本充宏・常松佳恵・内山　高
工業技術センター：布施嘉裕・宮本博永・中込広幸・
　　　　　　　　　保坂秀彦
研究協力者
名古屋大学：西村浩一
（株）フィールドプロ
研究期間　
平成27年度〜平成29年度
研究目的
山梨県では2014年 2 月の大雪の際に、多くの地点で雪
崩が発生し、道路や建物などに大きな被害を及ぼした。
雪崩の発生メカニズムは、気象観測や雪層の直接観察に
よりどのような条件で雪崩が発生しやすいかということ
は明らかになりつつある。一方で、どのような気象条件
で発生するかなど、まだ解明できていない点も多く認め
られる。さらに、雪崩の予兆に関する研究についても、
クラックの成長以外の点については、まだよく知られて
いない。そこで本研究課題では、雪崩の発生のメカニズ
ムの解明とその観測を手助けするための計器の開発を目
的とする。
研究方法
本研究では、雪崩発生条件の解明と観測機器の開発を
目的として、以下の 5 項目を実施する。
1 ．県内の雪崩発生状況の把握と地理的要因の検討
1.1　県内の雪崩発生状況の把握
1.2　斜面角度の解析
1.3　危険地域におけるハザードマップの作成
2 ．雪崩発生メカニズムの研究
2.1　雪崩発生条件の観測
2.2　雪層の安定度に関する研究
3 ．雪崩の予兆現象の検出に関する研究
3.1　雪の安定性に関する研究
3.2　予兆現象の観測
4 ．雪崩発生のメカニズムを理解するための機器の作成
　4.1計測機器の選定と観測装置の作成
　4.2無線によるデータ転送システムの確立
5 ．計測器を応用した雪崩発生の検知手法の開発
5.1  計測器を応用した雪崩発生の検知手法の開発
5.2  実地テスト
今年度は、特に研究項目 4 について重点的に実施した。
研究成果
（ １）【研究項目 １】
H26年度に実施した被害調査の結果を基に雪崩ハザー
ドマップの作成方法の検討を行った。ハザードマップ作
成手法として、PCQ法を取り上げた結果、PCQ法はモ
ンテカルロ法よりも少ない計算回数で確率的な予測図を
作成可能であることが示された。
（ 2）【研究項目 2】
雪崩の発生条件を検出するために富士山四合目におい
て地震計、空振計による観測を実施した。気象観測装置
は2016年 2 月14日の未明に雪崩に被災し全損したため、
観測地点の変更を検討したが、適地が見つからなかった
ため観測を実施しなかった。一方、2016年 2 月14日、 4
月 7 日、 5 月 4 日に発生した雪崩について写真解析や現
地調査によって発生場所の検討を行った（図 1 ）。また、
富士山四合目に設置した地震計および空振計のデータ解
析、および気象条件の解析を行った（図2,3）。解析の結果、
土砂移動特有の振動パターンが得られた。
図 1 　2016年に発生した雪崩の土砂流出地点
図 2 　2016年 2 月14日の雪崩
（c）空振のスペクトル解析結果
（a）観察された波形 （b）地震動のスペクトル解析結果
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（ ３）【研究項目 ３】
雪崩の予兆現象を検討するため過去の雪崩の発生場所
および日時とその気象条件のデータを収集した。
（ ４）【研究項目 ４】
雪崩を検出するための観測装置としてAndroid端末を
使用した投下回収型雪崩検知装置と省電力振動観測装置
の 2 種類の観測装置の開発を行った。
Android端末を使用した投下回収型雪崩検知装置は、
スマートフォンに内蔵されている加速度計を用いて斜面
の動きや振動を検知、Android端末のデバイスマネー
ジャーを使用してGPS・モバイルネットワーク・Wi-Fi
からおおよその位置を特定する設計とした。観測機の試
作機を作成し、特許を出願した（特願2016-109769号）。
スマートフォンは、過酷な環境でも動作するAndroid端
末を使用し、内蔵センサー（ 3 軸加速度、 3 軸ジャイロ
スコープ、 3 軸地磁気）からデータを20ミリ秒ごとに取
得、GPS情報とともにテキストファイルに記録するアプ
リケーションを開発した（図 4 ）。投下時や雪崩に巻き
込まれた際の衝撃に耐えられるよう、観測機器を収納す
る耐衝撃性能を強化したバルーン型の容器を開発した。
また、実験終了後に探索・回収できるようにAndroidの
機能に加えて雪崩ビーコンを活用した仕組みを構築し
た。
一方でAndroid端末は消費電力が多く長期の観測に向
かない。そこで振動観測に特化した省電力振動観測装置
の開発を実施した。本装置も加速度センサーを用いて、
振動や傾きを検知できるものとし、小型の観測機器を基
盤から設計し作成した。本装置では、GPSによる正確な
時刻を保持し、携帯電話による通信によってリアルタイ
ムにデータを取得できるのが特徴である。加速度セン
サーと小CPUのみの装置を作成し、データを取得でき
ることを確認した。さらに工業技術センターでの振動の
評価実験を実施し、スペック通りの性能があることを確
認した（図 5 ）。また、当初の計画では無線によるデー
タ転送システムを予定していたが、富士山での運用を考
慮してNTTdocomoの回線を使用してデータ転送を行う
仕様に変更した。なおデータ転送については次年度シス
テムの構築を行う予定である。
（ 5）【研究項目 5】
　研究項目 4 で開発中の投下回収型雪崩検知装置を使用
して国立研究開発法人防災科学技術研究所雪氷防災研究
センター、および北海道ニセコ町見返りの沢において雪
上での模擬雪崩実験を実施し、本装置についてデータ取
得と探索が可能であることと本装置の雪上での挙動を確
認した（図 6 ）。
図 3 　2016年 2 月14日の雪崩で被災した気象観測装置に
記録された積雪深と気温
図 4 　投下回収型雪崩検知装置の外見。右は観測データ
をテキストファイルに記録するアプリケーション
図 6 　国立研究開発法人防災科学技術研究所雪氷防災研
究センター における雪上での動作確認実験
図 ５ 　新たに開発した加速度センサーを用いた振動観測器
の振動実験の様子。右図は振動実験の結果を示す。
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特別研究 ５  
富士山の吉田口登山道における山小屋建築の意匠と構
成に関する研究
担当者
環境教育・交流部：奥矢　恵
共同研究者
京都府立大学大学院：大場　修
研究期間　
平成28年度〜平成29年度
研究目的
日本の高山性山地の多くは、日常から切り離された山
岳信仰の場として独自の文化が築かれてきた。富士山は
日本三霊山の一つで、近世には一般大衆にまで登拝が広
がり、「講」を組織して山頂をめざした。溶岩や噴石を
積み上げた「石室」は、多くの史料に描かれたことから
登拝者の記憶に残った富士登山のシンボルの一つと言
え、現在の山小屋建築の原初形態と捉えることができる。
しかし、近代に入り、とりわけ昭和39年の富士スバル
ライン開通後は富士登山の更なる大衆化と観光化が進
み、山小屋の多くは近代的に建て替えられた。その結果、
富士山の世界文化遺産登録に際して、山小屋を含む山内
の人工物の実情に課題が指摘され、登拝の歴史をふまえ
た山小屋の在り方が問われている。これを受けて、山梨
県は平成27年度に「富士山吉田口山小屋の整備ガイドラ
イン」をまとめたが、今後、更なる調査・研究とそれら
に基づくガイドラインの改訂が必要とされている。
本研究は、吉田口登山道 5 合目以上で営業を行う山小
屋16軒を対象に、それらの建築意匠や空間・機能等の構
成における歴史的価値を見出すとともに、現在の山小屋
が抱える諸課題や新たなニーズを把握した上で、世界文
化遺産・富士山にふさわしい山小屋の将来像を検討し、
整備ガイドラインの改訂に役立てることを目的とする。
研究方法および成果
吉田口の山小屋に関する史料調査、現地確認と実測調
査、関係者への聞き取り調査を行い、山小屋建築の現状
と管理者の運営・保守管理方法について把握した。
（ １）山小屋建築の物理面（ハード）の状況把握
【配置と規模】近世期より、九十九折の登山道の山側に
張り付くよう建物が配置され、桁行方向に拡大してきた。
スバルライン開通前後より 2 段ベッドが導入され、平屋
建てであっても軒高や棟高が高くなり、現在では 7 割程
度の山小屋が 2 階建てである。平成に入り、環境省の主
導による環境配慮型トイレの設置が進み、宿泊棟の周辺
にトイレ棟・機械室・浄化槽・倉庫などが点在し、谷側
に新たに必要となった棟が置かれることが多い。
【構造】スバルライン開通前後に建て替えられた山小屋
の多くが洋小屋（トラス構造）を導入し、一部には登り
梁構造もみられる。大半が木造だが、一部に鉄骨造を併
用するものもある。和小屋は見られない。小屋組・軸組
を現しにするのが旧来の山小屋だが、近年に建て替えら
れたものは機密性を上げるために天井・壁仕上げを行う
ため、構造体が見えない場合が多い。また基礎は、旧来
の土台建てからコンクリートへと置き換わりつつある。
【屋根】切妻形状は近世期より踏襲されているが、屋根
材の品質とその施工技術が向上し、旧来の石置きはなく
なりつつある。軒はほとんどの山小屋で見られない。
【外壁】山小屋の“顔”である宿泊棟の正面に軒下までの
石積みを残す山小屋はなく、腰窓下の石積みを残すもの
が 5 割程度である。それ以外には、金属製のサイディン
グ材やアルミ製サッシを導入して外観が構成されてい
る。環境省の管理計画に沿って、茶系の色彩あるいは自
然素材が採用されている。
【宿泊棟の平面構成】広間（玄関を含む）に対して、山
側に厨房等、左右あるいは 2 階に 2 段ベッドが設置され
る。御神前の位置は山小屋によって異なる。床は旧来の
板の間が大半だが、板の間への切り炉は減り、玄関の土
間に焼印用の簡易な炉を設けるものが増えている。
【設備等】平成18年までに環境配慮型のトイレが導入さ
れ、自家発電装置・プロパンガス・天水を利用する。貯
水タンクが敷地内に点在し、登山道に沿ってベンチを設
ける山小屋が多い。
　以上、吉田口のこうした傾向は、静岡県側の 3 登山道
でも概ね共通するが、屋根形状・置石の状況は登山道に
よって異なる形式が採用されていることが分かった。
（ 2）山小屋建築の運営面（ソフト）の状況把握
　年間の運営スケジュールと、小屋開け時・開山期・仕
舞い時に行われる建物の保守管理方法について把握し
た。建築材料の性能・施工技術の向上により、旧来に比
べて建物のメンテナンス頻度は減っているが、環境配慮
型トイレの設備更新に伴い各山小屋で新たな処理方式の
模索がなされている。また外国人宿泊客を積極的に受け
入れるよう、外国語での案内を進める山小屋も見られた。
　富士山の山小屋には、近世に遡る歴史と独自性がある。
一方で、厳しい山岳環境と多くの利用者に対し、新たな
建築技術・材料を導入して耐久性・安全性・快適性の向
上に努めることは不可欠であり、山小屋建築の現状はそ
の営みの表れと言えよう。吉田口としての統一感を保ち
つつ、歴史と現在のバランスの取り方には多様性があっ
て然るべきと考えられ、次年度に検討を進めたい。
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2 － 2 　外部評価
平成13年 3 月策定の「山梨県立試験研究機関における
評価指針」に基づき、平成14年度から全試験研究機関に
導入された「試験研究課題及び機関運営全般に関する外
部評価」のうち、研究所が実施する調査・研究課題につ
いて、事前評価（調査・研究課題の選定時に、調査・研
究に着手することの適切性・妥当性について行う評価）、
中間評価（一定期間を経過した時点で、当該調査・研究
の継続及び見直しについて行う評価）及び事後評価（調
査・研究終了後、研究目的・目標の達成度や成果の妥当
性等について行う評価）を実施した。
2 － 2 － 1 　課題評価委員
委員長
平田　徹：山梨大学大学院教授
副委員長
石原　和弘：京都大学名誉教授
委　員（５0音順）
大山　勲　：山梨大学生命環境学部
　　　　　　地域社会システム学科教授
川越　久史：環境省自然環境局生物多様性センター長
坂本　宏史：健康科学大学理学療法学科教授
原澤　英夫：独立行政法人国立環境研究所理事
2 － 2 － 2 　平成28年度第 1 回課題評価の概要
評価対象研究課題
平成29年度から研究を開始する研究課題 4 件に係る事前
評価と重点化研究課題 1 件に係る中間評価を行った。
１ ）基盤研究　 ４件
① 大面積方形区を用いた青木ヶ原樹海の森林構造の解
明に関する研究態  （H29〜H32）
② 山梨県の太陽光発電施設の長期的景観配慮に関する
研究  （H29〜H31）
③ 地域住民による草原維持管理機構の解明
  （H29〜H31）
④ 災害避難時のエコノミークラス症候群を減らすため
の研究  （H29〜H31）
2 ）重点化　 １件
　① 富士山周辺における侵略的外来植物の広域分布推定
に関する研究  （H27〜H29）
課題評価委員会開催日時
平成28年 8 月31日（水）
午前11時00分〜午後 3 時30分
研究課題に対する評価結果
新規研究 4 課題、重点化研究 1 課題に対する総合評価
点は3.1〜3.9（平均3.6）で、全ての研究課題について「妥
当」との評価結果であった。
2 － 2 － 3 　平成28年度第 2 回課題評価の概要
評価対象研究課題
平成27年度で研究を終了した研究課題について評価を
行った。
・事後評価　 8 件
（ １）基盤研究 5件
① 富士北麓の蝶類群集の定量的モニタリングによる温
暖化影響と衰退種特性の解明  （H24〜H27）
② 地域特性を考慮した自然公園の空間的利用区分に関
する研究  （H24〜H27）
③ 富士山地下水に含まれるバナジウムの中性脂肪増加
抑制作用を安全に効率よく利用するための基礎的研
究  　（H25〜H27）
④ 富士五湖・湖底堆積物の有機地球化学分析による自
然環境変遷史の復元  （H25〜H27）
⑤ 富士山五合目付近の外来植物の分布の現状把握に関
する研究  （H26〜H27）
（ 2）特別研究 2件
① 富士五湖（特に河口湖）の水質浄化に関する研究
　─湖底堆積物の物理的および化学的性状の把握─
  （H25〜H27）
② 富士山におけるニホンジカの個体群動態と個体数管
理に向けた行動学的特性  （H25〜H27）
（ ３）重点化研究 １件
① 急性高山病の要因を脳循環応答の面から検討する
　〜安全な富士登山確立にむけて〜  （H25〜H27）
課題評価委員会開催日時
平成28年12月 8 日（木）
午前 9 時30分〜午後 2 時
研究課題に対する評価結果
事後評価 8 課題に対する総合評価点は3.6〜4.2（平均
3.8）で、全ての研究課題について「妥当」との評価結
果であった。
※ 5 段階評価　 5 ：非常に優れている。
　　　　　　　 4 ：優れている。
　　　　　　　 3 ：良好・適切である。
　　　　　　　 2 ：やや劣っている。
　　　　　　　 1 ：劣っている。
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2 － 3 　セミナー
2 － 3 － 1 　所内セミナー
平成28年
5 月27日
「富士北麓のチョウ群集：伐採地の価値と森林環境で
の分布」
大脇　淳（自然環境研究部）
「植生の画像分類法の検討とモニタリングへの利用可
能性について」
安田泰輔（自然環境研究部）
6 月29日
「古地磁気方位から推定する富士山の噴火履歴」
馬場　章（火山防災研究部）
7 月20日
「富士山におけるスラッシュ・フローの発生条件と流
動機構の解明に対する取り組み」
常松佳恵（火山防災研究部）
「バナジウム水溶液を長期間与えたマウスにおける中
性脂肪増加抑制効果と毒性に関する検討」
長谷川達也（環境共生研究部）
9 月28日
「世界遺産地域の景観管理」
池口　仁（環境共生研究部）
「山梨県レッドデータブック哺乳類調査」
小平真佐夫（自然環境研究部）
10月26日
「富士山の吉田口登山道における山小屋建築の歴史を
辿る─近世からスバルライン開通前まで─」
奥矢　恵（環境教育・交流部）
「Ballistaワークショップと火山防災体制　in New 
Zealand」
常松佳恵（火山防災研究部）
12月21日
「過去35年間の河口湖底質における汚濁指標の変遷」
山本真也（火山防災研究部）
「アンケート実施による高所登山環境と急性高山病の
関連調査」
宇野　忠（環境共生研究部）
平成29年
1 月25日
「新聞記事からみた近代以降の雪代災害」
小笠原輝（環境共生研究部）
「弾丸（日帰り？）登山！ Friend or Foe?」
堀内雅弘（環境共生研究部）
2 月22日
「2016年度実施した調査報告　〜富士山北麓の雁の穴
丸尾溶岩トレンチ調査と西之島上陸調査について〜」
吉本充宏（火山防災研究部）
「環境教育・交流部の環境教育プログラムについて
〜本年度改編した部分と来年度の見通し〜」
川口征司・佐藤　望（環境教育・交流部）
「“高山病”アンケート調査の解析方針への回答」
安田泰輔（自然環境研究部）
3 月22日
「県庁生活雑感─泣いて笑って37年
〜苦有り、楽有り、出会い有り、感動有り〜」
山下　宏（副所長）
「環境研・富士山研の研究を振り返って」
北原正彦（副所長）
2 － 3 － 2 　第18回富士山セミナー
平成28年12月10日（富士山科学研究所）
「富士山の植生モニタリングに向けたドローン活用」
安田泰輔（山梨県富士山科学研究所）
「全球森林率データの富士北麓での検証」
杉田幹夫（山梨県富士山科学研究所）
「富士北麓の森林環境におけるチョウの多様性の決定
要因」
大脇　淳（山梨県富士山科学研究所）
「青木ヶ原樹海針葉樹林における標高と林分構造の関係」
城取陽一郎（茨城大学大学院理工学研究科）
「富士山における森林限界の拡大パターンと個体群動
態・成長動態」
宮内直樹（茨城大学大学院理工学研究科）
「昭和大学富士吉田自然教育園における絶滅危惧種の
保全対策の一例紹介」
萩原康夫（昭和大学富士吉田教育部）
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「富士山頂における総反応性窒素酸化物（NOy）の計
測」
丸山拓哉（帝京科学大学　 3 年）
2 － 4 　学会活動
2 － 4 － 1 　理事、幹事、委員等
［副所長］
○北原正彦
日本環境動物昆虫学会
　理事、評議員、編集委員
日本チョウ類保全研究会
　幹事
International Scholarly Research Notices誌
　Editorial Board（Ecology）
科学研究費審査委員
　 日本学術振興会科学研究費審査委員（審査第二部会
総合生物小委員会）
［自然環境研究部］
○安田泰輔
日本草地学会
　国際情報委員会・委員、英文誌編集委員会・委員
［環境共生研究部］
○長谷川達也
日本毒性学会
　評議委員
The Journal of Toxicological Sciences
　Editorial Board
Fundamental Toxicological Sciences
　Editorial Board
○本郷哲郎
日本民族衛生学会
　幹事、評議員
○堀内雅弘
日本体力医学会
　評議員
日本運動生理学会
　評議員
○池口　仁
日本造園学会
　 技術報告員会委員（編集委員）、関東支部運営委員、
研究発表論文集校閲委員
○菊池佐智子
日本造園学会
　 国際委員会幹事、総務委員会委員、日中韓国際ラン
ドスケープ専門家会議・シンポジウム実行委員会委員
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［火山防災研究部］
○内山　高
日本火山学会
　日本火山学会2016年度秋季大会実行委員
○吉本充宏
日本火山学会
　 理事、火山防災委員会委員長、学校教育委員会、
ジオパーク支援委員会オブザーバー、大会委員会委
員、広報委員会委員、日本火山学会2016年度秋季大
会実行委員長、将来計画委員会委員
防災学術連携体
　火山学会選出委員
○常松佳恵
日本火山学会
　日本火山学会2016年度秋季大会実行委員
○馬場　章
　日本火山学会
　　日本火山学会2016年度秋季大会実行委員
2 － 4 － 2 　査読等
［副所長］
○北原正彦
3 件
［自然環境研究部］
○安田泰輔
3 件
○大脇　淳
1 件
［環境共生研究部］
○長谷川達也
5 件
○堀内雅弘
4 件
○菊池佐智子
2 件
○池口　仁
5 件
［火山防災研究部］
○内山　高
1 件
○山本真也
1 件
○常松佳恵
1 件
2 － ５ 　外部研究員受け入れ状況
研修生
［自然環境研究部］
（株）野生動物保護管理事務所上席研究員　 1 名
［環境共生研究部］
山梨県立吉田高等学校理数科　 4 名
［火山防災研究部］
山梨県立吉田高等学校理数科　 2 名
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2 － 6 　助成等
［副所長］
○北原正彦
日本学術振興会科学研究費助成　基盤研究C（2016〜
2018）
研究分担者
「林業サイクルが保持する生物多様性の解明─植林
地と自然植生の遷移系列の比較─」
［自然環境研究部］
○安田泰輔
日本学術振興会科学研究費助成　基盤研究（B）（2012
〜2016）
研究分担者
「世界自然遺産の小笠原樹木の乾燥耐性と種多様性
維持機構の解明」
山梨県試験研究重点化事業（2015〜2017）
研究代表者
「富士山周辺における侵略的外来植物の広域分布推
定に関する研究」
山梨県総合理工学研究機構研究費（2016〜2018）
研究分担者
「富士山登山の安全確保に関する研究」
○小平真佐夫
山梨県総合理工学研究機構研究費（2015〜2016）
研究分担者
「甲州印伝への山梨県産鹿革の活用とプロダクトの
試作開発」
○大脇　淳
日本学術振興会科学研究費助成　基盤研究（C）（2016
〜2018）
研究代表者
「林業サイクルが保持する生物多様性の解明─植林
地と自然植生の遷移系列の比較─」
［環境共生研究部］
○長谷川達也
山梨県総合理工学研究機構研究費（2014〜2016）
研究分担者
「新しいバイオマーカーを利用した山梨県の有用植
物等資源の探索と活用」
○堀内雅弘
日本学術振興会科学研究費助成　基盤研究C（2014〜
2017）
研究代表者
「高所環境における経済速度と体温・体液調節能か
らみた環境適応能」
日本学術振興会科学研究費助成　基盤研究C（2014〜
2017）
研究分担者
「環境適応能としての移行速度と経済速度に関する
生理人類学的検討」
○菊池佐智子
日本学術振興会科学研究費助成　基盤研究C（2015〜
2018）
研究代表者
「屋上緑化の水循環機構の解明とランドスケープイ
ンフラへの展開」
日本学術振興会科学研究費助成　基盤研究C（2014〜
2017）
研究分担者
「ソーラー緑化の多面的環境正農を活用したサステ
イナブルな生活と都市のデザイン」
［火山防災研究部］
○内山　高
JICA草の根技術協力事業（2017〜2019）
研究分担者
「活火山メラピ西側山腹における火山監視システム
を活用した地域防災力向上」
山梨県総合理工学研究機構研究費（2015〜2017）
研究分担者
「雪崩発生条件の解明と観測機器の開発」
山梨県総合理工学研究機構研究費（2015〜2018）
研究分担者
「富士山登山の安全確保に関する研究」
山梨県総合理工学研究機構研究費（2015〜2017）
研究分担者
「クニマスの保全並びに活用に関する研究」
山梨県試験研究重点化事業（2014〜2017）
研究代表者
「富士山火山防災のための火山学的研究　―噴火履
歴とそのシミュレーション―」
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山梨県試験研究重点化事業（2015〜2018）
研究分担者
「富士火山北麓における噴火実態の検証」
○吉本充宏
日本学術振興会科学研究費助成　基盤研究B（2016〜
201）
研究分担者
「噴石衝突に対する山小屋のシェルター化に関する
研究」
日本学術振興会科学研究費助成　基盤研究C（2015〜
2017）
研究分担者
「草津白根火山の熱水循環・マグマ供給システムの
描像」
JICA－JST地球規模課題対応国際科学技術協力事業
（SATREPS）（2014〜2018）
研究分担者
「火山噴出物の放出に伴う災害の軽減に関する総合
的研究」
JICA草の根技術協力事業（2017.3〜2019.3）
研究代表者
「活火山メラピ西側山腹における火山監視システム
を活用した地域防災力向上」
文部科学省次世代火山研究推進事業（2016〜2026）
研究分担者
「次世代火山研究・人材育成総合プロジェクト「火
山災害対策技術の開発「火山災害対策のための情報
ツールの開発」」」
東京大学地震研究所－京都大学防災研究所拠点間連携
共同研究（2016〜2017）
研究代表者
「実践的人材育成のための防災担当者研修プログラ
ムに関する研究」
地震・火山噴の解明と予測に関する公募研究（2016〜
2018）
研究分担者
「草津白根火山火砕丘群の完新世噴火履歴の解明」
京都大学防災研究所一般共同研究（2016〜2018）
研究代表者
「火山防災協議会における火山専門家機能の基本指
針策定に向けた検討」
山梨県総合理工学研究機構研究費（2015〜2017）
研究代表者
「雪崩発生条件の解明と観測機器の開発」
山梨県総合理工学研究機構研究費（2015〜2018）
研究代表者
「富士山登山の安全確保に関する研究」
山梨県試験研究重点化事業（2015〜2018）
研究代表者
「富士火山北麓における噴火実態の検証」
山梨県試験研究重点化事業（2014〜2017）
研究分担者
「富士山火山防災のための火山学的研究
―噴火履歴とそのシミュレーション―」
○山本真也
東京大学大気海洋研究所共同利用研究（2016）
研究代表者
「特定有機化合物の14C年代測定法を用いた富士山
の噴火履歴の詳細化に関する研究」
金沢大学環日本海域環境研究センター一般共同研究
（2016）
研究代表者
「Cs–137及びPb-210法による富士五湖（河口湖）の
湖底堆積物の堆積速度の推定」
山梨県試験研究重点化事業（2015〜2018）
研究分担者
「富士火山北麓における噴火実態の検証」
山梨県試験研究重点化事業（2014〜2017）
研究分担者
「富士山火山防災のための火山学的研究　─噴火履
歴とそのシミュレーション─」
○常松佳恵
日本学術振興会科学研究費助成　基盤研究C（2015〜
2017）
研究代表者
「画像解析と数値モデルに基づいた噴石の運動メカ
ニズムの解明」
日本学術振興会科学研究費助成　基盤研究B（2015〜
2018）
研究分担者
「フルスケール雪崩実験と多項式カオス求積法を用
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いた次世代型雪崩ハザードマップの作成」
山梨県総合理工学研究機構研究費（2015〜2017）
研究分担者
「雪崩発生条件の解明と観測機器の開発」
山梨県試験研究重点化事業（2015〜2017）
研究分担者
「富士山火山防災のための火山学的研究─噴火履歴
と噴火シミュレーション─」
○馬場　章
山梨県総合理工学研究機構研究費（2015〜2018）
研究分担者
「富士山登山の安全確保に関する研究」
山梨県試験研究重点化事業（2016〜2018）
研究分担者
「富士火山北麓における噴火実態の検証」
山梨県試験研究重点化事業（2014〜2017）
研究分担者
「富士山火山防災のための火山学的研究－噴火履歴
と噴火シミュレーション－」
［環境教育・交流部］
○中野隆志
日本学術振興会科学研究費助成　基盤研究B（2012〜
2016）
研究分担者
「世界自然遺産の小笠原樹木の乾燥耐性と種多様性
維持機構の解明」
日本学術振興会科学研究費助成　基盤研究C（2016〜
2018）
研究分担者
「林業サイクルが保持する生物多様性の解明─植林
地と自然植生の遷移系列の比較─」
○奥矢　恵
日本学術振興会科学研究費助成　挑戦的萌芽研究
（2016〜2018）
研究代表者
「富士山における山小屋建築の原初形態とその建築
的発展に関する史的研究」
山梨県総合理工学研究機構研究費（2016〜2018）
研究分担者
「富士山登山の安全確保に関する研究」
2 － 7 　研究成果発表
2 － 7 － 1 　誌上発表
［副所長］
○北原正彦
Tsuji Y., Okumura T., Kitahara M., Jiang Z.  （2016） 
Estimated seed shadow generated by Japanese mar-
tens （Martes melampus）:  comparison  with  for-
est-dwelling animals  in Japan.   Zoological Science, 
33, 352-357. 
北原正彦（2016）海外におけるチョウの分布拡大と動
態. 環境Eco選書12：チョウの分布拡大, 北隆館, 409-
421. 
［自然環境研究部］
○安田泰輔
安田泰輔, 増澤武弘（2016）  富士山植生モニタリング
2016年報告書
［環境共生研究部］
○長谷川達也
Muramatsu, K., Miwa, M., Tamaki, T.,  Ikutomo, M., 
Masu, Y.,  Hasegawa, T.,  Shimo,  S.,  Sasaki,  S.-I. 
（2017）  Effect of streptozotocin-induced diabetes on 
motoneurons and muscle spindles  in rats. Neurosci-
ence Research, 115, 41-28. 
中村高志, 長谷川達也, 山本真也, 内山　高, 瀬子義幸, 
清水源治, 米山由紀, 風間ふたば  （2017） 富士山北麓
の湧水と硝酸イオンの起源および桂川への窒素流出. 
地学雑誌, 126, 73-88. 
上垣良信, 佐藤哲也, 長谷川達也  （2016）  3 d遷移金属
錯体の混合媒染効果に関する研究. せんい, 69, 53-56. 
○堀内雅弘
Abe, D., Fukuoka, Y., Horiuchi, M.   （2017） Muscle 
activites during walking and running at energetical-
ly optimal transition speed under normobaric hypox-
ia on gradient slopes. PLOS ONE, 12（3）: e0173816. 
Akatsuka, S., Uno, T., Horiuchi, M.  （2016） The rela-
tionship between  the heat disorder  incidence rate 
and heat stress  indices at Yamanashi Prefecture  in 
Japan. Advances in Meteorology, ID: 9492815, 1-11. 
Dobashi, S., Horiuchi, M., Endo, J., Kiuchi, M., Koya-
77
ma, K.   （2016） Cognitive Function and Cerebral Ox-
ygenation During Prolonged Exercise Under Hypox-
ia  in Healthy Young Males. High Altitude Medicine 
and Biology, 17, 214-221. 
堀内雅弘  （2016） 筋力トレーニングと血管機能. 北海
道大学大学院教育学研究院紀要, 125, 63-78. 
Horiuchi, M. （2017） Ischemic preconditioning: Poten-
tial impact on exercise performance and underlying 
mechanisms. The  Journal  of Physical Fitness and 
Sports Medicine, 6 （1）,15-23. 
Horiuchi, M., Endo, J., Akatsuka, S., Uno, T.,  Jones, 
T.E.  （2016） Prevalence of acute mountain sickness 
on Mount Fuji: A pilot study. Journal of Travel Med-
icine, 23 （4）, pii: taw024,
DOI: https://doi.org/10.1093/jtm/taw024. 
Horiuchi, M., Endo, J., Dobashi, S., Kiuchi, M.,Koyama, 
K., Subudhi, A, W.  （2016） Effect of progressive nor-
mobaric hypoxia on dynamic cerebral  autoregula-
tion. Experimental Physiology, 101, 1276-1284. 
Horiuchi, M., Handa, Y., Abe, D., Fukuoka, Y.  （2016） 
Walking economy at simulated high altitude  in hu-
man healthy young male  lowlanders. Biology Open, 
5, 1408-1414. 
Horiuchi, M., Subudhi, A, W. （2017） Reply: Heteroge-
nous regulation of  cerebral blood  flow  in hypoxia; 
implications for dynamic cerebral autoregulation and 
susceptibility  to acute mountain  sickness. Experi-
mental Physiology, 102, 384-384. 
○宇野　忠
Akatsuka, S., Uno, T., Horiuchi, M. （2016） The rela-
tionship between  the heat disorder  incidence rate 
and heat stress  indices at Yamanashi Prefecture  in 
Japan. Advances in Meteorology, ID: 9492815, 1-11.
Horiuchi M., Endo J., Akatsuka S, Uno T., Jones TE. 
（2016） Prevalence of  acute mountain  sickness  on 
Mount Fuji: A pilot study. Journal of Travel Medi-
c ine ,   23  （4）,  p i i :   taw024 ,   DOI :   ht tps ://do i .
org/10.1093/jtm/taw024. 
○菊池佐智子
菊池佐智子（2016）  来訪者の世界遺産認知と構成資
産・要素の認知、来訪希望の関係.   日本建築学会, 
469-470. 
菊池佐智子, 山本清瀧, 本郷哲郎  （2016） 世界遺産登
録直後の富士山五合目の来訪者の意識調査　地域資源
の活用に向けた現状把握. 都市計画報告集, 15, 40-45. 
○遠藤淳子
Dobashi, S., Horiuchi, M., Endo, J., Kiuchi, M., Koya-
ma, K.   （2016） Cognitive Function and Cerebral Ox-
ygenation During Prolonged Exercise Under Hypox-
ia  in Healthy Young Males. High Altitude Medicine 
and Biology, 17, 214-221. 
Horiuchi, M., Endo, J., Akatsuka, S., Uno, T.,  Jones, 
T.E.  （2016） Prevalence of acute mountain sickness 
on Mount Fuji: A pilot study. Journal of Travel Med-
icine, 4, 1-5. 
Horiuchi, M., Endo, J., Dobashi, S., Kiuchi, M.,Koyama, 
K., Subudhi, A, W.  （2016） Effect of progressive nor-
mobaric hypoxia on dynamic cerebral  autoregula-
tion. Experimental Physiology, 101, 1276-1284. 
○半田陽子
Horiuchi, M., Handa, Y., Abe, D., Fukuoka, Y.  （2016） 
Walking economy at simulated high altitude  in hu-
man healthy young male  lowlanders. Biology Open, 
5, 1408-1414.
 ［火山防災研究部］
○内山　高
中村高志, 長谷川達也, 山本真也, 内山高, 瀬子義幸, 清
水源治, 米山由紀, 風間ふたば  （2017） 富士山北麓の
湧水と硝酸イオンの起源及び桂川への窒素流出. 地学
雑誌, 126, 73-88. 
Takeshita, Y., Matsushima, N.,　Teradaira, H., Uchi-
yama,T., Kumai, H. （2016） A marker  tephra bed 
close to the Lower-Middle Pleistocene boundary:Dis-
tribution of the Ontake-Byakubi Tephra Bed in cen-
tral Japan. Quaternary International, 397, 27-38. 
78
○吉本充宏
青山　裕, 吉本充宏  （2016） 広域地震観測網を用いた
泥流検知手法の試験及び評価. 研究所紀要　（XXVII）, 
27,  3 -14. 
川上和人, 千田智基, 吉本充宏, 中野　俊, 前野　深 ,大
湊隆雄, 渡邉篤志, 武尾　実  （2017） 西之島・新起動創
世記. BIRDER, 31, 38-39. 
Maeno, F., Nakada, S., Oikawa, T., Yoshimoto, M., Ko-
mori,  J.,  Ishizuka, Y., Takeshita, Y.,  Shimano, T., 
Kaneko, T., Nagai, M., （2016） Reconstruction of  a 
phreatic eruption on 27 September 2014 at Ontake 
volcano,central Japan, based on proximal pyroclastic-
density current and  fallout deposits. Earth, Planets 
and Space, 68, DOI 10.1186/s40623-016-0449-6. 
Maeno, F., Nakada, S., Yoshimoto, M., Shimano, T., 
Hokanishi, N., Akhmad, Z.,  Iguchi, M., （2017） A se-
quence of a plinian eruption preceded by dome de-
struction at Keludvolcano,  Indonesia,  on February 
13, 2014, revealed from tephra fallout and pyroclastic 
density current deposits. Journal of Volcanology and 
Geothermal Research, 
http://dx.doi.org/10.1016/j.jvolgeores.2017.03.002. 
前野　深, 中野　俊, 吉本充宏, 大湊隆雄, 渡邉篤志, 川
上和人, 千田智基, 武尾　実  （2017） 新火山島の初上
陸調査 ─西之島（東京都小笠原村）─. 地学雑誌 地
学ニュース（日本の露頭・景観100選　No.6）, 126, 
N 1 -N13. 
Mori, T., Hashimoto, T., Terada, A., Yoshimoto, M., 
Kazahaya, R., Shinohara, H., Tanaka R. （2016） Volca-
nic plume measurements using a UAV for the 2014 
Mt. Ontake eruption. Earth, Planets and Space, 68, 
DOI 10.1186/s40623-016-0418-0. 
Mori, T., Hashimoto, T., Terada, A., Yoshimoto, M., 
Kazahaya, R., Shinohara, H., Tanaka R. （2016） Volca-
nic plume measurements using a UAV for the 2014 
Mt. Ontake eruption. Earth, Planets and Space, 68, 
DOI 10.1186/s40623-016-0418-0. 
中野　俊, 前野　深, 吉本充宏, 大湊隆雄, 渡邉篤志, 川
上和人, 千田智基, 武尾　実（2017） 噴火が終わった西
之島に初上陸調査. GSJ地質ニュース, 6,  1 -4. 
Oikawa, T., Yoshimoto, M., Nakada, S., Maeno, F., Ko-
mori, J., Shimano, T., Takeshita, Y., Ishizuka, Y., Ishi-
mine Y. （2016） Reconstruction of the 2014 eruption 
sequence of Ontake Volcano  from recorded  images 
and  interviews. Earth, Planets and Space, 68, DOI: 
10.1186/s40623-016-0458-5. 
Tsunematsu, K., Ishimine, Y., Kaneko, T., Yoshimoto, 
M., Fujii, T., Yamaoka, K. （2016） Estimation of ballis-
tic block landing energy during 2014 Mount Ontake 
eruption.  Earth,  Planets  and  Space,  68,  88. DOI 
10.1186/s40623-016-0463-8. 
山元孝広, 高田　亮, 吉本充宏, 千葉逹朗, 荒井健一, 細
根清治  （2016） 富士山山麓を巡る：火山地質から防災
を考える. 地質学雑誌, 122, 433-444. 
吉本充宏, 千葉達朗（2016）火山における直接・間接
的災害の形態とその特性. 地盤工学会誌 講座「火山に
よる災害特性と防災技術」, 64, 49-56. 
吉本充宏  （2016） 日本火山学会における火山防災への
取り組み. 地質と調査, , 44-48. 
○山本真也
中村高志, 長谷川達也, 山本真也, 内山　高, 瀬子義幸, 
清水源治, 米山由紀, 風間ふたば  （2017） 富士山北麓
の湧水と硝酸イオンの起源及び桂川への窒素流出. 地
学雑誌, 126, 73-88.
○常松佳恵
R.H. Fitzgerald, B.M. Kennedy, T.M. Wilson, G.S. 
Leonard, Tsunematsu, K., Keys, H.  （2017） The Com-
munication and Risk Management of Volcanic Ballis-
tic Hazards. Advances  in Volcanology,  Springer, 
1-27. 
Tsunematsu, K., Ishimine, Y., Kaneko, T., Yoshimoto, 
M., Fujii, T., Yamaoka, K. （2016） Estimation of ballis-
tic block landing energy during 2014 Mount Ontake 
eruption.  Earth,  Planets  and  Space,  68,  88. DOI 
10.1186/s40623-016-0463-8. 
 ［環境教育・交流部］
○中野隆志
中野隆志（2017）富士山植物ガイドブック . 富士山　
自然ガイドブック　吉田口五合目〜御中道, 山梨県富
士山科学研究所, 87-207. 
Wada, R., Matsumi, Y., Takanashi, S., Nakai, Y., Na-
79
kayama, T., Ouchi, M., Hiyama, T., Fujiyoshi, Y, Na-
kano, T., Kurita, N., Muramoto, K., Kodama,N.  （2016） 
In situ measurement of CO2 and water vapor  isoto-
pic compositions at a  forest site using mid-infrared 
laser absorption spectroscopy.  Isotopes  in Environ-
mental and Health Studies, 52, 603-618. 
Yoshimura, K., Saiki, S-T., Yazaki, K., Ogasa, M.Y., 
Shirai, M. Nakano,T., Yoshimura, J., Ishida, A.  （2016） 
Carbon stock in sapwood restrains drought-induced 
hydraulic failure in woody plants . Scientific Reports, 
6, Article number:24513,doi:10.1038/srep24513. 
○奥矢　恵
奥矢　恵, 大場　修  （2016） 吉田口登山道における山
小屋建築の原初形態と建築的発展-富士山の山小屋建
築に関する研究（1） . 日本建築学会大会学術講演梗概
集, 483-484.
奥矢　恵, 大場　修  （2017） 吉田口登山道における山
小屋建築の成立過程とその形態-富士山の山小屋建築
に関する研究（2）. 日本建築学会関東支部優秀研究報
告集,219-222. 
奥矢　恵, 大場　修  （2017） 吉田口登山道における山
小屋建築の近代化のおこり-富士山の山小屋建築に関
する研究（3）. 日本建築学会関東支部優秀研究報告集,
223-226. 
奥矢　恵, 大場　修  （2017） 吉田口登山道における山
小屋建築の近代化の様相-富士山の山小屋建築に関す
る研究（4）.  日本建築学会関東支部優秀研究報告集,
227-230. 
 
［富士山科学研究所］
山梨県富士山科学研究所　国際シンポジウム2016実行
委員会  （2017）  国際シンポジウム2016「堆積物から
噴火の歴史を読み取る─火山山麓の湖から─」報告書 
1-111. 
 
2 － 7 － 2 　口頭・ポスター発表
［副所長］
○北原正彦
大脇　淳, 前田沙希, 北原正彦, 中野隆志（2016）植林
地と天然林におけるチョウの多様性の決定要因. 第19
回自然系調査研究機関連絡会議調査研究・活動事例発
表会   （静岡）
大脇　淳, 前田沙希, 北原正彦, 中野隆志（2016）富士
北麓の森林環境におけるチョウの多様性の決定要
因.　第18回富士山セミナー  （（富士吉田））
大脇　淳, 前田沙希, 北原正彦, 中野隆志（2017）明る
い林道は植林地と天然林のチョウの多様性を高める. 
日本生態学会   （東京）
吉田　洋, 中村大輔, 北原正彦（2016）富士北麓地域に
おける追払いが原因となった野生ニホンザル群の行動
圏の変化. 日本霊長類学会第32回大会   （鹿児島）
［自然環境研究部］
○杉田幹夫
杉田幹夫  （2016） 全球森林率データの富士北麓での検
証.  第18回富士山セミナー　（富士吉田）
○安田泰輔
宮内直樹, 山村靖夫, 中野隆志, 安田泰輔  （2017） 富士
山森林限界における森林限界の拡大パターンと個体
群・成長動態. 第64回日本生態学会   （東京）
城取陽一郎, 山村靖夫, 中野隆志, 安田泰輔  （2017） 青
木ヶ原樹海針葉樹林における標高と林分構造の関係. 
第64回日本生態学会大会   （東京）
Shiyomi, M., Cheng,J., Chen,J., Hu,T., Yamamura,Y., 
Yasuda, T., Hori,Y., Nakano, T.   （2016） Changes  in 
small-scale  vegetation  spatial  patterns  following 
long-term livestock exclusion  in a typical grassland 
of  the Yunwushan National Nature Reserve  in  the 
semiarid Ningxia steppe, China. The 6th Korea-Chi-
na-Japan Grassland Congress   （Jeju, Korea）
安田泰輔（2016）植生モニタリングに向けたドローン
活用. JIRCAS　UAVワークショップ   （筑波）
安田泰輔（2016）富士山の植生モニタリングに向けた
ドローン活用. 富士山セミナー   （富士吉田）
80
安田泰輔（2017）植生の観測からモデリングへ. 日本
草地学会   （弘前）
○大脇　淳
大脇　淳, 前田沙希, 北原正彦, 中野隆志（2016）植林
地と天然林におけるチョウの多様性の決定要因. 第19
回自然系調査研究機関連絡会議調査研究・活動事例発
表会   （静岡）
大脇　淳, 前田沙希, 北原正彦, 中野隆志（2016）富士
北麓の森林環境におけるチョウの多様性の決定要
因.　第18回富士山セミナー  （富士吉田）
大脇　淳, 前田沙希, 北原正彦, 中野隆志（2017）明る
い林道は植林地と天然林のチョウの多様性を高める. 
日本生態学会   （東京）
○前田沙希
大脇　淳, 前田沙希, 北原正彦, 中野隆志（2016）植林
地と天然林におけるチョウの多様性の決定要因. 第19
回自然系調査研究機関連絡会議調査研究・活動事例発
表会   （静岡）
大脇　淳・前田沙希・北原正彦・中野隆志（2016）富
士北麓の森林環境におけるチョウの多様性の決定要
因.　第18回富士山セミナー  （富士吉田） 
大脇　淳, 前田沙希, 北原正彦, 中野隆志   （2017） 明る
い林道は植林地と天然林のチョウの多様性を高める. 
日本生態学会   （東京）
 ［環境共生研究部］
○長谷川達也
長谷川達也（2017）バナジウム結合タンパク質の分析
方法の検討. 第 6 回重金属毒性機構解明に関する研究
会   （十和田）
長谷川達也, 遠藤淳子, 瀬子義幸（2016）バナジウムに
よる中性脂肪増加抑制作用の安全性に関する検討. 第
43回　日本毒性学会   （名古屋）
○本郷哲郎
浜　泰一, 本郷哲郎, 佐藤　望, 川口征司（2016）富士
山の環境保全を目的とした環境教育プログラム─鳴沢
小学校における「富士山のより良い姿」の実践─. 日
本環境教育学会関西支部大会   （神戸）
浜　泰一, 大塚啓太, 本郷哲郎（2016）「環境教育」に
掲載された環境教育プログラムの整理. 日本環境教育
学会   （東京）
○堀内雅弘
安藤大輔，新納有紗，宮崎充弘，堀内雅弘，土橋祥平，
小山勝弘  （2016） レジスタンス運動時における短時間
の低酸素曝露が成長ホルモン分泌動態に及ぼす影響. 
日本体力医学会   （盛岡市）
土橋祥平，芳沢郁哉，安藤大輔，堀内雅弘，小山勝弘 
（2016） パソコン作業中の姿勢の相違が作業効率に及
ぼす影響ースタンディングディスクを用いた検証-. 
日本体力医学会   （盛岡市）
堀内雅弘（2016）近赤外線分光法装置を用いた脳酸素
化レベル評価の有用性と限界. 医用近赤外線分光法研
究会   （四谷，東京）
Horiuchi, M., Endo, J., Dobashi, S., Handa, Y., Kiuchi, 
M., Koyama, K., Subudhi, A.W.   （2016） The  impact 
of dietary nitrate supplementation on exercise per-
formance, muscle oxygenation between active and 
inactive muscles under hypoxia. International Sports 
Science Network Forum  in Nagano 2016　Interna-
tional Symposium of Institute for Biomedical Scienc-
es   （Matsumoto, Japan）
Horiuchi, M., Handa, Y., Abe, D., Fukuoka, Y.（2016） 
Energy  cost  during walking  at  simulated  high 
altitude  in  healthy youmg male  lowlanders.  21st 
Annual Congress of  the European College of Sport 
Science （Vienna, Austria）
堀内雅弘，遠藤淳子，土橋祥平，半田陽子，木内政孝，
小山勝弘（2016） 4 日間の硝酸塩摂取が常圧低酸素環
境下における運動パフォーマンスにおよぼす影響. 日
本体力医学会   （盛岡市）
木内政孝，宮崎充弘，新納有紗，堀内雅弘，小山勝弘，
安藤大輔（2016）低酸素環境下のレジスタンスが肥満
予防関連因子の挙動に及ぼす影響.  日本体力医学会 
（盛岡市）
Takayama, N., Saito, H., Fujiwara, A., Horiuchi, M. 
（2016） The effect of  forest management of second-
ary coniferous  forests on user's  landscape apprecia-
tion and psyhological restorativeness.  Japan Geosci-
ence Union Meeting   （Yokohama, Japan）
81
○宇野　忠
Uno T. （2017） Effect  of  environmental  factors  at 
high  altitude  on  acute mountain  sickness while 
climbing on Mount Fuji.  第94回日本生理学会大会 
（浜松）
○小笠原　輝
小笠原輝（2016）山梨県の山間地集落における定住に
ついて. 日本民俗学会第68回年会 （千葉）
○菊池佐智子
菊池佐智子（2016）  来訪者の世界遺産認知と構成資
産・要素の認知、来訪希望の関係. 日本建築学会大会 
（九州大学）
○遠藤淳子
長谷川達也, 遠藤淳子, 瀬子義幸（2016）バナジウムに
よる中性脂肪増加抑制作用の安全性に関する検討. 第
43回　日本毒性学会   （名古屋）
Horiuchi, M., Endo, J., Dobashi, S., Handa, Y., Kiuchi, 
M., Koyama, K., Subudhi, A.W.   （2016） The  impact 
of dietary nitrate supplementation on exercise per-
formance, muscle oxygenation between active and 
inactive muscles under hypoxia. International Sports 
Science Network Forum in Nagano 2016 Internation-
al Symposium of  Institute  for Biomedical Sciences 
（Matsumoto, Japan）
堀内雅弘，遠藤淳子，土橋祥平，半田陽子，木内政孝，
小山勝弘  （2016）  4 日間の硝酸塩摂取が常圧低酸素環
境下における運動パフォーマンスにおよぼす影響. 日
本体力医学会   （盛岡市）
○半田陽子
Horiuchi, M., Endo, J., Dobashi, S., Handa, Y., Kiuchi, 
M., Koyama, K., Subudhi, A.W.   （2016） The  impact 
of dietary nitrate supplementation on exercise per-
formance, muscle oxygenation between active and 
inactive muscles under hypoxia. International Sports 
Science Network Forum in Nagano 2016 Internation-
al Symposium of  Institute  for Biomedical Sciences 
（Matsumoto, Japan）
Horiuchi, M., Handa, Y., Abe, D., Fukuoka, Y.（2016） 
Energy  cost  during walking  at  simulated  high 
altitude  in  healthy youmg male  lowlanders.  21st 
Annual Congress of  the European College of Sport 
Science （Vienna, Austria）
堀内雅弘，遠藤淳子，土橋祥平，半田陽子，木内政孝，
小山勝弘  （2016）  4 日間の硝酸塩摂取が常圧低酸素環
境下における運動パフォーマンスにおよぼす影響. 日
本体力医学会   （盛岡市）
 ［火山防災研究部］
○内山　高
常松佳恵, 藤田英輔, 吉本充宏, 内山　高（2016）溶岩
流シミュレーションにおける地形格子サイズの影響〜
富士山剣丸尾溶岩流を例として〜. 日本惑星科学連合
2016年大会   （千葉市）
常松佳恵, 藤田英輔, 吉本充宏, 内山　高  （2016） 溶岩
流シミュレーションにおける地形データと計算格子の
サイズ依存性　─富士山剣丸尾溶岩流を例として─. 
日本火山学会2016年度秋季大会   （富士吉田市）
内山　高,  吉本充宏,  山本真也,  常松佳恵,  馬場　章 
（2017）富士山における地下水観測. 「災害の軽減に貢
献するための地震火山観測研究計画」平成28年度成果
報告シンポジウム   （東京大学 東京大学武田先端知ビ
ル内・武田ホール）
山本真也,中村高志,内山　高（2016）河口湖で新たに
見つかった湖底湧水とその同位体的特徴. 日本惑星科
学連合2016年大会   （千葉市）
吉本充宏,馬場　章,山本真也,常松佳恵,内山　高 
（2017）富士山の噴火事象系統樹の高精度化のための
基礎研究.「災害の軽減に貢献するための地震火山観
測研究計画」平成29年度成果報告シンポジウム   （東
京大学 東京大学武田先端知ビル内・武田ホール）
吉本充宏,馬場　章,山本真也,内山　高,常松佳恵,藤
井敏嗣,荒牧重雄（2016）富士山北麓雁ノ穴火口地域
のトレンチ調査（速報）. 日本火山学会2016年度秋季
大会   （富士吉田市）
Yoshimoto, M., Tsunematsu, K., Uchiyama, T., Baba, 
A., Fujii, T., Aramaki, S., Koyama M. （2016） The 
evacuation Route Map In Case of Sudden Eruption 
for Tourists and Climbers of Mount Fuji, Japan. Cit-
ies on Voldanoes 9   （Chile）
吉本充宏, 内山　高, 常松佳恵, 馬場　章, 荒牧重雄, 藤
井敏嗣  （2016） 富士山における突発噴火発生時の登山
者対策. 日本惑星科学連合2016年大会   （千葉市）
82
○吉本充宏
有賀貴史, 中村美千彦, 奥村　聡, 吉本充宏（2016）斑
晶鉱物の組成累帯構造から探る富士火山宝永噴火の噴
火過程.  日本火山学会   （富士吉田市）
馬場　章, 金丸龍夫, 吉本充宏（2016）富士山の歴史時
代噴火の古地磁気年代. 日本火山学会   （富士吉田市）
千葉達朗, 佐々木寿, 荒井健一, 藤田浩司, 吉本充宏, 常
松佳恵（2016）2016年 2 月14日に発生した富士山のス
ラッシュなだれ. 日本地球惑星科学連合大会（千葉市）
早川智也,石田時代,橋本武志,吉本充宏（2016）有珠
山における小型無人ヘリを利用した調査技術開発の取
り組み. 第16回建設ロボットシンポジウム（中央大学）
亀谷 伸子, 石崎泰男, 濁川　暁, 吉本充宏, 寺田暁彦, 上
木賢太（2016）草津白根火山の完新世噴火履歴. 日本
地球惑星科学連合大会（千葉市）
亀谷伸子, 石崎泰男, 濁川　暁, 吉本充宏, 寺田暁彦, 上
木賢太（2016）草津白根火山の完新世噴火履歴. 日本
火山学会（富士吉田市）
小林秀敏, 山田浩之, 吉本充宏, 小川欽也（2016）構造
用木材の強度に及ぼすひずみ速度の影響. 日本火山学
会（富士吉田市）
前野　深, 中田節也, 及川輝樹, 吉本充宏, 小森次郎, 石
塚吉浩,  竹下欣宏,  嶋野岳人,  金子隆之,  長井雅史 
（2016）火砕物密度流・降下火砕堆積物の解析にもと
づく御嶽山2014年噴火の再構築と物理量推定. 日本地
球惑星科学連合大会（千葉市）
Maeno, F., Nakada, S., Yoshimoto, M., Shimano, T., 
Hokanishi, N., Akhmad Z.,  Iguchi, M., （2016） A se-
quence of  the 2014 Plinian event and a  long-term 
magma discharge rate at Kelud volcano,  Indonesia. 
Cities on Voldanoes 9   （Chile）
前野　深, 中田節也, 吉本充宏, 嶋野岳人, 外西奈津美, 
Zaennudin Akhmad, 井口正人（2016）インドネシア・
ケルート火山における2014  年プリニー式噴火の推
移・物理量と中長期的マグマ噴出率  日本火山学会 
（富士吉田市）
成田啓司郎, 山田浩之, 立山耕平, 小笠原永久, 奥矢　恵, 
吉本充宏（2016）噴石衝突模擬実験による杉板の貫通
限界の評価. 第48回応力・ひずみ測定と強度評価シン
ポジウム（（一社）日本非破壊検査協会　亀戸センター）
濁川　暁, 石崎泰男, 亀谷伸子, 吉本充宏, 寺田暁彦, 上
木賢太, 中村賢太郎（2016）草津白根火山本白根火砕
丘群の完新世の噴火履歴. 日本地球惑星科学連合大会 
（千葉市）
Shibata, T., Yoshimoto, M.,  Fujii, T., Nakada,  S. 
（2016） Fractionation  of  garnet  and  amphibole  of 
Pre-Komitake prior to Fuji and Komitake volcanoes, 
Japan.  Goldschmidt 2016 （Yokohama）
柴田知之, 吉本充宏, 藤井敏嗣, 中田節也（2016）先小
御岳火山マグマにおけるザクロ石と角閃石の結晶分化
作用 日本火山学会（富士吉田市）
Shimano, T.,  Nakada,  S.,  Suzuki,  Y., Maeno,  F., 
Yoshimoto, M., Hokanishi, N., Akhmad Z., Iguchi, M. 
（2016） Quantitative  color  spectroscopy  of  ashfall 
samples as an indicator of eruption styles: Compari-
son of vulcanian and strombolian eruptions  in Indo-
nesia and in Japan. Cities on Voldanoes 9 （Chile）
常松佳恵, 藤田英輔, 吉本充宏, 内山　高（2016）溶岩
流シミュレーションにおける地形格子サイズの影響〜
富士山剣丸尾溶岩流を例として〜. 日本地球惑星科学
連合大会（千葉市）
常松佳恵, 藤田英輔, 吉本充宏, 内山　高（2016）溶岩
流シミュレーションにおける地形データと計算格子の
サイズ依存性　─富士山剣丸尾溶岩流を例として─. 
日本火山学会（富士吉田市）
Tsunematsu, K., Ishimine, Y., Kaneko, T., Yoshimoto, 
M., Fujii, T., Yamaoka, K., Yokoo, A. （2016） 　Esti-
mation of velocity and energy during large pyroclast 
transport. Cities on Voldanoes 9   （Chile）
常松佳恵, 安田泰輔, 吉本充宏, 西村浩一, 佐々木寿, 千
葉達郎, 荒井健一, 藤田浩司（2016） 富士山おけるス
ラッシュ雪崩の発生とその流動機構　─その 1 　2016
年に発生したスラッシュ雪崩の概要─.  雪氷研究会
（名古屋大学）
常松佳恵,  吉本充宏,  新堀賢志,  井口正人,  中田節也 
（2016）画像解析を用いた火山灰堆積重量の推測手法
の開発. 日本地球惑星科学連合大会（千葉市）
内山　高,  吉本充宏,  山本真也,  常松佳恵,  馬場　章 
83
（2017） 富士山における地下水観測. 「災害の軽減に貢
献するための地震火山観測研究計画」平成28年度成果
報告シンポジウム　（東京大学 東京大学武田先端知ビ
ル内・武田ホール）
吉本充宏（2017）富士山の噴火履歴の研究とその問題
点. 国際シンポジウム2016（富士吉田市）
吉本充宏、馬場　章、山本真也、常松佳恵、内山　高 
（2017）富士山の噴火事象系統樹の高精度化のための
基礎研究. 「災害の軽減に貢献するための地震火山観
測研究計画」平成29年度成果報告シンポジウム（東京
大学 東京大学武田先端知ビル内・武田ホール）
吉本充宏, 馬場　章, 山本真也, 内山　高, 常松佳恵, 藤
井敏嗣, 荒牧重雄（2016）富士山北麓雁ノ穴火口地域
のトレンチ調査（速報）. 日本火山学会（富士吉田市）
吉本充宏, 藤井敏嗣, 中田節也, 井口正人（2017）実践
的人材育成のための防災担当者研修プログラムに関す
る研究. 「災害の軽減に貢献するための地震火山観測
研究計画」平成28年度成果報告シンポジウム   （東京
大学 東京大学武田先端知ビル内・武田ホール）
Yoshimoto, M., Tsunematsu, K., Uchiyama, T., Baba, 
A., Fujii, T., Aramaki, S., Koyama M. （2016） The 
evacuation Route Map In Case of Sudden Eruption 
for Tourists and Climbers of Mount Fuji, Japan. Cit-
ies on Voldanoes 9   （Chile）
吉本充宏, 内山　高, 常松佳恵, 馬場　章, 荒牧重雄, 藤
井敏嗣（2016）富士山における突発噴火発生時の登山
者対策. 日本地球惑星科学連合大会（千葉市）
○山本真也
中村淳路、Bose Evelien, Brückner Helmut, De Batist 
Marc,  藤原治、Garrett Edmund, Heyvaert Vanessa, 
Hubert-Ferrari Aurelia, Lamair Laura, 宮入陽介,オ
ブラクタ　スティーブン,宍倉正展,山本真也,横山祐
典、The QuakeRecNankai team  （2016） 浜名湖と富
士五湖堆積物を用いた津波および古地震研究の展望. 
日本惑星科学連合2016年大会   （千葉）
山本真也  （2017） 山中湖の湖底から見つかった噴火に
よる植生変化の証拠. 山梨県富士山科学研究所国際シ
ンポジウム2016   （富士吉田市）
Yamamoto, S., Miyata, Y., Ochiai, S., Nagao, S.  （2017） 
Spatial-temporal variations of organic matter con-
tent  in sediments from Lake Kawaguchi at the foot 
of Mt. Fuji. Symposium to Promote Joint Research 
Center, Institute of Nature and Environmental Tech-
nology   （金沢市）
山本真也,中村高志,内山　高  （2016） 河口湖で新た
に見つかった湖底湧水とその同位体的特徴. 日本惑星
科学連合2016年大会   （千葉）
内山　高,  吉本充宏,  山本真也,  常松佳恵,  馬場　章 
（2017） 富士山における地下水観測. 「災害の軽減に貢
献するための地震火山観測研究計画」平成28年度成果
報告シンポジウム   （東京大学 東京大学武田先端知ビ
ル内・武田ホール）
吉本充宏,馬場　章,山本真也,常松佳恵,内山　高 
（2017） 富士山の噴火事象系統樹の高精度化のための
基礎研究. 「災害の軽減に貢献するための地震火山観
測研究計画」平成29年度成果報告シンポジウム   （東
京大学 東京大学武田先端知ビル内・武田ホール）
吉本充宏,馬場　章,山本真也,内山　高,常松佳恵,藤
井敏嗣,荒牧重雄  （2016） 富士山北麓雁ノ穴火口地域
のトレンチ調査（速報）. 日本火山学会2016年度秋季
大会   （富士吉田市）
○常松佳恵
千葉達朗,佐々木寿,荒井健一,藤田浩司,吉本充宏,常
松佳恵  （2016） 2016年 2 月14日に発生した富士山のス
ラッシュなだれ.  日本地球惑星科学連合　連合大会 
（千葉市）
Fitzgerald, R., Kennedy, B., Okada, H., Tsunematsu, 
K., Wilson, T., Leonard, G.   （2016） Mapping and as-
sessing ballistic hazard  from a multi-vent eruption: 
The 2000 eruption of Usu.   Cities On Volcenoes 9 
（Puerto Varas, Chile）
西村浩一,常松佳恵,吉本充宏,堀川信一郎（2016）富
士山おけるスラッシュ雪崩の発生とその流動機構─そ
の 2 　地震計と空振計による観測から─.  雪氷研究大
会   （名古屋市）
常松佳恵（2017）画像解析から得られる火山岩塊放出
のダイナミクス. 研究集会「阿蘇山の噴火活動・マグ
マ水蒸気爆発を理解する」（熊本）
常松佳恵, 藤田英輔, 内山　高, 吉本充宏（2016）溶岩
84
流シミュレーションにおける地形データと計算格子の
サイズ依存性〜富士山剣丸尾溶岩流を例として〜. 日
本火山学会　2016年度秋季大会   （富士吉田市）
常松佳恵,藤田英輔,吉本充宏,内山　高（2016）溶岩
流シミュレーションにおける地形格子サイズの影響〜
富士山剣丸尾溶岩流を例として〜. 日本地球惑星科学
連合　連合大会   （千葉市）
Tsunematsu, K., Ishimine, Y., Kaneko, T., Yoshimoto, 
M.,  Fujii, T., Yamaoka, K., Yokoo, A.  （2016） Estima-
tion of Velocity and Energy during Large Pyroclast 
Transport.   Cities On Volcenoes 9     （Puerto Varas, 
Chile）
Tsunematsu, K., Kennedy, B., Fitzgerald, R. （2016） 
Ballista. Ballistic Workshop   （Taupo, New Zealand）
常松佳恵, 安田泰輔, 吉本充宏, 西村浩一,佐々木寿,千
葉達朗,荒井健一,藤田浩司  （2016） 富士山おけるス
ラッシュ雪崩の発生とその流動機構 ─その 1 　2016
年に発生したスラッシュ雪崩の概要─. 雪氷研究大会 
（名古屋市）
Yoshimoto, M., Tsunematsu, K., Uchiyama, T.,  Baba, 
A., Fujii, T., Aramaki, S., Koyama, M., Yamanashi 
Prefecture Emergency Managemenneral Affairs De-
partment, Emergency Management Information Di-
vision, Shizuoka Prefecturehe evacuation   （2016） 
Route Map In Case of Sudden Eruption for Tourists 
and Climbers of Mount Fuji, Japan.   Cities On Vol-
cenoes 9   （Puerto Varas, Chile）
吉本充宏,内山　高,常松佳恵,馬場　章,荒牧重雄,藤
井敏嗣（2016）富士山における突発噴火発生時の登山
者対策. 日本地球惑星科学連合　連合大会（千葉市）
○馬場　章
馬場　章（2016） 古地磁気方位から推定する富士山の
噴火履歴. 第48回地磁気・古地磁気・岩石磁気「夏の
学校」（高知大学　海洋コア総合研究センター）
馬場　章,金丸龍夫,吉本充宏（2016）富士山の歴史時
代噴火の古地磁気年代. 日本火山学会（富士吉田市）
内山　高,吉本充宏,山本真也,常松佳恵,  馬場　章 
（2017）富士山における地下水観測. 「災害の軽減に貢
献するための地震火山観測研究計画」平成28年度成果
報告シンポジウム（東京大学 東京大学武田先端知ビ
ル内・武田ホール）
吉本充宏,  馬場　章,  山本真也,  常松佳恵,  内山  高 
（2017） 富士山の噴火事象系統樹の高精度化のための
基礎研究.「災害の軽減に貢献するための地震火山観
測研究計画」平成29年度成果報告シンポジウム   （東
京大学 東京大学武田先端知ビル内・武田ホール）
吉本充宏,馬場　章,山本真也,内山　高,常松佳恵，
藤井敏嗣，荒牧重雄  （2016） 富士山北麓雁ノ穴火口地
域のトレンチ調査（速報）. 日本火山学会   （富士吉田
市）
Yoshimoto, M., Tsunematsu, K., Uchiyama, T.,  Baba, 
A., Fujii, T., Aramaki, S., Koyama, M., Yamanashi 
Prefecture Emergency Managemenneral Affairs De-
partment, Emergency Management Information Di-
vision, Shizuoka Prefecturehe evacuation   （2016） 
Route Map In Case of Sudden Eruption for Tourists 
and Climbers of Mount Fuji, Japan.   Cities On Vol-
cenoes 9   （Puerto Varas, Chile）
吉本充宏, 内山　高, 常松佳恵, 馬場　章, 荒牧重雄, 藤
井敏嗣  （2016） 富士山における突発噴火発生時の登山
者対策. 日本地球惑星科学連合　連合大会   （千葉市）
［環境教育・交流部］
○中野隆志
熊谷凌太,  和田龍一,  高梨　聡,  深山貴文,  中野隆志, 
谷　晃, 米村正一郎（2016）富士山麓アカマツ林にお
けるオゾンフラックス.　  日本地球惑星科学連合　
2016年大会（幕張）
松山　秦, 坂田　剛, 安元　剛, 神保　充, 渡部終五, 河
田　凛, 吉村謙一, 才木真太朗, 関川清広, 中野隆志, 石
田　厚（2017）葉内のCO 2 不足に誘導される光合成能
力の上昇〜ポリアミンによる光合成促進の寄与〜. 第
64回日本生態学会（東京）
宮内直樹, 山村靖夫, 中野隆志, 安田泰輔（2017）富士
山森林限界における森林限界の拡大パターンと個体
群・成長動態. 第64回日本生態学会   （東京）
大脇　淳, 前田沙希, 中野隆志, 北原正彦（2017） 明る
い林道は植林地と天然林のチョウの多様性を高める. 
第64回日本生態学会（東京）
大脇　淳, 前田沙希, 北原正彦, 中野隆志（2016）植林
地と天然林におけるチョウの多様性の決定要因. 第19
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回自然系調査研究機関連絡会議調査研究・活動事例発
表会（静岡）
大脇　淳・前田沙希・北原正彦・中野隆志  （2016） 富
士北麓の森林環境におけるチョウの多様性の決定要
因.  第18回富士山セミナー（山梨県富士山科学研究
所）　
城取陽一郎, 山村靖夫, 中野隆志, 安田泰輔（2017）青
木ヶ原樹海針葉樹林における標高と林分構造の関係. 
第64回日本生態学会（東京）
才木真太朗, 甲野裕理, 木村芙久, 丸山　温, 松山　秦, 
吉村謙一, 矢崎健一, 中野隆志, 石田　厚  （2017） 小笠
原の水利用戦略の異なる樹種における土壌乾燥勾配に
沿った乾燥耐性の変化. 第64回日本生態学会   （東京）
Shiyomi, M., Cheng,J., Chen,J., Hu,T., Yamamura,Y., 
Yasuda,T., Hori,Y., Nakano, T.   （2016） Changes  in 
small-scale  vegetation  spatial  patterns  following 
long-term livestock exclusion  in a typical grassland 
of  the Yunwushan National Nature Reserve  in  the 
semiarid Ningxia steppe, China. The 6th Korea-Chi-
na-Japan Grassland Congress   （Jeju, Korea）
Takanashi, S., Dannoura, M., Nakano,T., Kominami, 
Y., Miyama, T.  （2016） Seasonality of carbon flow in 
a pine tree estimated using  in situ 13C pulse-label-
ing method.  International Union of Forest Research 
Organizations　（IUFRO） Regional Congress of Asia 
and Oceania 2016   （Beijing, China）
和田龍一, 松見　豊, 高梨　聡, 深山貴文, 中野隆志, 望
月智貴,  谷　　晃,  米村正一郎,  植山雅仁,  宮崎雄三 
（2016）富士山麓森林におけるオゾンと窒素酸化物フ
ラックス計測の検討. 第22回大気化学討論会（札幌）
○奥矢　恵
奥矢　恵, 大場　修（2016）吉田口登山道における山
小屋建築の原初形態と建築的発展-富士山の山小屋建
築に関する研究（ 1 ）. 2016年度日本建築学会大会（福
岡）
奥矢　恵, 大場　修 （2017）吉田口登山道における山
小屋建築の成立過程とその形態-富士山の山小屋建築
に関する研究（ 2 ）. 2016年度日本建築学会関東支部
研究発表会（東京） 
奥矢　恵, 大場　修  （2017） 吉田口登山道における山
小屋建築の近代化のおこり-富士山の山小屋建築に関
する研究（ 3 ）. 2016年度日本建築学会関東支部研究
発表会（東京）
奥矢　恵, 大場　修  （2017） 吉田口登山道における山
小屋建築の近代化の様相-富士山の山小屋建築に関す
る研究（ 4 ）. 2016年度日本建築学会関東支部研究発
表会（東京）
成田啓司郎, 山田浩之, 立山耕平, 小笠原永久, 奥矢　恵, 
吉本充宏  （2017） 噴石衝突模擬実験による杉板の貫通
限界の評価. 第48回応力・ひずみ測定と強度評価シン
ポジウム   （（一社）日本非破壊検査協会　亀戸セン
ター）
○川口征司
浜　泰一, 本郷哲郎, 佐藤　望, 川口征司（2016）富士
山の環境保全を目的とした環境教育プログラム─鳴沢
小学校における「富士山のより良い姿」の実践─. 日
本環境教育学会関西支部大会   （神戸）
○佐藤　望
浜　泰一, 本郷哲郎, 佐藤　望, 川口征司（2016）富士
山の環境保全を目的とした環境教育プログラム─鳴沢
小学校における「富士山のより良い姿」の実践─. 日
本環境教育学会関西支部大会   （神戸）
2 ー 8 　行政支援等
［副所長］
○北原正彦
南アルプス市櫛形山アヤメ保全対策調査検討会委員、
山梨県富士山総合学術調査研究委員会自然環境部会調
査員、山梨県甲武信ユネスコエコパーク登録推進検討
委員会委員、山梨県レッドデータブック作成委員会オ
ブザーバー、県立日川高等学校スーパーサイエンスハ
イスクール運営指導委員会副委員長、県立都留高等学
校スーパーサイエンスハイスクール運営指導委員、南
アルプス世界自然遺産登録山梨県連絡協議会学術調査
委員会委員、南アルプス世界自然遺産登録山梨県連絡
協議会学術調査委員会専門部会委員、新山梨環状道路
（東部区間）環境影響評価技術アドバイザー、［山梨・
静岡・長野県］ 南アルプス山梨・長野・静岡 3 県総合
学術検討委員会委員、［山梨・静岡・長野県］ 南アル
プスユネスコエコパーク登録検討委員会委員、国土交
通省富士川砂防事務所「水と緑の渓流づくり調査」技
術アドバイザー
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［自然環境研究部］
○杉田幹夫
山梨県富士山総合学術調査研究委員会自然環境部会調
査員
○安田泰輔
富士河口湖町河口湖アレチウリ一掃作戦実行委員会委
員
○小平真佐夫
山梨県レッドデータブック作成委員会オブザーバー、
山梨県イノシシ・ツキノワグマ保護管理検討委員会オ
ブザーバー、山梨県希少野生哺乳類調査会会員
［環境共生研究部］
○長谷川達也
山梨県立科学館協議会委員、山梨県富士山総合学術調
査研究　自然環境部会委員、富士スバルラインの適正
利用と北麓観光振興検討委員会委員
○本郷哲郎
富士山青木ヶ原樹海等エコツアーガイドライン推進協
議会、国際自然保護連合世界保護地域委員会日本委員
会幹事
○池口　仁
　山中湖村景観審議委員会副会長
○菊池佐智子
埼玉県都市整備部公園スタジアム課：埼玉県営公園指
定管理者候補者選定委員会
［火山防災研究部］
○内山　高
富士山火山防災対策協議会構成員、富士山火山防災対
策協議会作業部会オブザーバー、富士山火山噴火緊急
減災対策検討会オブザーバー、環富士山火山防災協議
会オブザーバー、山梨県防災会議富士山火山部会オブ
ザーバー、富士山火山防災対策協議会山梨県コアグ
ループ会議担当者、富士山総合学術調査研究委員会自
然環境部会第三期委員、やまなし育水研究会委員
○吉本充宏
富士山火山防災対策協議会作業部会、富士山火山防災
対策協議会オブザーバー、富士山火山噴火緊急減災対
策検討会、環富士山火山防災協議会オブザーバー、山
梨県防災会議富士山火山部会オブザーバー、富士山火
山防災対策協議会山梨県コアグループ会議担当者、長
野県火山防災のあり方検討会委員、北海道駒ヶ岳火山
防災協議会専門委員、地震・火山噴火予知研究協議会
機関代表者、内閣府【噴火時等の避難計画の手引き作
成委員会】委員、科学技術・学術審議会測地学分科会、
国土交通省【火山灰等の堆積に起因する土石流により
被害の生じるおそれのある時期（土石流の雨量基準）
に関する検討会】委員、火山噴火予知連絡会御嶽山合
同観測班、富士北陵高校実践的防災教育推進事業実践
委員会委員、富士山火山防災計画検討委員会（平成28
年度第 2 回代理出席）、火山防災協議会に参画する火
山専門家等の連携会議、山梨大学工学部地域防災マ
ネージメントセンター委員、京都大学防災研究所桜島
火山観測所運営委員
○常松佳恵
富士山防災協議会、富士山火山防災協議会 3 県コア会
議
［環境教育・交流部］
○中野隆志
山梨県富士山総合学術調査研究委員会自然環境部会調
査員、富士河口湖町河口湖アレチウリ一掃作戦検討委
員会
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2 － 9 　出張講義等
［副所長］
○北原正彦
2016年 6 月12日
「チョウ相から見た秩父多摩甲斐国立公園─ユネスコ
エコパーク登録に向けて─」
やまなし環境会議環境基調講演会（山梨県立男女共同
参画推進センター）
2016年 7 月26日
「富士山の動物相の特徴と押し寄せる地球環境問題」
神奈川県立生田高等学校 学生（山梨県富士山科学研
究所）
2016年 8 月17日
「甘利山の生態系の現状と変化の実態」
山梨県立韮崎高等学校 学生（山梨県立韮崎高等学校）
2016年 8 月18日
「富士山に生息する動物の生態と最近の話題」
山梨県立都留高等学校 学生（山梨県立都留高等学校）
2016年 9 月30日
「富士山麓に生息するチョウ類の生態と保全について」
やまなし緑サポーター会研修会（山梨県自治会館）
2016年10月22日
「富士山の動物相と地球環境問題」
富士山科学講座（山梨県富士山科学研究所）
2016年11月 7 日
「甲府盆地の生き物と地球環境問題」
山梨県立大学 学生（山梨県立大学）
2016年11月10日
「甲府盆地の多様な生き物と押し寄せる地球環境問題」
山梨県立日川高等学校  1 年生（山梨県立日川高等学
校）
2016年11月12日
「南アルプスの生物多様性の特徴と魅力」
南アルプス学講座（韮崎市民交流センター）
2016年12月 4 日
「チョウ相から見た八ヶ岳中信高原国定公園─山梨 1
のチョウ類多様性を有する地域─」
やまなし環境会議公開環境講演会（山梨県立男女共同
参画推進センター）
［自然環境研究部］
○杉田幹夫
2016年 5 月19日
「富士山の環境を学ぶ〜人と自然が調和した地域を目
指す〜」
山梨県市町村 新任職員　（富士Calm）
2016年 8 月30日
「衛星画像から見る森林の変化」
やまなし緑サポーター会（山梨県立文学館）
2016年10月14日
「大きな枠から環境を把握する」
健康科学大学 学生（健康科学大学）
2016年11月18日
「衛星画像から見る森林の変化」
恵比寿・広尾・東地図美化推進委員会（山梨県富士山
科学研究所）
○安田泰輔
2016年 5 月22日
「河口湖のアレチウリ駆除について」
一万人の清掃活動 参加者（富士河口湖町）
2016年 7 月11日
「富士山地域の環境保全と外来植物による被害の現状」
　 中日本高速道路株式会社 社員（中日本高速道路株式
会社八王子支社）
2016年10月22日
「富士山の外来植物問題」
富士山科学講座（山梨県富士山科学研究所）
2016年11月25日
「植物生態学」
健康科学大学 学生（健康科学大学）
2016年 9 月30日
「富士山の外来植物問題」
やまなし緑サポーター会研修会（山梨県自治会館）
○大脇　淳
2016年 4 月14日
「キャリア調査研修」
東京都立葛飾総合高校  1 年生（山梨県富士山科学研
究所）
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2016年 5 月21日
「他地域と異なる富士山の里山」
富士山科学講座（山梨県富士山科学研究所）
［環境共生研究部］
○長谷川達也
2016年 5 月16日
「山梨県の水道水と健康」
山梨県高等学校教育研究会理科部会 教員（山梨県総
合教育センター）
2016年 6 月 9 日
「富士山周辺の地下水に含まれるバナジウムと健康」
山梨県市町村 新任職員（富士Calm）
2016年 7 月11日
「環境資源としての水」
山梨県立塩山高等学校  3 年生（山梨県富士山科学研
究所）
2016年 9 月24日
「富士山の恵みとしての水」
富士山科学講座　（山梨県富士山科学研究所）
2016年10月 6 日
「環境毒性学」
山梨大学  3 年生（山梨大学）
2016年10月13日
「環境毒性学」
山梨大学  3 年生（山梨大学）
2016年10月20日
「環境毒性学」
山梨大学  3 年生（山梨大学）
2016年10月27日
「環境毒性学」
山梨大学  3 年生（山梨大学）
2016年10月28日
「健康と環境」
富士吉田市立看護専門学校  3 年生（富士吉田市立看
護専門学校）
2016年11月 4 日
「健康と環境」
富士吉田市立看護専門学校  3 年生（富士吉田市立看
護専門学校）
2016年11月10日
「環境毒性学」
山梨大学  3 年生（山梨大学）
2016年11月17日
「環境毒性学」
山梨大学  3 年生（山梨大学）
2016年11月24日
「環境毒性学」
山梨大学  3 年生（山梨大学）
2016年12月 9 日
「健康と環境」
富士吉田市立看護専門学校  3 年生（富士吉田市立看
護専門学校）
2016年12月15日
「環境毒性学」
山梨大学  3 年生（山梨大学）
2016年12月22日
「環境毒性学」
山梨大学  3 年生（山梨大学）
2017年 1 月12日
「環境毒性学」
山梨大学  3 年生（山梨大学）
2017年 1 月19日
「環境毒性学」
山梨大学  3 年生（山梨大学）
2017年 1 月26日
「環境毒性学」
山梨大学  3 年生（山梨大学）
2017年 2 月 2 日
「環境毒性学」
山梨大学  3 年生（山梨大学）
○堀内雅弘
2016年11月25日
「環境と健康〜高所適応，暑熱環境への対応〜」
富士吉田市立看護専門学校  3 年生（富士吉田市立看
護専門学校）
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2016年12月 2 日
「環境と健康〜低体温症，大気汚染と酸化ストレスお
よび温度変化と生体適応〜」
富士吉田市立看護専門学校  3 年生（富士吉田市立看
護専門学校）
○池口　仁
2016年 6 月 3 日
「富士山北麓の身近な自然環境」
JICAコスタリカ国別研修（山梨県富士山科学研究所）
2016年 6 月22日
「ビオトープの調査と分析（実習）」
山梨英和高等学校 学生（山梨英和高等学校）
2016年11月19日
「富士山の保全と継承」
富士山科学講座（山梨県富士山科学研究所）
2016年11月24日
「タイムラインで考える災害と支援」
静岡県吉田町役場 職員（山梨県富士山科学研究所）
○宇野　忠
2016年10月31日
「山梨の気象と健康「盆地一帯の熱中症と対策」」
山梨県立大学  1 〜 3 年生（山梨県立大学）
2016年11月11日
「山梨県内の熱中症発生状況と熱中症のしくみから予
防を考える」
富士吉田市立看護専門学校  3 年生（富士吉田市立看
護専門学校）
2016年11月18日
「温暖化の現況と今後の対策」
富士吉田市立看護専門学校  3 年生（富士吉田市立看
護専門学校）
2016年11月26日
「登山中の体温変化　低体温症から熱中症まで」
一般（山梨県立八ヶ岳自然ふれあいセンター）
○小笠原　輝
2016年 7 月 9 日
「身近な自然との関わり方はどう変わってきたか」
AQUA SOCIAL FES ‼参加者セミナー（忍野村忍草
コミュニティセンター）
2016年11月11日
「山梨県をきっかけに「地域の環境」について考える」
健康科学大学 学生　（健康科学大学）
2016年11月16日
「身近な自然との関わり方はどう変わってきたか」
シチズン電子株式会社 職員（シチズン電子株式会社
本社）
2017年 1 月22日
「富士山の信仰と産業」
山中湖村民（山中湖村交流プラザきらら）
○菊池佐智子
2016年 6 月23日
「生きる力を取り戻す、緑のチカラ」
富士通アイ・ネットワークシステムズ株式会社 従業
員（富士通アイ・ネットワークシステムズ株式会社）
［火山防災研究部］
○内山　高
2016年 4 月23日
「火山としての富士山」
富士山科学講座（山梨県富士山科学研究所）
2016年 5 月22日
「火山噴火の仕組みと火山防災について」
富士吉田西ロータリークラブ（ハイランドリゾート）
2016年 6 月 5 日
「韮崎高校SSHフィールドワーク」
山梨県立韮崎高等学校 学生（韮崎市･北杜市）
2016年 6 月14日
「基礎地学 1 」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2016年 6 月16日
「富士山の火山噴火とその災害」
羽村市社会福祉協議会（山梨県富士山科学研究所）
2016年 6 月21日
「基礎地学 1 」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2016年 6 月21日
「生命と環境Ⅳ」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
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2016年 6 月22日
「富士山の火山噴火とその災害」
山梨県警察学校 学生（山梨県警察学校）
2016年 6 月28日
「基礎地学 1 」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2016年 6 月28日
「生命と環境Ⅳ」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2016年 7 月 5 日
「基礎地学 1 」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2016年 7 月 5 日
「生命と環境Ⅳ」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2016年 7 月 8 日
「富士山の火山噴火とその災害」
朝霧市消防団（山梨県富士山科学研究所）
2016年 7 月12日
「基礎地学 1 」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2016年 7 月12日
「生命と環境Ⅳ」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2016年 7 月19日
「基礎地学 1 」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2016年 7 月19日
「生命と環境Ⅳ」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2016年 7 月26日
「基礎地学 1 」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2016年 7 月26日
「生命と環境Ⅳ」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2016年 8 月 2 日
「基礎地学 1 」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2016年 8 月 2 日
「生命と環境Ⅳ」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2016年 8 月11日
「御中道の自然」
　山の日制定記念・富士箱根伊豆国立公園80周年記念
　御中道視察 参加者（御中道）
2016年 9 月15日
「富士山の火山噴火とその災害」
山梨県青色申告会連合会（甲府富士屋ホテル）
2016年 9 月18日
「富士山講座」
山梨県立都留高等学校 学生（山梨県富士山科学研究
所・五合目）
2016年10月 5 日
「富士山の自然環境と自然災害」
勝山中学校PTA講演会（富士河口湖町立勝山中学校）
2016年11月 6 日
「噴火による災害と防災」
入善町消防団　（山梨県富士山科学研究所）
2016年11月10日
「富士山の火山噴火とその災害」
河口湖ライオンズクラブ（富士河口湖町）
2016年11月18日
「富士山講座」
健康科学大学 学生（健康科学大学）
2016年11月29日
「生命と環境Ⅴ」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2016年12月 6 日
「生命と環境Ⅴ」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2016年12月13日
「生命と環境Ⅴ」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
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2016年12月20日
「生命と環境Ⅴ」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2017年 1 月13日
「富士山の火山噴火とその災害」
福祉保健部健康危機管理実務研修会（山梨県中北保健
福祉事務所）
2017年 1 月17日
「生命と環境Ⅴ」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2017年 1 月24日
「生命と環境Ⅴ」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2017年 1 月31日
「防災学習会」
中日本高速道路株式会社 社員（山梨県富士山科学研究
所）
2017年 1 月31日
「生命と環境Ⅴ」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2017年 2 月 4 日
「火山としての八ヶ岳」
一般（山梨県立八ヶ岳自然ふれあいセンター）
2017年 2 月15日
「富士山の火山噴火とその災害」
陸上自衛隊第 1 師団司令部（山梨県富士山科学研究所）
2017年03月31日
「河口湖の水質浄化に関する研究報告会」
富士・東部建設事務所吉田支所 職員（富士河口湖町）
○吉本充宏
2016年 4 月12日
「自然と生命Ⅳ」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2016年 4 月19日
「自然と生命Ⅳ」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2016年 4 月19日
「基礎地学Ⅰ」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2016年 4 月21日
「富士山の火山噴火とその災害」
地質委員会地質研修会（富士山周辺）
2016年 4 月22日
「富士山について」
河川砂防管理担当者会議（恩賜林記念館）
2016年 4 月26日
「自然と生命Ⅳ」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2016年 4 月26日
「基礎地学Ⅰ」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2016年 4 月28日
「活動火山対策特別措置法における避難確保計画の作
成について」
富士スバルライン自主防災協議会打ち合せ会（富士吉
田合同庁舎）
2016年 5 月10日
「自然と生命Ⅳ」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2016年 5 月10日
「基礎地学Ⅰ」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2016年 5 月13日
「富士山火山噴火の特性と噴火遭遇時の対処」
富士山吉田口 5 合目自主防災会（山梨県富士山科学研
究所）
2016年 5 月17日
「自然と生命Ⅳ」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2016年 5 月17日
「基礎地学Ⅰ」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2016年 5 月31日
「自然と生命Ⅳ」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
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2016年 6 月 7 日
「自然と生命Ⅳ」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2016年 5 月18日
「富士山の火山災害とその軽減を考える」
信友経営者会セミナー（山梨信用金庫小笠原支店）
2016年 5 月18日
「富士山火山噴火の特性と噴火遭遇時の対処」
富士山登山ガイド研修会（富士吉田市市民会館）
2016年 6 月15日
「御嶽山と富士山」
JICA中南米地域火山能力強化研修（札幌市JICA札幌）
2016年 6 月15日
「北海道駒ヶ岳火山の噴火と災害」
JICA中南米地域火山能力強化研修（札幌市JICA札幌）
2016年 6 月16日
「富士山の火山噴火とその災害」
羽村市社会福祉協議会（山梨県富士山科学研究所）
2016年 6 月16日
　「火山能力強化研修現地視察　北海道駒ヶ岳」
JICA中南米地域火山能力強化研修（北海道茅部郡森
町）
2016年 7 月 2 〜 4 日
「2016年ゴールドシュミット国際会議巡検案内」
2016年ゴールドシュミット国際会議参加者（富士山・
箱根山）
2016年 7 月11日
「火山能力強化研修現地視察」
JICA中南米地域火山能力強化研修　（富士山宝永火
口）
2016年 7 月12日
「火山能力強化研修」
JICA中南米地域火山能力強化研修　（山梨県富士山科
学研究所）
2016年 7 月12日
「富士山の火山噴火とその災害」
西桂町民（西桂町立西桂中学校）
2016年 7 月22日
「防災対策講習会」
山梨県立ふじざくら支援学校 職員（山梨県立ふじざ
くら支援学校）
2016年 7 月28日
「河川砂防関連事業において留意すべきこと」
山梨県河川砂防協会通常総会特別講演（山梨県立図書
館）
2016年 8 月 9 日
「教員研修会セミナー「火山ってなんだろう」」
山梨県教員（山梨県富士山科学研究所）
2016年 8 月 9 日
「教員研修会「火山岩に含まれる鉱物の観察」」
山梨県教員（山梨県富士山科学研究所）
2016年 8 月10日
「教員研修会・巡検」
山梨県教員（富士山 5 合目他）
2016年 8 月18日
「北海道駒ヶ岳火山の活動履歴とその災害」
北海道駒ヶ岳火山防災協議会（北海道茅部郡森町公民
館）
2016年 8 月29日
「富士山の火山噴火とその災害」
裾野市・御殿場市在住者（矢崎総業株式会社）
2016年 9 月18日
「富士山講座」
山梨県立都留高等学校 学生（山梨県富士山科学研究
所・富士山五合目）
2016年 9 月21日
「富士山の火山噴火とその災害」
県境を越えた防災連携会議　（山梨県富士山科学研究
所）
2016年 9 月23日
「防災講話」
山梨県立富士北稜高校  2 年生（山梨県立富士北稜高
校）
2016年10月 4 日
「火山噴火物の生成過程と地層による噴火履歴・環境
への影響について」
鹿部町立鹿部小学校  6 年生（鹿部小学校及び駒ヶ岳
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噴火痕跡地）
2016年10月 4 日
「火山噴火のしくみと火山防災及び火山からの恩恵に
ついて」
鹿部町立鹿部小学校  5 年生（鹿部小学校及び駒ヶ岳
噴火痕跡地）
2016年11月17日
「防災講話」
山梨県立富士北稜高等学校  2 年生（山梨県立富士北
稜高等学校）
2016年12月 2 日
「富士山と環境　第 9 回「火山噴火とその防災」」
健康科学大学 学生（健康科学大学）
2016年12月15日
「富士山噴火の仕組みと被害」
峡東圏地域防災リーダー養成講座（山梨市民会館）
2016年12月20日
「近年の噴火災害から考える富士山の火山防災」
一般（山梨県生涯学習推進センター）
2017年 1 月 6 日
「富士山北麓雁ノ穴火口地域のトレンチ調査（速報）」
富士山火山防災対策協議会作業部会（気象庁）
2017年 1 月11日
「富士山火山防災研修会「火山と噴火」」
山梨県火山防災担当者（山梨県富士山科学研究所）
2017年 1 月12日
「富士山の噴火活動と都留市の関わり」
山梨県立都留興譲館高等学校 学生　（山梨県立都留興
譲館高等学校）
2017年 1 月14日
「Utokyo / ANU Exchange in Tokyo」
東京大学学生、オースオラリア国立大学学生（富士山
周辺）
2017年 2 月24日
「火山と防災」
富士箱根伊豆交流圏市町村ネットワーク会議（山梨県
富士山科学研究所）
2017年 3 月 5 日
「富士吉田近郊の噴火の爪痕、最近の調査で見えてき
たこと」
富士吉田市防災講演会（ふじさんホール）
2017年03月 8 日
「火山について学ぼう」
富士河口湖町立河口湖北中学校  1 年生（富士河口湖
町立河口湖北中学校）
○山本真也
2016年 5 月24日
「基礎地学I「地球の歴史を読み解く①」」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2016年 5 月31日
「基礎地学I「地球の歴史を読み解く②」」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2016年 6 月 7 日
「基礎地学I「地球と生命の進化 1 」」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2016年 6 月14日
「基礎地学I「地球と生命の進化 2 」」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2016年 9 月16日
「総合基礎科目「富士山と環境」「地球環境変動」」
都留文科大学 学生（健康科学大学）
2016年 9 月24日
「富士五湖の湧水と自然環境」
富士山科学講座（山梨県富士山科学研究所）
2016年10月 4 日
「自然と生命V「オリエンテーション」」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2016年10月11日
「自然と生命V「太陽系と地球の誕生」」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2016年10月18日
「自然と生命V「大陸の進化と生命の誕生」」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2016年10月25日
「自然と生命V「光合成の始まりと地球環境の変化」」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
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2016年11月 1 日
「自然と生命V「古生代の生物進化と大量絶滅」」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2016年11月 8 日
「自然と生命V「中生代の生物進化」」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2016年11月15日
「自然と生命V「隕石衝突と恐竜の絶滅」」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2016年11月22日
「自然と生命V「新生代の生物と人類の進化」」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2017年 1 月14日
「Utokyo / ANU Exchange in Tokyo」
東京大学学生、オーストラリア国立大学学生（富士山
周辺）
○常松佳恵
2016年 6 月 3 日
「富士山の火山噴火とその災害」
JICAコスタリカ国別研修（山梨県富士山科学研究所）
2016年 7 月 2 〜 4 日
「2016年ゴールドシュミット国際会議巡検案内」
2016年ゴールドシュミット国際会議参加者（富士山・
箱根山）
2016年10月30日
「富士山火山噴火とその災害」
宇都宮市陽東地区婦人防火クラブ（山梨県富士山科学
研究所）
2016年11月 4 日
「富士山の火山噴火とその災害」
山梨県危険物安全協会 会員（山梨県男女共同参画推
進センター）
2017年 1 月14日
「Utokyo / ANU Exchange in Tokyo」
東京大学学生、オーストラリア国立大学学生（富士山
周辺）
○馬場　章
2016年 4 月14日
「キャリア調査研修」
東京都立葛飾総合高等学校  1 年生（山梨県富士山科
学研究所）
2016年 6 月15日
「富士山の火山噴火とその災害」
富士吉田市立吉田小学校  3 〜 6 年生・保護者（富士
吉田市立吉田小学校）
2016年 7 月 1 日
「富士山の火山噴火とその災害」
朝霧市消防団　（山梨県富士山科学研究所）
2016年 9 月26日
「富士山の火山噴火とその災害」
甲府防火協会（ホテルクラウンパレス甲府）
2016年10月 7 日
「大地のつくり」
富士河口湖町立勝山小学校  6 年生（富士河口湖町立
勝山小学校）
2016年10月12日
　「日本火山学会現地討論会「富士山 宝永火口ほか」」
火山学会会員（富士山山麓）
2016年10月12日
　 「日本火山学会現地討論会「富士山北麓 雁の穴溶岩・
青木ヶ原溶岩」」
火山学会会員（富士山山麓）
2016年11月13日
「富士山の溶岩を歩く」
一般（ふじさんミュージアム）
2016年12月14日
「富士山の火山噴火とその災害」
山梨県立吉田高等学校  2 年生（山梨県富士山科学研
究所）
［環境教育・交流部］
○中野隆志
2016年 4 月03日
「富士山の植物の生態」
立正大学  1 年生（山梨県富士山科学研究所）
2016年 5 月18日
「樹海の成り立ちの観察及び植物観察のための事前学
習」
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富士河口湖町立勝山小学校 教員（青木ヶ原）
2016年 5 月21日
「富士山の植物の特徴と生態」
富士山科学講座（山梨県富士山科学研究所）
2016年 5 月22日
「河口湖のアレチウリ駆除について」
一万人の清掃活動参加者（富士河口湖町）
2016年 5 月26日
「富士山の植物　その特徴と生態」
山梨県市町村総合事務組合 新任職員（富士Calm）
2016年 8 月11日
「御中道の自然」
　 山の日制定記念・富士箱根伊豆国立公園80周年記念御
中道視察参加者（御中道）
2016年 8 月20日
「富士山の植物　その特徴と生態」
世界遺産富士山講座（山梨県立富士山世界遺産セン
ター）
2016年 9 月 2 日
「富士山の植物　その特徴と生態」
山梨大学コア・サイエンス・ティーチャー養成プログ
ラム（山梨県富士山科学研究所・御中道）
2 －10　受賞等
［所長］
○藤井敏嗣
　日本火山学会論文賞
安田　敦, 吉本充宏, 藤井敏嗣（2015）「姶良火砕噴火
のマグマだまり深度」火山，60, 381-397.
［自然環境研究部］
○安田泰輔
The Best Poster Presentataion Award. The 6th Ko-
rea-China-Japan Grassland Congress.
Masae Shiyomi,  Jimin Cheng,  Jun Chen, Tianming 
Hu, Yasuo Yamamura, Taisuke Yasuda, Yoshimichi 
Hori, Takashi Nakano　（2016）「Changes  in  small-
scale vegetation spatial patterns following long-term 
livestock exclusion in a typical grassland of the Yun-
wushan National Nature Reserve  in  the  semiarid 
Ningxia steppe, China」
［火山防災研究部］
○吉本充宏
日本火山学会論文賞　
安田　敦, 吉本充宏, 藤井敏嗣（2015）「姶良火砕噴火
のマグマだまり深度」火山，60, 381-397. 
［環境教育・交流部］
○中野隆志
The Best Poster Presentataion Award. The 6th Ko-
rea-China-Japan Grassland Congress.
Masae Shiyomi,  Jimin Cheng,  Jun Chen, Tianming 
Hu, Yasuo Yamamura, Taisuke Yasuda, Yoshimichi 
Hori, Takashi Nakano　（2016）「Changes  in  small-
scale vegetation spatial patterns following long-term 
livestock exclusion in a typical grassland of the Yun-
wushan National Nature Reserve  in  the  semiarid 
Ningxia steppe, China」
第64回日本生態学会ポスター賞［植物生理生態］分野
優秀賞
松山　秦，坂田　剛，安元　剛，神保　充，渡部終五, 
河田　凛，吉村謙一，才木真太朗，関川清広，中野隆志, 
石田　厚
（2017）「葉内のCO 2 不足に誘導される光合成能力の上
昇〜ポリアミンによる光合成促進の寄与〜」
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3 　環境教育・交流事業
3 － 1 　環境教育・情報事業
3 － 1 － 1 　教育事業
1 　環境教室
幼児から大人まで、学校や各種団体を対象に、基礎的
な環境学習を行うことを目的に実施している。研究所周
辺の森の観察、ネイチャーゲームなどを通して、富士山
の成り立ちや森で生きている動植物について学ぶ「森で
の自然体験学習」、スライドや映像を使って、富士山の
自然や自分たちの生活と地域、さらには地球の環境との
つながりについて学ぶ「映像を使った地域環境学習」、
自然の不思議さを実体験する「工作」など、手作り体験
型のプログラムを組み合わせて提供している。
H28年度の「環境教室」利用者数は、昨年度比でおよ
そ 7 ％（約700名）の減少となった。利用団体の内訳で
比べても、すべての種別において利用者数、団体数とも
に減少した。その理由としては、県外については、東京
都の学校の中に本年度の利用がなかったことが挙げられ
る。県内の学校でも、複数学年にまたがって利用してい
るところがあり、その場合には隔年又は数年に一度利用
している。また、「環境教室」は、雨天時のみ利用の団
体も受け付けている。H28年度は、26団体（約2,200名）
が当日晴天であったため、キャンセルとなった。
利用団体数（団体種別）
種別 団体数
幼稚園・保育園     3
小学校   93
中学校   33
高校･大学     5
一般   13
行政機関     3
合計 150
参加者からはプログラムやスタッフの解説、対応に満
足している声が多数寄せられている。「研修室での学習
はクイズ形式で飽きずにできた。」「ていねいな説明で分
かりやすかった。」「到着時刻が早く（遅く）なってしまっ
たが、柔軟に対応してもらえてよかった。」などの回答
があった。
今後、スタッフ同士で連携を取りながら学習の均等性
や質の高さをしっかりと担保することや、新たな知見を
「環境教室」の中に常に反映させていくことなどについ
て留意していく必要がある。
自然観察学習では、少人数のグループで学習するので
満足度が高い。ただ、自然を対象とするので、事故の防
止には最大限に気を配っていかなければならない。本年
度も安全面に十分配慮したこと、また事前に木道等の施
設点検を十分に行ったことから、事故等は発生していな
い。
10月には、研究所周辺で熊の出没情報があったため、
安全が確認されるまで自然観察学習が行えない時期が
あった。これを機に、野生動物の特性や万が一遭遇した
ときの対処法を研究員から学ぶことで、スタッフの危機
管理意識を高めた。
月別利用状況
月 受講者数（団体数）
4 月      306 （　    4）
5 月   2,209 （　  34）
6 月   1,957 （　  28）
7 月   2,101 （　  26）
8 月      397 （　    9）
9 月   1,184 （　  14）
10月   1,744 （　  28）
11月      269 （　    5）
12月      144 （　    2）
1 月          0 （　    0）
2 月          0 （　    0）
3 月          0 （　    0）
合計 10,311 （　150）
来年度に向けて、県内の団体数が県外の団体数を下
回っているので、広報活動を充実させていくことが必要
である。利用の少ない県内地域には、直接学校を訪問し
ていくことも検討したい。また、スライドは、富士山に
関する内容をさらに充実させていく。開始時刻やプログ
ラムなどについて、今後とも団体の要望になるべく応え
られるようにしていきたい。あわせて、東京都や静岡県
など近隣都県の教育委員会にも利用を呼びかけていく。
なお、今後はより利用者に親しんでもらい、その内容
を分かりやすくするため、「ふじさん自然教室」という
名称を使っていく。
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2 　富士山学習支援事業
富士山が世界文化遺産に登録され、その環境保全のあ
り方が問われるなか、富士山北麓市町村の小中学校にお
いて、富士山学習の気運が高まってきている。また、そ
の輪は山梨県全体にまで広がろうとしている。富士山に
関わる様々なテーマについて学習する機会を提供するこ
とで、身近にある富士山についてより知り、その自然環
境を保全していこうとする児童生徒の育成を目指し、富
士山学習支援事業を展開してきた。環境教育・交流部ス
タッフが、研究所での研究成果を取り入れたスライド学
習やネイチャーゲームを行っている。本年度は、甲府、
中巨摩、南巨摩などの小中学校からも支援の要請があり、
富士山についての学習に加え、それぞれの地域の特徴を
考慮したプログラムを実施した。地域により密着した学
習を推進していくため、北麓の教育センター、教育研修
所と連携した取組を進めた。また、北麓地域小中学校の
管理職の学習会や静岡県教育委員会の学習会で、この事
業の紹介を積極的に進め、地域学習としての富士山学習
の大切さを広めた。平成28年度の利用人数は、1,549名
と前年度の1,850名より人数的には減少したが、小規模
校の学校による依頼が多く寄せられたためである。依頼
件数は、前年同様33件であった。
富士山学習実施記録　　
月日 校種 人数 内　　容 担当
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富士山の自然、火山、植生
富士山の自然、世界遺産
ネイチャーゲーム、パネル学習
富士山の成り立ち、動物と植物
富士山の成り立ち、動物と植物
富士山の成り立ち、動物と植物他
富士山の成り立ち、動物と植物他
富士山の成り立ち、自然一般
世界文化遺産、富士講と信仰
富士山の水と水道の歴史
学校における富士山教育
富士山の水と水道の歴史
富士山噴火〜火山噴火と災害〜
富士山の自然〜動物を中心に〜
学校における富士山教育
富士山の自然、富士山の環境問題
自然と地球関係
火山噴火とアナログ実験
富士山噴火〜火山噴火と災害〜
富士山の噴火と大地のつくり
富士山噴火〜火山噴火と災害〜
富士山の自然（動物・植物他）
富士山の動物
富士山の形と成り立ち
地震や火山の噴火による災害
郷土の発展に尽くした人々
水の循環、生き物のつながり
富士山の形と成り立ち
富士山の自然
富士山の水と水道の歴史
郷土の発展に尽くした人々
川口
川口
渡辺 堀内
佐藤
川口
川口
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佐藤
川口
川口
川口
川口
川口
川口
川口
川口
川口
川口
川口
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川口
佐藤
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佐藤
佐藤
川口
佐藤
佐藤
川口
佐藤
10
3
7
8
小
中
33
34
大地のつくり（石や砂の観察）
火山と噴火、火成岩のできかた
馬場
吉本･渡辺
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3 　人材育成事業
（ １）富士山科学カレッジ
富士山の自然や地域の環境問題に関する知識を習得し
ながら、富士山の環境保全に対する関心を持つ人材を育
成することを目的に、山梨県に在住、在勤、在学の高校
生以上を対象に、「富士山科学カレッジ」を開講してきた。
今年度は、必修講座を富士山科学講座（全 6 回）と臨地
講座（山野草、野鳥、植物、火山から一つを選択）の受
講、選択講座を企画展示あるいは「森のガイドウォーク」
への参加として、富士山に関する基礎的な知識を広く習
得できるよう再編した。全 8 講座を受講した17名に修了
証を授与した。
（ 2）富士山科学カレッジ大学院
富士山や地域の自然と人との関わり、環境保全への取
り組みについて学び、地域、特に富士山の環境保全に主
体的に関わろうとする姿勢を培うことを目的に、昨年度
の富士山科学カレッジ修了者のうち希望者を対象に開講
した。今年度は、必修講座を富士山科学講座（全 6 回）、
臨地講座（山野草、野鳥、植物、火山から一つを選択）、
研究成果発表会の受講、選択講座をスキルアップセミ
ナーから 2 講座の受講として、全10講座を受講した14名
に修了証を授与した。
（ ３）自然解説員育成研修
富士山科学カレッジ大学院の修了者に対し、生涯学習
支援の一環として、富士山の自然に関する知識をさらに
深めるとともに、地域の環境保全に主体的に取り組む活
動のひとつとして、自然解説を実践する人材を育成する
ことを目的として研修を行った。さらに、この研修修了
後には、研究所内の観察路を利用する「森のガイドウォー
ク」で自然解説を行ってもらうことで、研究所と地域の
連携を深めることも大きな目的のひとつである。
教育スタッフや、富士山科学研究所自然解説員が行う
ガイドウォークに参加し、インタープリテーションの研
修を積んだ。その後、自分自身でガイドプログラムを作
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成し、教育スタッフや自然解説員にガイド実習を行うこ
とでさらに研修を重ね、今年度は 6 名が修了した。
4 　自然体験事業
（ １）もりのおはなしかい
幼児から小学校低学年を対象に、絵本に親しみ自然と
ふれ合うことを目的として、毎月実施してきた。大型絵
本や紙芝居などを使った絵本の読み聞かせを中心に、お
りがみ教室や自然観察なども行い、親子で楽しい時間を
過ごしてもらうことができた。雨天時や寒冷期は、外の
森が観察できる屋内のホールで実施した。冬季は寒さの
ため、森での観察対象が少なくなるが、参加者の中には
自然と触れ合う体験を望む声が多い。そのため、寒い時
期であることを活かした企画「そとをかんさつしよう」
（ 1 月に実施）「こおりのケーキづくり」（ 2 月に実施）
を行った。標高1000ｍの本施設では、屋外に水を入れた
バケツを置くことで大きな氷を作ることができる。様々
な季節があることを再認識し、季節感を楽しみ、移りゆ
く季節を感じてもらうことで自然に親しむ機会となって
いる。参加者への手作りのお土産も好評であった。
開催日ごとの参加者数
開催月日 テーマ 参加者数（名）子どもおとな
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ピクニックにいこう
とりのおはなし
ぴちぴち　ちゃぷちゃぷ
なつだ！そとへでかけよう！
みんなかくれんぼ
おつきさんこんばんは
あきのみのり
いそいでふゆじたく
もりのクリスマス
ぶるぶるさむい
にほんのおはなし
はるよこい
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昨年度大幅に増えた参加者だが、今年度は50名ほど少
なかった。ただ、400名を超える参加者が集まっており、
毎回参加するリピーターや事業の定着が見られた。今後
は、新規参加者が増えるようさらなる広報活動等に力を
注いでいきたい。おりがみ教室や自然とふれ合うことを
取り入れながら、本研究所ならではの「おはなしかい」
を工夫していくことが大切である。また、近隣施設を含
め連携した取組も進めていきたいと考えている。
（ 2）親子森を楽しむ会（参加者：４４名）
期日：平成28年 6 月 4 日・平成29年 2 月 4 日
「ネイチャーゲームや環境工作などをとおして、自然
を五感で感じ、身近な環境に興味を持ってもらう。また、
親子が協力しながら楽しむことができるような機会とす
る。」ことを目的として、県内の小学生とその保護者を
対象に実施した。参加希望者が多いため、今年度は 6 月
と 2 月の 2 回、実施した。
季節に合わせて、野外で「フィールドクイズラリー」
や「冬芽観察」、室内で「森の材料を使った工作」や「富
士山型のキャンドルと台づくり」を行った。出来上がっ
た作品は、全員で鑑賞した後、家に持ち帰ってもらった。
今後も、実施時期に合わせ、参加者の満足する内容を
考えていきたい。
（ ３）森のガイドウォーク（参加者数：66４人）
　研究所が立地している剣丸尾のアカマツ林内を、自然
解説員の案内で歩き、富士山の成り立ちや森の遷移、そ
こに暮らす動物の特徴について解説するプログラムを実
施した。
　春16日間、夏32日間、秋16日間の計64日間実施し、各
日とも 1 日 5 回（午前 2 回、午後 3 回）行った。春は
155　名、夏は395名、秋は114名の計664名が参加した。
　参加者の声やアンケート結果からも、本事業に対する
人気や関心は年々高まっている様子がうかがえる。さら
なる事業の拡大とその周知を積極的に図っていき、多く
の人が気軽に自然と触れあう機会を提供していきたい。
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５ 　展示
（ １）環境学習室
「環境学習室」は、来館者が自由に環境学習を行える
施設として開設してきた。しかし、学習機器は老朽化な
どによる不具合のため、開館当初から稼働している機器
は半数にまで減り、機器についても情報の陳腐化が著し
くなった。その間、マリモの展示や地球温暖化を解説す
る自作パネル展示、富士山や火山に関する展示コーナー
設置などの対策を取ってきた。しかしながら、機器の不
具合が甚だしくなったため、昨年 3 月 9 日をもって一時
閉鎖することになった。一時閉鎖中の対応として、エン
トランスホールに、見て触って感じて考えることができ
る富士北麓の植物、昆虫、鳥、動物についての 4 枚の手
作り展示パネルを製作した。
今後は、「環境学習室」リニューアルに向けて撤去工
事を行い、研究員の研究内容や研究成果に関する展示を
行う場所とする計画である。さらに、この展示をもとに
環境学習プログラムを開発し、展示と環境学習ができる
「多目的スペース」としてオープンする予定である。
（ 2）企画展
3 期に分けて、企画展を実施した。研究所の研究成果
をもとに、研究員の監修のもと、利用者が分かりやすい
ように工夫をこらしながら、グラフィックパネルと実物
展示を交えて紹介するという形を取っている。来館者か
らの声も好評であり、多数の利用があった。今後も、研
究所での研究内容に関連した展示を行うことで、より多
くの人たちに富士山と研究所のことについて理解しても
らえる機会としていきたい。（総利用者数：7,980名）
企画展「富士北麓のチョウ～チョウからひもとく富士山
の多様性～」　　
期日：平成28年 3 月22日〜 6 月22日
監修：北原正彦、大脇　淳（自然環境研究部）
協力：早見正一、小口尚良
これまでの研究成果をもとに、富士山の豊かな自然環
境とチョウとの関わりを紹介し、生物多様性の保全と環
境保全に関心を広げてもらうことを目的として開催し
た。エントランスホールに、研究成果をまとめた解説ポ
スター10点とともに、富士山麓に生息するチョウの実物
標本40点や写真10点あまりを展示した。富士北麓には、
日本に生息するチョウのうち約半数の120種類が生息し
ているが、生息場所が少なくなり絶滅しそうなチョウも
いる。富士山には、なぜ多様なチョウが生息しているの
か知ってもらうとともに、チョウを絶滅から守るため、
私たちにできることは何かを問う構成とした。展示を見
た人からは、「チョウのことがわかりやすくクイズ形式
で展示されていてよかった。」、「富士山のふもとのチョ
ウの様子がよくわかった。」といった声を聞くことがで
きた。アンケートからも、非常に満足度が高かったこと
がわかった。（利用者数：3,208名）
企画展「火山としての富士山」
期日：平成28年 7 月 9 日〜11月 6 日
監修：藤井敏嗣、荒牧重雄、火山防災研究部
協力：山梨県立科学館
展示にあたっては、順路に従い見ていくことで「火山
としての富士山」を理解できるように工夫した。展示パ
ネルを統一感が出るよう、手作りの立体展示や具体物・
模型などを効果的に配置することに留意した。クイズ形
式で利用者に問いかける方式に加えて、正解は小箱の扉
を開けて確かめるといった仕掛けが利用者に好評であっ
た。
また、火山活動によって地表に現れる現象と噴出物を
まとめてわかりやすく伝えるために、研究員の監修のも
とに模型を作り設置した。この模型があることにより、
子どもたちやいっしょにいる大人も興味を持って立ち止
まり、見入っていることが多くあった。赤色立体地図模
型と合わせて、利用者への印象は強かった。
さらに、火山防災に備えるための防災グッズの展示も
行った。マネキンの親子を使い、実際に防災グッズを身
につけた姿を来館者に紹介することができた。また、非
常食などを実際に手にとってもらえるように展示するこ
とで、防災意識の高揚につながっていたのではないかと
考える。
御嶽山噴火を教訓とし、富士山に焦点を当てながら、
どんな山にも通じる防災・減災の方法について紹介する
ことができた。（利用者数：3,586名）
企画展「楽しい登山のススメ」
期日：平成28年11月28日〜平成29年 3 月17日
監修：堀内雅弘（環境共生研究部）
　富士山が世界遺産に登録され、富士登山への注目が集
まっているが、簡単に登れる山だとの認識から、適切な
装備をせずに登山し、高山病になってしまうこともある。
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富士登山中の急性登山病の実態や登山中の生理応答につ
いての研究成果から、高山病のリスクを少しでも減らし、
安全で快適な登山へのきっかけとしてもらうことを目的
に開催した。
利用者にわかりやすい解説をと考え、先生と生徒の対
話形式の中で高山病について理解してもらうようパネル
の構成を工夫した。手作りキャラクター人形に、利用者
も親しみを感じてくれていた。解説内容は、富士山の基
本的な説明から、高山病の原因とその仕組み、さらには
予防法や対処法へとつなげていった。最後に、富士山の
快適な登山のために、タイムスケジュールをわかりやす
く提示し、必要な登山用具についても実物や手作り模型
を展示した。実験の入っていない時期には、酸素発生器
（低酸素システム）の実物を展示することができ、利用
者は興味深く見ていた。また、パルス・オキシメーター
を手にとって、自分の血液中の酸素飽和度を測っている
人の姿もあった。
登山シーズンの時期に、この展示をまた見たいという
声も聞かれた。（利用者数：1,186名）
（ ３）火山防災パネル展
日時：平成28年 6 月28日（火）〜 7 月 8 日（金）
会場：エントランスホール
国土交通省富士砂防事務所と富士川砂防事務所との共
催で、「富士山の自然・火山防災を知ろう」をテーマに、
火山防災研究部が中心となり、富士山火山防災ウィーク
パネル展を開催した。平成28年度で、12回目の開催となっ
た。
富士山は今すぐ噴火する状況ではないが、噴火した場
合にどのような影響があるのか、被害をできる限り少な
くするためには、日頃からどのような対策・準備をする
かなどを考えておく必要がある。火山防災や防災教育を
進めるにあたって、富士山に対する理解を深めるために
役立つ展示であった。（利用者数：423名）
3 － 1 － 2 　情報事業
1 　環境情報センター
（ １）資料所蔵状況
環境情報センターでは、富士山の自然や地域の環境に
ついて学べる図書・映像資料をそろえ、誰でも自由に利
用してもらうとともに、県内に在住または在学、在勤の
人には貸出を行っている。
一般書、児童書ともに、環境教育・交流部スタッフが
選書を行った。自然科学分野を中心に収集を行い、富士
山に関する資料だけではなく、火山に関する資料や防災
関係の資料なども購入した。
また、今年度は利用頻度の低い刊行物のバックナン
バーを整理し、年々増加する新しい資料の所蔵場所の確
保を行った。
図書
和 書 17004冊
洋 書 593冊
児 童 書 4451冊
合 計 22138冊
ＡＶ
資料
ビ デ オ 587点
Ｄ Ｖ Ｄ 234点
ＣＤ－ＲＯＭ 341点
合 計 1162点
逐次
刊行物 総タイトル数 733ﾀｲﾄﾙ
その他 地図・大型絵本・紙芝居等 176点
※ 図書管理システムの変更により、資料区分が昨年度ま
でと変わっている。
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（ 2）利用状況
情報センター利用者数　総計 4970人
個人利用 人　数 4638人
団体利用 人　数 332人
個人貸出
人　数 617人
図書貸出数 1825冊
AV貸出数 66本
図書相互貸出
貸出
件数 3 件
冊数 3 冊
借受
件数 4 件
冊数 5 冊
図書団体貸出
件　数 12件
冊　数 295冊
特別貸出
件　数 1 件
冊　数 2 冊
ビデオ視聴
人　数 2 人
本　数 1 本
ＤＶＤ視聴
人　数 99人
本　数 26枚
学習用PC
「しえん君」 人　数 149人
レファレンス（調査相談） 27件
今年度も利用者が減少した。個人利用者数は増加した
が、団体利用人数が昨年度に比べ 3 分の 1 ほどに減った
ことが大きな要因である。団体利用は環境教室としての
利用が主であり、セットで見学となっていた環境学習室
が平成28年 3 月に閉鎖したことに伴い、利用が大きく減
少した。情報センターのみでは利用できる人数にも限り
があるため、少人数の団体利用が多かったことも影響し
ている。貸出では、個人貸出、団体貸出ともに増加した。
特に、団体貸出は昨年に比べ約 2 倍になった。
（ ３）情報発信
（ ３）- １ 　環境学習用PC「しえん君」
環境学習用PC「しえん君」は、センターの蔵書検索や、
インターネット上にある環境関連の専門サイトを利用し
た環境学習、身近な自然クイズなどが利用できるシステ
ムである。タッチパネルで操作するので、子どもから大
人までわかりやすく操作でき、円滑に学習できるように
なっている。環境教室でのセンター利用時やもりのおは
なしかいの開催時には、多くの子ども達が利用している。
（ ３）- 2 　環境情報センター情報紙・メールマガジン「け
んまるび」
より多くの県民にセンターを知ってもらい、利用者増
加を図るため平成20年11月から「環境情報センターだよ
り」を発行し、情報を発信してきた。また、平成21年度
からは外部サイト「やまなしくらしねっと」のメールマ
ガジン配信機能を利用し、「環境情報センターメールマ
ガジン」を毎月 2 回発行してきた。
これらの発行物は平成23年 4 月から記事を一体化し、
環境情報センター情報紙「けんまるび」とした。記事と
して新着図書の紹介、もりのおはなしかいを始めとする
研究所内のイベント案内を載せ、毎月 5 日に発行してい
る。
プリント版「けんまるび」の配布場所は県内の各図書
館とし、広く県民に情報を届けるように配慮した。
メールマガジン版「けんまるび」は引き続き「やまな
しくらしねっと」のメールマガジン配信機能を用いて希
望者へ配信を行った。
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3 － 2 　広報・交流事業
3 － 2 － 1 　広報事業
1 　ICT広報
（ １）ホームページの管理更新
平成26年度、研究所の改編に伴い設置されたホーム
ページのうち、今年度の研究課題の更新や各種事業・イ
ベントの広報および報告を行った。あわせて、重複した
情報の整理などを現状のフレーム内で行い、利用者のア
クセシビリティ向上に努めた。
http://www.mfri.pref.yamanashi.jp/
（ 2）Facebookの管理更新
研究所の多種多様な活動をバランスよく紹介できるよ
う、記事内容を計画的に作成し、管理更新を行った。具
体的には、研究員とその研究活動・成果の紹介、教育・
交流イベントの事前告知、教育事業の紹介、富士山周辺
の季節変化に関する記事などである。特に、研究活動の
紹介はできるだけ分かりやすく、一般の方々が興味・関
心をもて、かつ研究所に親しんでもらえるよう努めた。
また、ビジュアルに訴えるように写真を投稿した。
一方で、外部機関が主催する公開講座であっても、「出
張講義」として研究員を派遣するイベントはできるだけ
積極的に情報発信した。また、研究員が出演するテレビ
番組の放送日に合わせて研究員の活動紹介を行うなど、
外部広報との連動を行った。そうすることで、外部を通
じて研究所Facebookが拡散し、認知度が上がるように
意図した。 1 年間で97本の記事を投稿し、ページへの「い
いね！」件数は平成27年度末の約1.5倍、430程度に増加
した。
https://www.facebook.com/Mt.FUJI.research.in-
stitute
2 　出版広報
（ １）ニューズレター
今年度は 4 号を発刊した。紙面（ 4 ページ）は研究内
容をわかりやすく解説する「研究紹介」のほか、公開講
座などの様子を紹介する「トピックス」、環境教育・情
報部門の事業やイベントなどを紹介する「マツボックリ
通信」、「イベント情報」、「環境情報センター便り」で構
成されている。
研究紹介
「青木ヶ原周辺地域の森林の構造と遷移」.中野隆志（環
境教育・交流部）（Vol.20 No.1）
「古地磁気から推定する溶岩の噴出年代」.馬場章（火
山防災研究部）（Vol.20 No.2）
「里地・里山としての草原」.小笠原輝（環境共生研究部）
（Vol.20 No.3）
「富士北麓の生物相の保全を考える」.大脇淳（自然環
境研究部）（Vol.20 No.4）
トピックス
「教育・交流事業が変わります！」（Vol.20 No.1）
「富士山科学講座［基礎編 1 〜 3 ］を開催しました」
（Vol.20 No.2）
「富士山研まつり2016を開催しました」（Vol.20 No.3）
「スキルアップセミナーを開催しました」（Vol.20 
No.4）
マツボックリ通信
「ボランティアガイドと森のガイドウォーク」（Vol.20 
No.1）
「もりのおはなしかい」（Vol.20 No.2）
「富士山火山観察会」（Vol.20 No.3）
その他
環境情報センター便り（Vol.20No.1～4）
イベント情報（Vol.20 No.1〜4）
スタッフボイスミニ（Vol.20 No.1〜4）
（ 2）その他出版物
山梨県富士山科学研究所年報第19号（ISSN：2432-
3640）
3 　マスコミ対応および富士山相談
マスコミからの取材に応じ、66件（新聞54件、テレビ
9 件、ラジオ他 3 件）に対応した。また、一般の方から
の質問も含め、44件の富士山相談に対応した。
3 － 2 － 2 　交流事業
1 　出張講義
各種団体からの講師派遣依頼に対応した（出張講義リ
ストは 2 － 9 出張講義等に別掲）。
　
2 　公開講座
（ １）富士山科学講座
これまで人材育成事業として行ってきた富士山科学カ
レッジ・富士山科学カレッジ大学院の講義を一般公開し、
今年度から「富士山科学講座」を全 6 回の公開講座へと
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再編した。これにより、現役世代や県外の方々などより
多くの参加を容易にし、研究所の成果発信を積極的に、
効果的・効率的に行うとともに、研究所の看板事業とし
て位置づけることを意図した。前半 3 回を「富士山の自
然の成り立ちを知る」ための［基礎編］とし 1 名の研究
員が、後半 3 回を「自然と人との関わりを考える」ため
の［応用編］として 2 名の研究員がそれぞれの研究分野
における知見や成果を紹介した。
毎回100名近くの来場者があり、富士山の自然につい
て定期的に学べる富士山周辺でも唯一の機会として、好
評を得ている。今後も研究所の成果発信の場として、新
たなテーマや話題の創出に努めたい。
［基礎編］
① 4 月23日（土）『火山』13：30〜15：00
　「火山としての富士山」
　　講師：内山高（火山防災研究部）
② 5 月21日（土）『植生』13：30〜15：00
　「富士山の植物の特徴と生態」
　　講師：中野隆志（環境教育・交流部）
③ 6 月18日（土）『里山』13：30〜15：00
　「他地域と異なる富士山の里山」
　　講師：大脇淳（自然環境研究部）
［応用編］
① 9 月24日（土）『湧水』13：30〜16：00
　「富士五湖の湧水と自然環境」
　　講師：山本真也（火山防災研究部）
　「富士山の恵みとしての水」
　　　講師：長谷川達也（環境共生研究部）
　②10月22日（土）『環境問題』13：30〜16：00
　「富士山の動物相と地球環境問題」
　　講師：北原正彦（自然環境研究部）
　「富士山の外来植物問題」
　　講師：安田泰輔（自然環境研究部）
　③11月19日（土）『保全』13：30〜16：00
　「富士山の保全と継承」
　　講師：池口仁（環境共生研究部）
　「富士山の適正利用に向けて」
　　講師：山本清龍（岩手大学農学部）
（ 2）富士山研まつり20１6
より多くの方々、とりわけ山梨県民の方々が、研究所
を身近な存在と感じることができるよう、また「科学」
に対する興味･関心を高められるよう、「富士山研まつり
2016」を開催した。昨年度より、研究所がリーチできて
いない若い現役世代に来場してもらえるよう家族連れを
ターゲットとして明確化し、親子で楽しめるプログラム
企画や子供が行きたくなるような広報デザインなどを
行った結果、約350名の参加があった。体験プログラム
として「マグマの中の宝石を探そう」、「シカを電波で追
跡」、「花炭づくり」など、実験プログラムとして「雲を
つくってみよう」、「調べて味わう富士山の水」など、バ
リエーションに富んだ17のプログラムを用意した。どの
プログラムにも多くの来場者が訪れており、楽しみなが
ら学んでもらうことができた。
また他施設との連携プログラムとして、山梨県立八ヶ
岳自然ふれあいセンターから「富士山・八ヶ岳にいる動
物のくらし」を出展していただき、他の施設の活動の様
子を知るうえでも有意義な機会となった。富士山研まつ
りは年に 1 度、研究棟まで含めて「公開」する日として
定着しているが、来年度はさらに来場者の理解を高めら
れるよう工夫を行いたい。
日時：平成28年 8 月21日　 9 ：30〜16：30
（ ３）平成28年度研究成果発表会
富士山の自然環境の保全に資する研究成果や富士山の
火山防災などに関する情報の提供・発信を目指し、今年
度は 3 題の口頭発表と24題のポスター発表を行った。
口頭発表では、馬場章（火山防災研究部）が「古地磁
気から推定する溶岩の噴出年代」と題し、富士山周辺の
溶岩が持つ古地磁気を応用した年代推定から明らかに
なってきた事実を発表し、この手法は他の火山への応用
や考古地磁気への寄与も期待できると結んだ。次に、大
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脇淳（自然環境研究部）が「富士北麓の生物相の保全を
考える」と題し、山地帯における様々な植生において複
数の昆虫分類群などの調査をもとに、富士北麓において
それぞれの分類群の多様性について解説し、この地域で
の生物相保全について必要なことを指摘した。最後に、
長谷川達也（環境共生研究部）は「富士山地下水に含ま
れるバナジウムの効果とリスク」と題し、これまでの知
見や研究所での成果を整理すると共に最新の実験データ
が示す効果を分かりやすく紹介し、あわせてそのリスク
について発表を行った。
口頭発表の後は、今年度、研究を進めた24課題のポス
ターを掲示し、各研究員が来場者へ詳細を説明したり質
問に答えたりしながら研究成果を紹介した。
当日は100名あまりの来場者があり、高校生の姿も多く
見られた。一般の方々と研究員との活発な対話が続いた
有意義な場となった。
日時：平成29年 2 月25日（土）13：00〜15：30
場所：山梨県防災新館 1 F　オープンスクエア
口頭発表：
①「古地磁気から推定する溶岩の噴出年代」
　馬場章（火山防災研究部）
②「富士北麓の生物相の保全を考える」
　大脇淳（自然環境研究部）
③「富士山地下水に含まれるバナジウムの効果とリスク」
　長谷川達也（環境共生研究部）
（ ４）国際シンポジウム20１6
現在、日本には110の活火山があると知られているが、
これらの火山が過去にどのような活動をしてきたのかと
いう噴火史の解明は、火山災害対策を検討する上で欠か
せない。富士山でも今まで多くの調査や研究が行われ、
過去の火山活動の実態が徐々に明らかになりつつある。
しかし陸上では山体表面の侵食や土壌の発達により噴火
記録が必ずしも連続的に残っているとは限らない。より
正確な噴火史の解明には、過去の噴火をほぼ連続的に記
録しているであろう山麓の湖の堆積物を採取、他の調査
で得られた情報と相補する必要がある。富士山の噴火史
について正しく理解し今後の防災を考えていくために、
国内外の専門家を招き、国際シンポジウムを開催した。
午前には先行して調査・研究が進んでいる国内外の研
究事例 3 件が、午後には富士五湖に関する研究事例 5 件
が報告された。その後の質疑応答と総合討論では、会場
から積極的な意見が出され、有意義な議論がなされた。
専門的な内容もあったものの、研究の意義や新たな研
究手法に対する一般の方々の興味・関心は非常に高く、
当日は研究者・行政関係者だけでなく、県内外から多く
の方々の参加があった。
日時：平成29年 1 月22日（日）10：00〜16：00
場所：富士吉田市民会館　小ホール
プログラム：
開会挨拶：藤井敏嗣（山梨県富士山科学研究所）
趣旨説明：山本真也（山梨県富士山科学研究所）
講演 1 　 湖成堆積物におけるテフラ研究の利点：噴火様
式の復元と噴火史の構築
長橋良隆（福島大学共生システム理工学類）
講演 2 　 北西太平洋の海底堆積物から見た日本の火山噴
火
青木かおり（立正大学環境科学研究所）
講演 3 　 過去の火山活動を記録する湖沼堆積物─チリ・
ビジャリカ火山の過去600年間の噴火史の復元
Marc De Batist（ゲント大学）
講演 4 　 それはいつ起こったか？地層に埋め込まれた時
計が示す過去の出来事
横山祐典（東京大学大気海洋研究所）
講演 5 　 富士山の噴火履歴の研究とその問題点
吉本充宏（山梨県富士山科学研究所）
講演 6 　 山中湖の湖底から見つかった噴火による植生変
化の証拠
山本真也（山梨県富士山科学研究所）
講演 7 　 偏西風・モンスーン強度復元のための富士五湖
堆積物の層序学的枠組み
Stephen Obrochta（秋田大学国際資源学部）
講演 8 　 富士五湖、そのダイナミックな環境変化：湖調査
からわかった火山噴火と地震、地滑りの新証拠
Aurélia Hubert-Ferrari（リエージュ大学）
質疑応答・総合討論
閉会挨拶：山下宏（山梨県富士山科学研究所）
司会進行： 内山高（山梨県富士山科学研究所）
（ 5）富士山自然ガイド・スキルアップセミナー
自然の魅力や不思議をわかりやすく、効果的に伝えて
いくためには、科学的に得られた知見に対する正しい理
解が欠かせない。自然解説に役立つ自然科学の基礎的情
報を提供するとともに、自然を理解しようとする基本的
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な姿勢を学び取ってもらうことを目的として、旧環境科
学研究所より本セミナーを10年間続けてきた。今年度は、
本セミナーが富士山周辺の自然ガイドにどのように役
立っているのか、来場者や関連団体へアンケート調査を
行い、改めてその意義を見直すことから始めた。結果、
本セミナーは富士山の自然について学べる貴重な機会と
して認識され、実際に役立っており、閑散期である冬季
開催は来場しやすいという回答を得た。一方で、冬季に
アクセスできる来場者が限定されることから、来場者の
在住地域が固定化されている現状も明らかになった。
そこで今年度より、春から秋の富士山科学講座では研
究所の研究員が富士山の自然に関する知見や新しい研究
成果を紹介し、冬のスキルアップセミナーでは外部から
研究者・専門家を招き、富士山の自然をより広い視野で
捉えられるようテーマを設定し、両者の差別化を図りつ
つ、 1 年間を通じて、広く富士山周辺のガイドが学べる
機会となるよう交流事業全体を再編した。また、アンケー
ト調査から要望の多かった「気象」等のテーマを取り上
げたり、ガイドスキルそのものが向上するよう「インター
プリテーション」をテーマに加えたり、より一層役立つ
セミナーになることを目指した。机上講座では毎回90名
近くの来場者があった。
［臨地講座］※専業・兼業ガイド対象
11月27日（土） 9 ：00〜16：00
　「現地研修＠青木ヶ原」
　講師： 千葉達朗（アジア航測株式会社）
［机上講座］
①12月 3 日（土）13：30〜16：00
　「火山と地震の関係：富士山とその周辺の地下を探る」
　講師：鵜川元雄（日本大学文理学部）
② 1 月14日（土）13：30〜16：00
　「生育限界付近の植生を訪ねて」
　講師： 岡秀一（元首都大学東京都市環境科学研究科）
③ 2 月11日（土）13：30〜16：00
　「富士山の気象特性とリスク」
　講師：猪熊隆之（株式会社ヤマテン）
④ 3 月11日（土）13：30〜16：00
　「インター プリテーション入門〜自然のメッセージを伝える」
　講師： 長谷川幸子（一般社団法人日本インタープリ
テーション協会）
3 　地域環境観察事業（参加者数：182人）
地域の自然や環境を様々な視点から捉えることによ
り、環境への興味・関心を高めることを目的に環境観察
会を実施した。各季節に応じた、それぞれ違った観察を
行うことができるので、楽しみにしている人が多く、キャ
ンセル待ちが多く出るほどの人気のある観察会もある。
参加者からも「講師の解説が分かりやすい」と大変好評
を得ている事業である。
（ １）山野草観察会
北富士演習場の敷地内で、春の自然を楽しみながら山
野草の採取と同定を行った。演習場内は火入れがされて
おり、見晴らしのよい草地となっていた。今回、定員以
上の申し込みがあったため、抽選となった。今年度で 9
回目の観察会となるが、申込みの状況やアンケート結果
から､ 山野草について関心を持っている人が多いことが
分かる。富士山麓の自然を学んでもらえるよい機会であ
ると同時に、各自が山野草の仲間分けをしたり他の人の
採集植物を見たりしながら学習できる、学習効果の高い
観察会となっている。　
（参加者数23名）
期日：平成28年 5 月15日
講師：戸沢一宏氏（森林総合研究所）
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（ 2）野鳥観察会（日本野鳥の会富士山麓支部共催事業）
研究所周辺の森とパインズパークを会場として、初夏
の自然を楽しみながら野鳥を軸とした自然観察を行っ
た。野鳥だけでなく植物や他の動物の解説などもあり、
参加者は自然を十分堪能しながら学習することができ
た。知識豊富な講師による解説は、大変好評だった。ま
た、身近な地域の状況について再認識する良い機会と
なった。
今年度は、ハルゼミの鳴きだす時期よりも前に実施日
を設定し、観察の時間も30分早めて行った。20種類以上
の鳥の鳴き声を聞くことができ、参加者も喜んでいた。
　この事業は、日本野鳥の会富士山麓支部との共催とし
て長く行ってきたが、今回をもって終了することとなっ
た。（参加者数20名）
期日：平成28年 5 月 7 日
講師：中川雄三（日本野鳥の会富士山麓支部）
　　　水越文孝（日本野鳥の会富士山麓支部）　
　　　渡辺信介（日本野鳥の会富士山麓支部）
（ ３）富士山五合目植物観察会
富士山五合目植物観察会は、毎年人気があり、特に平
日の参加希望者は多い。今年度も申し込み方法は抽選と
した。
両日とも天候に恵まれ、観察会を実施するにはよいコ
ンディションであった。参加者は、歩きながら講師の話
を聞いて疑問点などを質問していた。また、植物をじっ
くりと観察したり写真を撮ったりして、 1 つでも多くの
植物のことを覚え、学習しようとする意欲が感じられた。
植物が環境に適応していく話を聞く中で、「植物のメカ
ニズム、生き様のようなものが学べて勉強になりまし
た。」といった感想が寄せられるなど、富士山のことを
より身近に感じられる観察会となった。写真を撮ったり
解説を聞いたりするとき、植物を踏み荒らさないように
事前の注意を行ってきたが、今後も富士山の環境保全も
合わせて啓発していける観察会としていきたい。（参加
者数60名）
期日：平成28年 7 月23・28日
講師：丸田恵美子（神奈川大学）
　　　山村靖夫（茨城大学）
　　　中野隆志（環境教育・交流部）
　　　安田泰輔（自然環境研究部）
（ ４）富士山火山観察会
年々人気の高まりを見せている観察会で、 2 回合わせ
て60名の定員であるが、今年度も抽選となった。
昨年度までは静岡県側の宝永火口や駒門風穴などを見
学するコースであり、参加者から好評であったが、移動
時間や天候等の心配もあり、今年度は富士山五合目御中
道や西湖コウモリ穴などをめぐるコースに変更した。観
察にあたっては、時間に余裕もあり、道のりもきつくな
いため、参加者は落ち着いて観察ができた。参加者の中
には、すでに訪れた場所であっても、講師の解説により
「新鮮に感じられた。」といった感想や「話が丁寧でわか
りやすい、疑問点がその場で質問できて答えがすぐ聞け
る。」などといった声が聞かれ、高評価であったことが
伺える。
若い世代や子ども世代の参加者が少ないので､ 今後広
報の仕方を工夫していく必要がある。（参加者数55名）
期日：平成28年 8 月28日・ 9 月 1 日　　　
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講師：内山　高（火山防災研究部）
　　　吉本充宏（火山防災研究部）
　　　山本真也（火山防災研究部）
　　　馬場　章（火山防災研究部）
（ 5）秋の富士北麓自然親子観察会
富士北麓の自然環境を知り、地域の環境への興味関心
を高めることを目的に開催した。研究所周辺の剣丸尾の
森を歩きながら、秋の草花・動物などの様子や溶岩樹型
などの観察をとおして、北麓の自然について学習できる
場となった。
これまで若い世代の参加を望む声が多かったため、今
年度は「親子観察会」という形に変え、対象を小中学生
とその保護者とした。子ども向けに対応してくださった
講師の努力もあり、参加者の満足度が非常に高かった。
例年よりも二週間早い時期に行ったため、天候はよく
なかったものの寒くはなく、また鳥の声も聞くことがで
きた。富士山世界遺産構成資産の 1 つである「吉田胎内」
の見学ができたということでも、参加者には貴重な体験
であったといえる。（参加者数24名）
期日：平成28年10月 1 日　
講師：中川雄三（日本野鳥の会富士山麓支部）
　　　水越文孝（日本野鳥の会富士山麓支部）　
　　　渡辺信介（日本野鳥の会富士山麓支部）
4 　地域交流事業
（ １）学校教員研修会～体験で学ぶ火山研修会
　火山の噴火が度々話題にあがり、富士山の噴火や防災
が注目を浴び、地元の関心が高まっている。学校現場に
おいても火山噴火のしくみや防災に関するトッピクを教
育に組み込むことの重要性が増している。
　本研修会は、山梨県総合教育センターとの共催により、
県内小・中・高・特別支援学校の教員を対象に講義、実
験、野外巡検が行われた。実際に体験し、火山に関する
知識を深め、理科教育の充実を図ることを目的に実施し
た。（参加人数：33名）
期日：平成28年 8 月 9 ・10日
講師： 高田亮（国立研究開発法人産業技術総合研究所）
　　　 千葉達朗（アジア航測株式会社総合研究所）
　　　藤井敏嗣（山梨県富士山科学研究所）
　　　荒牧重雄（山梨県富士山科学研究所）
　　　内山高（火山防災研究部）
　　　吉本充宏（火山防災研究部）
　　　山本真也（火山防災研究部）
　　　常松佳恵（火山防災研究部）
　　　馬場章（火山防災研究部）
内容：
8 月 9 日「火山学講義及びアナログ実験」
火山学講義「火山のしくみ」「火山としての富士山」
セミナー「火山ってなんだろう」
火山岩に含まれる鉱物の観察「鉱物の肉眼鑑定」
アナログ実験
8 月10日「野外巡検」
富士山御庭周辺、本栖湖畔、西湖コウモリ穴
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4 　研究所の体制
4 － 1 　運営委員会
外部研究者や幅広い分野の有識者等から中長期的な視
点で指導、助言を仰ぎ、中期目標・中期計画や年次計画
に反映させることによって意、質の高い研究所運営を図
る事を目的とする。
・委員（50音順）
天野博史　　山梨県公立小中学校長会長
川越久史　　環境省自然環境局生物多様性センター長
住　明正　　独立行政法人国立環境研究所理事長
眞田吉郎　　富士吉田市産業観光部長
早川正幸　　山梨大学理事・副学長（委員長）
別宮有紀子　都留文科大学初等教育学科教授
吉田正人　　 筑波大学大学院人間総合科学研究科世界
遺産専攻教授
渡邉慈仁　　山梨県市町村教育委員会連合会長
　　　　　　（富士吉田市教育長）
・開催状況
　第 1 回（平成28年 7 月23日）
　　協議内容　①H28事業計画について
　第 2 回（平成29年 3 月 2 日）
　　協議内容　①H28事業実績について
　　　　　　　②H29事業計画について
4 － 2 　所内構成員
所　　　長　　　　藤　井　敏　嗣
副　所　長　　　　山　下　　　宏
副　所　長　　　　北　原　正　彦
特別研究員　　　　本　郷　哲　郎
研究管理幹　　　　長谷川　達　也
客員研究員　　　　池　谷　　　浩
　　　　　　　　　（政策研究大学院大学　特任教授）
客員研究員　　　　山　村　靖　夫
　　　　　　　　　（茨城大学理学部　教授）
特別客員研究員（名誉顧問）
　　　　　　　　　荒　牧　重　雄
特別客員研究員（特任研究員）
　　　　　　　　　瀬　子　義　幸
特別客員研究員　　能　勢　　　博
　　　　　　　　（信州大学大学院医学系研究科　教授）
特別客員研究員　　高　田　　　亮
　　　　　　　　（（独）産業技術総合研究所　研究員）
特別客員研究員　　安　田　　　敦
　　　　　　　　（東京大学地震研究所　助教授）
特別客員研究員　　酒　井　慎　一
　　　　　　　　（東京大学地震研究所　助教授）
特別客員研究員　　藤　田　英　輔
　　　　　　　　（（独）防災科学技術研究所主任研究員）
総務課
　課　　　長　　河　野　　　彰
　副　主　査　　小　林　雄　樹
　主　　　任　　近　藤　聖　子
　非常勤嘱託　　堀　内　むつみ
　非常勤嘱託　　古　屋　賢　一
　臨 時 職 員　　刑　部　美　佐
　臨 時 職 員　　坂　本　怜央奈
環境教育・交流部
　教育・情報
　　部　　　長　　中　野　隆　志
　　主　　　幹　　佐　藤　　　望
　　非常勤嘱託　　白　須　裕　里
　　非常勤嘱託　　渡　邊　紗　季
　　臨 時 職 員　　秋　山　日香里
　　臨 時 職 員　　森　嶋　章　子
　　臨 時 職 員　　堀　内　佑　紀
　広報・交流
　　主　　　幹　　川　口　征　司
　　非常勤嘱託　　奥　矢　　　恵
　　非常勤嘱託　　堀　内　むつみ（兼務）
　　主任研究員　　杉　田　幹　夫（兼務）
　　主任研究員　　宇　野　　　忠（兼務）
　自然環境研究部
　　部　　　長　　杉　田　幹　夫
　　研　究　員　　安　田　泰　輔
　　研究員（兼）　　北　原　正　彦
　　非常勤嘱託　　小　平　真佐夫
　　非常勤嘱託　　大　脇　　　淳
　　臨 時 職 員　　勝　俣　英　里
　　臨 時 職 員　　前　田　沙　希
　環境共生研究部
　　部　　　長　　長谷川　達　也（事務取扱）
　　主任研究員　　池　口　　　仁
　　主任研究員　　宇　野　　　忠
　　主任研究員　　堀　内　雅　弘
　　研　究　員　　小笠原　　　輝
　　臨 時 職 員　　遠　藤　淳　子
　　臨 時 職 員　　半　田　陽　子
　火山防災研究部
　部　　　長　　内　山　　　高
　主任研究員　　吉　本　充　宏
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　研　究　員　　山　本　真　也　
　非常勤嘱託　　常　松　佳　恵
　非常勤嘱託　　馬　場　　　章
　臨 時 職 員　　笠　井　明　穂
　臨 時 職 員　　野　澤　すみれ
4 － 3 　所内委員会
倫理委員会
委 員 長　　藤　井　敏　嗣
委 　 員　　山　下　　　宏
　　　　　　北　原　正　彦
　　　　　　本　郷　哲　郎
　　　　　　長谷川　達　也
　　　　　　内　山　　　高
　　　　　　中　野　隆　志
　　　　　　御園生　　　拓（外部）
　　　　　　高　橋　智　子（外部）
動物実験倫理委員会
委 員 長　　藤　井　敏　嗣
委 　 員　　山　下　　　宏
　　　　　　長谷川　達　也
　　　　　　中　野　隆　志
　　　　　　宇　野　　　忠
　　　　　　小笠原　　　輝
動物飼育施設運営委員会
委 員 長　　宇　野　　　忠
委 　 員　　長谷川　達　也
　　　　　　小　林　雄　樹
　　　　　　小　平　真佐夫
共用研究備品管理委員会
委 員 長　　内　山　　　高
委 　 員　　長谷川　達　也
　　　　　　中　野　隆　志
　　　　　　河　野　　　彰
　　　　　　吉　本　充　宏
　　　　　　堀　内　雅　弘
　　　　　　馬　場　　　章
　　　　　　大　脇　　　淳
査読委員会
委 員 長　　長谷川　達　也
委 　 員　　宇　野　　　忠
　　　　　　中　野　隆　志
　　　　　　安　田　泰　輔
　　　　　　吉　本　充　宏
　　　　　　菊　池　佐智子
　　　　　　山　本　真　也
ネットワーク管理委員会
委 員 長　　杉　田　幹　夫
委 　 員　　池　口　　　仁
　　　　　　宇　野　　　忠
　　　　　　小　林　雄　樹
　　　　　　安　田　泰　輔
　　　　　　近　藤　聖　子
　　　　　　奥　矢　　　恵
　　　　　　常　松　佳　恵
毒物・劇物及び特別管理産業廃棄物管理委員会
委 員 長　　長谷川　達　也
委 　 員　　小　林　雄　樹
　　　　　　山　本　真　也
　　　　　　小　平　真佐夫
4 － 4 　沿革
平成 3 年11月
「環境科学研究所検討委員会」の設置
平成 4 年11月
「環境科学研究機関設置準備室」を環境局内に設置
平成 5 年 2 月
「環境科学研究所顧問」 9 名を委嘱
　　　 3 月
「環境科学研究所基本計画」の策定
平成 7 年11月　　　起工式
平成 9 年 4 月 1 日　組織発足
　　　　　30日　竣工式
平成 9 年 4 月
入來正躬所長　就任
平成15年 4 月
「環境資源学」に関する研究室を設置
平成16年 4 月
荒牧重雄所長　就任
平成16年 4 月
「自然環境研究部」を「自然環境・富士山火山研究部」
に改称（「富士山火山防災情報センター」を設置）
平成26年 4 月
「山梨県環境科学研究所」を「山梨県富士山科学研究所」
に改編　
藤井敏嗣所長　就任
研究室を廃止し、 1 課 4 部（環境教育・交流部、自然
環境研究部、環境共生研究部、火山防災研究部）に改
組
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4 － ５ 　予算
平成28年度予算（単位：千円）
事　　　　業 予算額
所運営費
研究・企画費
環境教育推進費
環境情報センター費
131,937
116,723
18,845
4,867
計 272,372
※職員給与費は除く
4 － 6 　施設
敷地面積　30ha
施設名 構　　　造 延べ面積
本 　 　 館
鉄筋コンクリート造り
（一部鉄筋一部木造）
地下 1 階地上 3 階
2,500.631㎡
研 究 棟
鉄筋コンクリート造り
地下 1 階地上 2 階
3,429.005㎡
管 理 棟
コンクリー トブロック造り
地上 1 階
98.280㎡
附 属 棟
コンクリー トブロック造り
地上 1 階
171.277㎡
温 室 鉄骨造り　地上 1 階 101.286㎡
ポーチ屋根 鉄骨造り 17.6㎡
合　　　　計 6,318.079㎡
4 － 7 　主要研究備品
設置場所 備　　品　　名
中央機器室
分光光度計、原子吸光光度計
ＩＣＰ質量分析装置
ガスクロマトグラフ質量分析装置
ＣＨＮ分析装置
高速冷却遠心機
ドラフトチャンバー
イオンクロマトグラフ
生化学分析システム
分析走査型電子顕微鏡
安定同位体比質量分析システム
生体高分子解析システム
超純水製造装置
人工気象室
恒温恒湿室
シールドボックス
101実験室
画像解析装置、地理情報装置
スペクトルラジオメーター
3 次元画像解析装置
マイクロ波データ解析システム
3 Ｄスキャナー
103実験室
生体電気現象記録装置
テレメトリーシステム
自律神経シグナル測定システム
脳血流測定システム
呼吸代謝測定システム
105実験室
蛍光顕微鏡システム
血圧・心拍連続記録システム
急性実験用血圧心拍解析システム
胃電計装置
201実験室
ＴＯＣ自動分析装置
ドラフトチャンバー
マイクロプレートリーダー
高速液体クロマトグラフ
高速液体クロマトグラフ質量分析計
ＩＣＰ－ＭＳ試料導入装置
203実験室
フーリエ変換赤外分光分析装置
廃プラスチック熱分解装置
ポリフェノール測定装置
204実験室
マイクロウェーブ分解装置
自動水銀分析システム
蛍光光度計
岩石試料薄片自動作成装置
205実験室
α線測定器
地震計
蛍光Ｘ線分析装置
屈折率鉱物画像解析システム
屈折率測定装置
水位・水温連続記録計
地震データ転送システム
206実験室
生物顕微鏡システム
ラジオテレメトリーシステム
野外測定システム
繊維定量装置、脂肪定量装置
動物個体サイズ・シェイプ解析装置
207実験室
野外環境モニタリング機器
グロースキャビネット
温室効果ガス動態測定システム
エコタワー環境測定機器
生態系炭素収支モニタリングシステム
環境〜生理反応実験装置
携帯型土壌呼吸測定システム
携帯用光合成蒸散測定装置
動物飼育観察室 クリーンラック
冷　凍　庫　室 超低温槽（－80℃）
クリーンルーム クリーンルーム及び内部機器
敷 地 内 露 場 気象観測システム
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山梨県富士山科学研究所中期目標
山梨県富士山科学研究所（以下「研究所」という。）の業務運営について、次のとおり中期目標（以下「目標」という。）
を定める。
平成26年 7 月23日
  山梨県企画県民部長
1 ．基本方針
研究所は、日本のシンボルであり世界文化遺産である富士山を重点的に研究する機関として、その自然特性や人との
関わりなどについて研究を進めるとともに、富士山の保存管理や活用方策の構築に向け、科学的な側面から提言を行う。
さらに、研究成果の積極的な発信や教育事業への活用などを通じ、県民に親しまれる研究所となるよう、職員一人一
人が日々の業務に真摯に取り組む。
2 ．目標の期間
目標の期間は、平成26年度から平成30年度までの 5 年間とする。
3 ．富士山及び地域環境に係る研究の目標
これまで環境科学研究所において蓄積してきた研究成果などを活かしつつ、富士山の自然環境や人との共生に関する
研究拠点として、研究所に期待される当面の重要な役割は、次の 3 点である。
○世界遺産・富士山の保全策の構築への貢献
○富士山火山防災対策の強化への貢献
○山梨県の環境政策への提言
これらに対応するため、本計画期間内に重点的に取り組むべき研究の方向性を次のとおり定める。
（ １）富士山の自然特性の解明と保全
世界遺産としての富士山の価値は、山体そのものの景観に加え、森林や水資源などの自然環境がベースとなってお
り、その普遍的な価値を保つためには、自然環境が適切に保全されていくことが必須である。こうしたことから、自
然環境の現況調査、自然環境を作り上げている機構の解明、自然環境に悪影響を与えている要因の解明と保存管理策
等に資する調査・研究を行う。
（ 2）人と自然の共生と富士山の適正利用
世界遺産登録を受け、富士山を訪れる来訪者は、今後ますます増加するものと見込まれる。さらに、富士山の自然
環境に寄り添って人々の生活や産業活動が営まれている富士山麓では、開発と保全との調和という課題も抱えている。
こうしたことから、富士山の普遍的価値の適切な活用に向け、来訪者などによるインパクト評価や、地域住民などを
巻き込んだ効果的な保全活動のあり方などに関する調査・研究を進め、人と自然が共生する地域形成に貢献する。
また、適正利用に当たっては安全性の確保が必要である。安全な利用に資する研究も行うこととする。
（ ３）富士山の火山活動と防災対策に関する研究
富士山火山防災に関する研究拠点として、火山活動の観測、活動履歴や噴火特性などに関する調査研究を行う。ま
た、気象庁、（独）防災科学技術研究所、大学など、富士山の火山活動観測・調査研究を行っている機関との連携強化
を図りながら、富士山火山防災対策の強化に貢献する。
（ ４）地域環境の課題解決に資する研究
県政上の喫緊かつ早急な取り組みが必要な重要課題に対し、研究員の専門性・創造性を活かした研究活動を展開す
る。また、研究所単独では取組が困難な領域課題に対し、他の県立試験研究機関などと共同・連携して取り組む。
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4 ．教育事業、情報の収集・提供業務に関する目標
富士山を中心とした県内の環境全般に関する県民の理解を深めるとともに、自然解説ガイドの養成などを図るため、
研究所の研究成果などを取り入れた新たな環境教育プログラムの開発及び実施を進める。
また、富士山の自然や県内の環境全般に関する各種情報を収集・整理し、提供する。その際、特に利用者の関心が高
いテーマに関する資料にアプローチしやすいよう掲示や検索などの利便性の向上を図る。
さらに、富士山世界遺産センターなど世界遺産関連機関と連携・調整を図りながら、学習展示室における展示内容を
見直す。
５ ．研究成果等の情報発信、交流業務に関する目標
県民への説明責任を果たし、研究所活動の成果を県民に還元するため、研究成果をはじめ環境教育事業等の活動内容
について、積極的な広報に努める。
さらに、富士山を中心とした県内の環境全般に関するセミナーやシンポジウムを一層充実させるとともに、富士山世
界遺産センターをはじめとする世界遺産関連機関や環境教育関連機関等と連携を図りながら、地域一体となった交流活
動を推進する。
6 ．業務運営の効率化に関する目標
本目標に沿って中期計画を策定し、研究活動などを計画的に展開する。行政や社会のニーズを研究活動に反映させ、
研究成果や研究所の機能を有効に活用するため、本庁関係所属との連携体制を構築し、逐次情報交換・協議などを行う。
また、人員の配置や組織編成などを弾力的に見直し、研究開発の重点化や研究ニーズに柔軟に対応する。
研究所運営にあたっては、内部評価の導入に加え、運営委員会や課題評価委員会など、研究所の運営や研究など諸活
動に対する第三者評価を実施し、組織や業務運営、活動内容などについて不断の見直しを行う。
効率的な組織運営のため、研究所内での情報共有と担当者間の連携・協議のための体制を構築し、それらを活用する。
さらに、外部資金の積極的な獲得を目指す一方、大学をはじめ他の研究機関などとの連携・協力関係を強化する。
本目標や中期計画などを踏まえ、各職員が創造性を持って職務に取り組むとともに、所長のリーダーシップの下、研
究所が一体となって県民からの期待に応え得る業績を上げるものとする。
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